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「ヒナ────────っ！」

　セフィは高く跳躍すると、巨大な刃やいば──愛剣の星ほし崩くずしを振るった。

　剣を振り下ろした先には、全身から黄金の光を放ちながら空中に浮いている桜さくら井い日ひ奈な子この姿があった。

「ぐっ……！」

　ガキン、と鉄のかたまりを殴なぐりつけたような重々しい衝撃がセフィの両腕に伝わってくる。青いシスター服に身を包んだ日奈子の身体からだには、傷一つついていない。

　これは、セフィにとって予想どおりの結果だった。

　どういう理由か、黄金の光は日奈子の身体をまるで結界のようにガードしている。

　それは既に、クロウが触れることもできなかったことから、わかっている。そうでなければ、セフィは剣を振り下ろしたりしない。

　誰だれが、親友に斬きりつけたりするものか──

「ああああああああああっ！」

　セフィは黄金の輝きを蹴けりつけて、空中で再び跳躍。さらに勢いをつけて星崩を振り下ろす。

「うあっ……！」

　しかし、今度は星ほし崩くずしを握っていた手が痺しびれるほどの衝撃が伝わってきて、愛剣を取り落としてしまう。

　いえ、まだよ──！

　セフィは日ひ奈な子この全身を包む輝きに手を伸ばし、星崩の一撃でわずかにへこんだ部分を掴つかみ──引き裂くようにする。

「ぐううっ……！」

　黄金の輝きに触れた手に、焼けつくような痛みが走った。だが、セフィは少しも怯ひるまなかった。

　強引にこじ開けるようにして、輝きを引き裂いていく。

「ヒナ……帰ってきなさい！」

　セフィが気合いを込めたのと同時に、彼女の全身がプラチナ色の光を放った。

　扉の巫み女こ──セフィは太陽の乙おと女めと対となる存在であり、このプラチナ色の光とともにその真価を発揮する。

　セフィは日奈子を包む黄金の光を完全に引き裂くと、彼女の身体からだを引っ張り出した。それと同時に、黄金の光が弾はじけるようにして消え、日奈子を抱きかかえた状態で、落下を始める。

「うっ……！」

　かろうじて、セフィは日奈子を抱きかかえたまま着地に成功する。高さは十メートル程度で、ソーディである彼女にはたいしたことはないが、それよりも強引に黄金の光をこじ開けた両腕の痛みがひどかった。

「セフィ！　日奈子！」

　着地すると、すぐにクロウが駆け寄って来た。いつも冷静な彼にしては、珍しく焦りが顔に出ている。

「大丈夫か！　まったく、おまえは無む茶ちやをして──」

「ロウにだけは言われたくないわよ。それより、ヒナを……」

「ああ」

　クロウは頷うなずいて、セフィが差し出した日奈子の身体を抱き上げる。

　お姫様だっこなんて、ちょっと羨うらやましい──

　そんなことを思いつつ、セフィの意識は急速に遠くなり始めた。後先考えずに、扉の巫女の力を全開で使ってしまったせいだろう。この力は強大だが燃費が悪く、すぐにエネルギー切れになってしまうのだ。

「あれ……ヒナの力は止めたのに……」

　セフィは、霞かすんでいく視界の中で、空中に入った巨大な黒い亀き裂れつ──

　ソーディの故郷、ソーディアと繋つながる異空間ゲート──空の扉を見つめた。セフィはこれまでにも二度、巨大な空の扉を目撃している。

　だが、上空に開いている扉は、そのどちらよりも大きい。しかも、黒い亀き裂れつから黄金の光が差してきている。

　七十年前の大戦で、ソーディは黄金の光の中を通って地球に来たという。

　そうか、空の扉が完全に開こうとしてるのね──

　セフィは、自分が扉の開放を止められなかったことを悟った。間に合わなかったのだ。

　だが、未熟な自分でも、日ひ奈な子こだけはなんとか救い出せた。

　今はそれで充分だ──

「セフィ！　おい、しっかりしろ！」

　セフィは薄れかけた意識の中で、クロウのうわずった声を聞いた。

　そこで、ふと気づいた。最大の強敵だった、八やツ首くびの蛇は倒れた。だが、まだクロウに敵対する天てん剣けんソーシャと竜りゆう剣けんリドがいる。

　ここで倒れてしまっては、クロウを助けることができない。

　セフィは、なんとか意識を保とうとするが──そこが限界だった。

　意識は途切れていき、空の扉から差し込んでくる金色の光が閉じかけたまぶたを明るく照らしていた。






　　　　１章　東京ソーディアの冬






　東京ソーディアに、冬が訪れていた。

　十二月も半ばに入り、ここ数日は特に冷え込みが厳しくなっている。気象庁の予測では数年ぶりに十二月の降雪もありえるとのことだ。

　しかし、一般人の大半は東京ソーディアの気象情報をほとんど気にしていない。

　なぜなら──

「こうして見ると、味気ない街だな」

　剣の学院の一年生、リマはぼそりとつぶやいた。隣を歩いている少女が頷うなずく。

　リマは、額ひたいを出すほどのショートカット──だったが、今はだいぶ髪が伸びて、前髪は目にかかるほどになり、後ろもちょこんと結べるくらいになっている。

　剣の学院の制服、ベージュのブレザーに胸元にはネクタイ、ミニスカートという姿だ。頑丈なソーディとはいえ、寒いものは寒いので、厚手のストッキングをはいている。

　彼女が歩いているのは、東京ソーディアの中央特別区センター、それも中心部に近いエリアだ。

　普段なら多くの車や人が行き交う道路は、今は静まりかえっている。

　リマとその数人の仲間たちは、車道の真ん中を堂々と歩いているが、文句を言う者は誰だれもいない。

　無人の街──雪が降ろうが槍やりが降ろうが誰だれも気にしないだろう。

「東京ソーディアに避難命令が出て二ヶか月げつか……」

　リマは、再び独り言をつぶやいてしまう。

　二ヶ月前、東京ソーディアの外層人類区ダウンタウンにある自然公園の上空で巨大な空の扉が開いた。

　その扉は閉じることなく──さらに、東京ソーディアのあちこちで同じような巨大な扉が次々と開いた。

　自然公園上空の扉は、政府が〝第一の扉フアースト・ゲート〟と命名した。

　第一の扉は常に開放された状態だが、その他の扉は一定時間で跡形もなく消える。

　だが、その一定時間が経過する前に、ソーディアの怪物──エイジンが出現することも珍しくないのだ。

　エイジンは、剣を振るうために生まれたかのようなソーディですら手を焼く怪物だ。

　そもそも、七十年前にソーディの軍隊が地球に襲来したのもエイジンがいない土地に彼らの生活圏を築くためだった。

　七十年前、唐突に空の扉はすべて閉じて、地球とソーディアの行き来は完全にできなくなってしまった。ソーディ軍は地球に取り残されてしまったものの、エイジンの脅威からは逃れられたのだ。

　しかし、ソーディが日本に政府を樹立し、根を張って七十年も経たってから、再びエイジンの脅威にさらされている──

　空の扉がどこに開くか、エイジンが出現するかどうかも予測は困難なため、政府は東京ソーディア全域に避難命令を発令した。

　要するに、東京ソーディア全住民の強制退去である。

　混乱は少なからずあったものの、既に住民のほとんどが東京ソーディア外へと避難した。

　不思議と、空の扉は東京ソーディアの外には出現せず、エイジンも扉の近くから離れないため、他県への移動だけで済んだのだ。

　経済的損失だけでも天文学的な数字になるが、怪物たちによって住民が大虐殺されるよりはマシというものだ。

「たった二ヶ月で、世界ってこんなに変わるんだね……」

「すっかり東京がゴーストタウンになったもんな……って、のんびりしすぎだ。このままじゃ担当エリアを全部回れない。急ごう」

　リマが隣の女子に答えて早足に歩き出すと、他の数人の女子生徒たちもついてくる。

　東京ソーディアの住民たちは避難したが、一部に居残っている者たちもいる。エイジンを駆除するために、自由剣けん士し団と陸海空の自衛軍の多くが駐留しているのだ。

　それに加えて、政府の許可を得た一部の集団が治安維持活動を行っている。警察や剣の聖堂、それにリマたち剣の学院の生徒たちだ。

　リマとその仲間たちは、志願して東京ソーディアのパトロールに参加しているのだ。

「……リマっ！」

　突如、リマの隣を走っている女子生徒が叫んだ。同時に、リマも感知していた。

　空気が震え、不気味な振動音が響き渡る。

「これは……空の扉か！」

　リマも叫び、上空を見上げた。

　空には分厚い雲が垂れ込めている。第一の扉が開いた日以来、青空を臨めることはほとんどない。空の扉は異常気象を呼ぶと言われている。

　その灰色の空に、ビシリと音を立てて真っ黒な亀き裂れつが走った。

　いったい、誰だれがあれを〝扉〟なんて呼び始めたんだ。あんな気味の悪いもの、とてもじゃないけど扉に見えない──と、リマはどうでもいいことに内心で悪態をつく。

　たちまち扉は開ききり、黒い亀裂から黄金の光が差し込み始め──

「さっそく来た！」

　リマは叫び、腰に提げていた愛剣を引き抜く。他の女子生徒たちも、同時に抜刀する。

　光の中から、トカゲのような顔に二本の角つの、四本の肢あしと一対の翼が生えた怪物が現れる。サイズは、全長三メートルほどだろうか。

　ソーディアを蹂じゆう躙りんする怪物、エイジンだ。

　彼らはなぜか、空の扉が開くと同時に姿を見せる傾向がある。まるで、扉の開放を待ち構えていたかのように。

「小型だ！　あれなら私たちで片付けられる！」

　リマは剣を高々と掲げると、空の扉から地面へと降り立ったエイジンに向かって駆け出していき、頭に剣を振り下ろした。

「ちっ……！」

　エイジンは鈍重そうな外見に似合わず素早く動き、リマの初しよ太だ刀ちは角を一本切断したのみだった。続いて、女子生徒たちが一斉に斬きりかかる。

　鋼よりも硬い鱗うろこに包まれたエイジンの身体からだを、女子生徒たちの剣が次々と斬り裂く。

「みんな、下がって！」

　リマは鋭く言うと、跳び上がって大きく剣を振り下ろした。今度は狙ねらいをあやまたず、エイジンの頭を砕くようにして両断する。

　まだだ──リマはそこで手を止めず、返す刀で首を跳ね飛ばした。強い生命力を持つエイジンは、脳を破壊した程度では仕留めきれないこともあるのだ。

「はー……」

　エイジンが動かなくなったのを確認すると、リマは剣の血払いをして鞘さやに収めた。

　リマは今こ年としの春頃、太たい陽よう教きよう徒とに銃で撃たれたり、学院主催のバトルロイヤルで人間に負けたりと散々だったが、元々優秀な剣けん士しである。それに、ここ数ヶか月げつは血が滲にじむような訓練を続けて、かなり腕を上げている。

「みんな、ケガはないか？」

　リマは周りを見渡し、全員が無傷であることを確認する。

「ええ、大丈──リマ！　あれ見て！」

「なっ……!?」

　再び、空の扉から差し込む金色の光の中から、エイジンが現れようとしていた。今度は、明らかにさきほどの個体よりもはるかに大きい。

　全長十五メートル以上はある。ソーディアでの区分では、〝中型〟に属するサイズだ。巨大な身体からだは禍まが々まがしいほど赤い。

　リマは瞬時に判断する。あれは──学院の生徒では手に負えない。

「逃げるぞ！　全員、走れ走れ！」

　リマが指示を飛ばすと、女子生徒たちが一斉に走り出した。

　だが──

「きゃあっ！」

　轟ごう音おんを響かせて地面に降り立ったエイジンは、右肢あしを大きく振るった。その肢からは骨を変形させた刃が飛び出しており、アイサという女子生徒が鞘さやごとの剣でそれを受け止めようとして──はるか後方へと吹き飛ばされ、道路沿いのビルへと激突する。

「くっ……！　私が時間を稼ぐ！　アイサを救出しろ！」

　リマは再び抜刀し、素早くエイジンに肉薄すると、頸けい部ぶに向かって斬ざん撃げきを放つ。

「…………っ！」

　リマの背筋に強烈な悪お寒かんが走り、振り下ろしつつあった剣を止め、後ろへと跳んだ。

　そのときには、エイジンの肢の刃がリマの右肩をかすっていた。

「ぐうっ……！」

　燃えるような痛みが走ったかと思うと、リマの身体は木の葉のように飛ばされていた。地面を数回バウンドし、かろうじて体勢を立て直す。

「くっ……化け物め……！」

　リマの肩からはどくどくと血が溢あふれ出している。致命傷ではないが、恐ろしく重い一撃だった。刃の先が肩に触れただけなのに、電車にでもはねられたかのようだ。

「こ、こんなところで……」

　エイジンがゆっくりとリマに近づいて来つつあった。

　身体がひどく重い。これでは、もうエイジンの次の攻撃はかわせない──

　リマの心が絶望に包まれたそのとき。

「おいおい、まだあきらめんのは早はえぇだろ。可愛かわいい女の子は、死んじゃいけねぇんだよ」

「────!?」

　どこか楽しげですらある男の声とともに、誰だれかがリマの前に立った。

　ぼさぼさの黒髪に、上から下まで真っ黒な服を着て、左腰と腰の後ろに一本ずつ剣を提げている。

「お、おまえは──」

「ん？　あれ、なんか見たことあんな？　えーと……」

「そんなこといいから、前を見ろ、前！」

　リマのほうを振り向いた黒髪の少年は、きょとんとした表情を浮かべていた。

　その少年の前で、エイジンが今まさに巨大な右肢あしを振るおうとしていた。

「──わかってるさ」

　少年は薄く笑い──不意に、リマは彼が目の前から消えたかと思った。いや、間違いなく彼はリマのすぐ前にいるのだが、その姿が透明になったかのように思えたのだ。

「無想ムソウ──」

　少年はつぶやくと、腰を沈めて左腰の剣を抜いた。同時に、少年の身体からだを引き裂こうとしていたエイジンの一撃を受け流してしまう。

「なにっ!?」

　リマは驚きよう愕がくの声を漏らした。

　信じられない──あのエイジンの重い一撃を何事もなかったように受け流すなど。しかも、彼はソーディではなく──

「びっくりしてる場合じゃねぇ。おら、逃げるぞ」

　少年は、素早くリマの腰を抱きかかえるようにすると、後ろに下がり始めた。エイジンは、全力を込めた一撃を受け流され、体勢を崩している。

「に、逃げられるわけがないだろう。逃げるならおまえ一人で──」

「んなことしたらぶった斬ぎられるっての。あの怖いお姫様にな」

「姫……!?」

　リマがもう何度目かわからない驚きの声を漏らしたとき、上空を通過する影が見えた。

　何者かが高く跳躍し、剣を手にエイジンに向かって行っている。

　それは──

「セフィ様！」

　エイジンに斬りかかっているのは、リマもよく知る少女──セフィだった。

　金色の長い髪をサイドテールに結び、リマと同じブレザーにミニスカートという姿だ。

「うあああああっ！」

　セフィは髪をなびかせながら、愛剣の星ほし崩くずしを横一文字に振るった。一瞬、まぶしいほどのプラチナ色の輝きがセフィの全身から放たれ──

　次の瞬間には、エイジンの太い首が両断され、轟ごう音おんを立てて地面へと落下していた。

「ふうっ……中型もしょっちゅう出るようになったわね。面倒なことだわ」

　セフィは着地すると、何事もなかったように星崩についた血を払った。

「セ、セフィ様……いったい……？」

　リマにとってセフィは剣の学院の同級生で、憧あこがれでもある少女だった。美しく、気高く、そして強い。

　だが、その強さはリマが知っていた頃とはまるで違う。この二ヶか月げつというもの、セフィは完全に姿を消しており、その消息をずっと気にしてはいたが……。

「久しぶり、リマ。あなたも強くなったみたいね。でも、あまり無む茶ちやをしてはダメよ」

「セフィだけには言われたくねぇんじゃないかな」

「うるさいわよ、ロウ」

　絶命した中型エイジンの前で、セフィと黒髪の少年──クロウがぎゃーぎゃーと言い争いを始める。

　いくら脅威が去ったとはいえ、まったく緊張感のない二人だった。

「っと、まずはリマの手当てだな」

　クロウはポケットから取り出した布をリマの傷口に当て、止血を始めた。

「アイサもケガはしてるけど、大丈夫そうね。さすが、剣の学院の子は丈夫だわ」

　セフィは、救出されたアイサを見て安心したように言った。もちろん、セフィも同じ学院の生徒であるアイサのことは知っているのだ。

「ちょ、ちょっと待ってください、セフィ様。どうしてここに？　いったい、今までなにをしてたんですか？」

「訓練も兼ねて、ロウと一緒にエイジン退治をしてるのよ。小型じゃ相手にならないけど、中型くらいならちょうどいいからね」

「ちょうどいい……？」

　中型エイジンともなると、手て練だれの剣けん姫きでも数人がかりでなければ対処は厳しいはずだ。それを危なげなく仕留めてしまうとは……。

　セフィも凄すさまじいが、巨大なエイジンの一撃を受け流してしまったクロウの剣も常軌を逸している。

　この二人は、どれほど腕を上げているのか……。

「訓練でしたら、私がお相手しましょうか」

「…………！」

　突然の声にリマは、そちらを振り向いた。今度はなんだ、と思わず突っ込みそうになったほど、次々に事態が急変していく。

　ゆっくりと歩いてくるのは、ポニーテールにした黒髪、羽織に似ただぼっとした上着、それに膝ひざ丈たけの白いスカートという服装の、凛りんとした美少女だ。

「ソーシャ……」

　セフィがぼそりと言った。

　リマは顔を見たことはなかったが、あの黒髪の剣けん士しが七しち剣けんの一人──天てん剣けんソーシャらしい。

　天剣ソーシャは、腰に提げていた長剣をすらりと抜き放った──が、その剣は柄つかと鍔つばだけで刀身がなかった。

　七剣の一人ともあろう者が、なんの戯たわむれだろうか……。

　リマが訝いぶかしんだそのとき──

「…………っ！」

　ソーシャの全身から強烈な『光コウ』の波動が放たれてくる。ソーディが体内に秘めている不可視の強大なエネルギー、『光』。七しち剣けんともなれば、『光』だけで敵を圧倒し、金縛りにしてしまうこともできる。

　ここには、凶暴なエイジンも政府に反逆するブレイズもいない。

　なぜ、ソーシャは戦闘態勢に入ったのか──リマには理解が追いつかなかった。

「リマ、悪わりぃけど手当てはあとだ。俺おれ、最近モテすぎて困ってんだよな」

　クロウはニヤつきながら、収めていた剣を抜いた。

　彼は、天てん剣けんソーシャに立ち向かうつもりらしい。この人間の剣けん士しが強いことはリマも身にしみて知っている。

　しかし、七剣の一人、天才と讃たたえられるソーシャと戦うなど──

　それでも、クロウの目に迷いのかけらもなかった。知らないうちに、セフィだけでなくクロウも大きく変わったらしい。

　リマは充分に強くなったつもりだったが、クロウとセフィにはまだはるか後方に置いていかれていることに気づいた。







　厄介だな、また天剣とやり合うハメになるとは──

　クロウは一瞬だけ苦笑いして、右手の剣を強く握りながらソーシャに近づいていく。

「おや、それは大だい剣けん聖せいの剣ですか？　拵こしらえを変えたのですね」

「白木の柄つかでも充分使いやすかったけど、やっぱ俺には日本刀のほうが合ってるからな」

　クロウが握っている剣の名は、〝ルシェ〟。

　七十年前の大戦で活躍し、六十年もの長きに亘わたって剣聖の座にあり続けた偉大な剣士、大剣聖ジルンシェード──彼女の愛称である〝ルシェ〟から取った名前だ。

　大剣聖から見れば、クロウは孫弟子にあたる。さらに、クロウの両親は大剣聖と深い縁があり、祖母と孫のようなものでもあるのだ。

　ルシェはその大剣聖がみずから打ち、鍛え上げた剣だ。宿敵との最後の戦いで使った剣でもある。片刃で反りがあり、日本刀によく似ている。

　クロウは柄や鍔つば、鞘さやを日本刀のものに取り替え、愛用している。柄は手に吸いつくように馴な染じみ、もはや身体からだの一部といってもいいくらいだ。

「いい剣ですね。刃が濡ぬれたように美しい」

「そういうあんたの剣も、何度見ても──いや、正確にはまだ一度も見てねぇな」

　クロウは、ソーシャが左手一本で構えている剣に視線を向けて苦笑する。

　ソーシャが持つ剣は閃影絶晶刀ハイデイング・ソウル。ソーディアの古い金属で打たれたという希少な剣だ。

　その刃は、曇りなき心の持ち主が握れば透明と化すという。さらに、触れただけで斬きれてしまうような恐ろしいほどの斬れ味を持つ。

　クロウは、既にその斬れ味を自分の身体で味わっている。

「そろそろ、閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルもあなたの首の感触を味わいたがってますよ」

「俺おれに触っていいのは、可愛かわいい女の子だけだ。いくらいい剣でも、俺へのお触りは許可できねぇな」

「なにをお高くとまっているんですか、このセクハラ男は」

　ソーシャはクロウをぎらりと睨にらむと、閃影絶晶刀を一振りした。

「クロウさん、そろそろあなたとの戯ざれ言ごとめいた会話も飽きてきましたよ。二ヶか月げつ前は逃がしてしまいましたが──今日きようは逃がしません」

　そう、二ヶ月前の自然公園での戦いは空の扉が開放された後、うやむやになっている。

　エイジンが大量に現れ、扉の真下は大混乱に陥おちいった。

　クロウは混乱に乗じ、セフィたちを連れて逃げ出したのだ。

「そりゃ怖こえぇ。つーか、ソーシャ。あんた、あっちに行ってなかったんだな」

　クロウは、上空の空の扉を指差した。まだ扉からは黄金の光が差してきている。

「あの光を通れば、ソーディアに行けるはずだ。あんたが普通に生きられる場所だ」

　天てん剣けんソーシャは、生まれつきの体質のせいで地球の大気に適応できない。体質に合わない空気を吸い続けたため、肺を病んでしまっており、もう余命は長くないそうだ。

　だが、ソーディの故郷──ソーディアの大気の下ならば問題なく生きられる。

　ソーシャは、あるいはこの世の誰だれよりも空の扉の開放を望んでいたのかもしれない。

「ええ、もう何度も空の扉は開いてる。ソーディアに行くチャンスはあったでしょう。ただ……我ながら情けないですが、ここ二ヶ月はほとんど寝たきりでしてね」

　ソーシャは、少しだけ苦笑いする。

「ちょっ、ソーシャ……大丈夫なの？」

「ありがとうございます、姫君。でもご安心を、もうしばらくは死にません」

　黙っていたセフィが慌てた様子で口を挟んできて、ソーシャがにこやかに答える。

　セフィは、ソーシャに剣を学んだことがあるのだ。正式な師弟ではなかったが、今のセフィが多少なりとも扉の巫み女この力を使えているのは、ソーシャの指導の成果が大きい。

　心優しいセフィは、ソーシャの病状を心から心配しているようだ。

「これでも、七しち剣けんの一人です。自分の残った命がどれくらいかわかっています。それで、ですね……自分の余命から計算してみて、ふと思ったんですよ」

　ソーシャは、閃影絶晶刀の切っ先をクロウに突きつける。いや、刀身は見えないので想像だが。

「クロウさん、あなたとまだ決着がついてない。あなたと戦ってからでもソーディア行きは間に合う。二ヶ月前の傷はお互い癒いえたでしょう。これで対等に戦えますね」

「ソーディアに行けば、健全な身体からだがすぐに手に入るのによ。俺との決着を優先してくれるとは光栄だな」

「私は剣けん士しであることより生きることを選んだつもりでした。でも……意外なことに、まだ剣士としての誇りが残っていたようです」

　ソーシャは、にこりと微笑ほほえんだ。彼女がこんな笑え顔がおをクロウに向けたのは初めてかもしれない。

「ふふ、復帰してすぐに会えるとは幸運ですよ。ではクロウさん、あらためてお手合わせ願えますか？」

「はっ、病み上がりでまだ本調子じゃねぇのか？　あんたらしく、いきなりかかってくりゃいいじゃねぇか」

　クロウも笑いながら言った。ソーシャは男や人間を見下しているところがあったが、クロウは剣けん士しとして認められているようだ。

　剣士と剣士の戦い──ならば、断る理由など一つもない。

「それもそうですね。では、お言葉に甘えて──」

　ソーシャが左手一本で剣を突き出した構えのまま、滑るように踏み込んでくる。

　クロウはルシェでその突きを弾はじき、受け流す。

　古流コリユウ──ソーディ独特の斬ざん気きを読み、一撃で分厚い鉄のかたまりをも両断するような豪剣を、威力をゼロにして受け流す技だ。

「さすが、やりますね！」

「これからさ！」

　クロウはソーシャに答え、今度はこちらから仕掛ける。

　古流の攻撃は殺気も予備動作も一切なく放たれる。さらに、上段かと思えば下段、右からかと思えば左から、さらに斬ざん撃げきの速度まで調節した変幻自在の剣なのだ。

「…………っ！」

　頸けい部ぶを狙ねらったクロウの一撃を、ソーシャは上半身を反らすだけでかわした。

　クロウとソーシャは示し合わせたように交互に一撃を繰り出し、かわされ、それを数回繰り返す。

　クロウのルシェと、ソーシャの閃影絶晶刀ハイデイング・ソウル、二本の名剣が火花を散らし、甲高い音を響かせて交錯する。

　そして──

「相変わらずおかしな剣を使う人ですね」

「そっちこそ。剣は正統派のくせに見えない刀身と左利きとか、マジで面倒くせぇ」

　クロウは、にやりと笑う。古流は攻撃の威力をゼロにして受け流すが、ソーシャのようなクセのある剣はさばきづらい。腕には、じーんと痺しびれるような痛みが走っている。

「ですが、そろそろ本気になったほうがいいのでは？　別に私、あなたが手加減していようが遠慮なく斬きりますよ？」

「……そっちこそ、全然本気じゃねぇだろ。あんたとは何度もやり合ったからな。腕前はもうよーくわかってるさ」

「さっき言ったとおり、まだ病み上がりなので。準備運動が必要なんですよ。でも、そろそろ──身体からだもあたたまってきました」

　ソーシャは、ぐぐっと両膝ひざを沈める。

「…………！」

　彼女の全身から強烈な『光コウ』が放たれてくる。並の人間だったら、ソーシャの前に立っているだけで気を失いそうなほど強烈な波動だ。

「いきなりすげーやる気じゃねぇか。お得意の反則殺法は使わねぇのか？」

　ソーシャは正統派の剣けん士しでありながら、ソーディが禁じ手とする目つぶしや、暗器のような隠し武器まで使うのだ。

「クロウさんがダーティな戦法に慣れてるのは本当のようですからね。細かい芸を見せるより、一気に終わりにしたほうがいいでしょう」

「ホント、怖こえぇ女だよ……」

　ソーシャはさらに深く身体からだを沈め、両腕と腰をぐぐっとねじり始める。ソーディといえども人体の構造は人間と同じだが、明らかにありえない角度、方向に関節が曲がっている。

　両手で握った閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルからも、強烈な『光』が放たれてくる。ソーディがみずからの『光』を剣に込める〝光こう刃じん〟を使っているのだろう。剣が淡く白い輝きに包まれるはずだが、閃影絶晶刀は光刃の輝きをも透明にしてしまうらしい。

「では、参ります──」

　いきなり、ソーシャが動いた。鋭く剣を突き出しながら、ねじ曲がっていた腰と両腕を高速で回転させる。ゴオオオッと閃影絶晶刀の刃が空気を巻き込み、竜巻のような不気味な重い音が響く。

「天てん爆ばく撃げき砕さい弾だん──！」

　剣を高速回転させながらの、稲妻よりも速い突き──それがソーシャの奥義である。

　クロウは、二ヶか月げつ前の戦いでもこの奥義を受けている。

「光こう身しん──！」

　クロウは、人間がわずかに持っている『光』を無む理り矢や理りに引っ張り出し、全身に巡らせて身体能力を向上させる〝光身〟を発動させる。

　続いて、ルシェを閃影絶晶刀にぶつけるように──何度も叩たたきつける。

　花散乱撃カサンランゲキ──本来は、複数の相手の剣を同時にさばく古流コリユウの技である。古流の剣を同時に幾いく閃せんも放ち、最強クラスのソーディの奥義をも受け流す。

　だが──

「くっ……！」

　天てん剣けんソーシャの奥義ともなれば、花散乱撃だけではかわしきれない。以前に天爆撃砕弾を受けたときは、さらに奥義の九きゆう天てん聖せい斬ざんをぶつけてもなお、威力を殺しきれずに大きなダメージを受けてしまった。

　むろん、クロウは以前の失敗から学んでいる。学んだところで対処できないのが、七しち剣けんクラスの奥義であるが──

「こっちも負けてらんねぇんでな！」

　クロウは、腰の後ろに差したもう一本の剣、舞まい姫ひめを引き抜きつつ、踊るようにステップする。

「花散乱撃カサンランゲキ──円えん舞ぶ！」

　舞姫の元の持ち主であった剣けん将しようマナカは、踊るような美しい剣技の使い手だった。

　クロウはそれにならい、花散乱撃にステップを加えることでさらに追撃を繰り出す技として改良したのだ。

「なっ──！」

　ソーシャが驚きよう愕がくに目を見開く。

　クロウのルシェと、ソーシャの閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルが激しくぶつかり、周囲をまぶしく照らすほどの激しい火花が飛び散った。

　ソーシャの突きが大きく逸それていく。

　クロウは、そのときには既に次の動きに入っていた。

「無想ムソウ」

　クロウは小さくつぶやくと、みずからの意識を沈めていく。自分の存在すらも消してしまう──無になることで、自分も相手も気づかないうちに斬きってしまう。

　それが、古流コリユウの先にある極めた剣技──無想なのだ。

　そして──

「あなたは……！」

　クロウは一瞬のうちにソーシャに肉薄し、ルシェを振り下ろしていた。

　あらゆる動きの無駄をなくし、最速最短で斬ざん撃げきを加える。偉大なる剣けん士し、大だい剣けん聖せいが年齢による衰えをカバーするために編み出した技術──瞬しゆん絶ぜつの法だ。

　無想と組み合わせることで、敵は剣を振られたことすら認識できずに斬られる──

「…………！」

「……っと、危ねぇな」

　クロウが振るったルシェの刃は、ソーシャの首に数ミリ食い込んだところで止まっている。

　無想を使っている間は、クロウはみずからの肉体をコントロールできない。ほぼ自動的に防御し、敵に攻撃を加える。それが、無になるということなのだ。

　最初は意識すら完全に消失していたが、今は現状認識くらいはできる。無想の解除も任意のタイミングで可能だ。

　しかし、それでも完全な制御は無理だ。今のように、剣を止めたいと意識してからごくわずかな間が空いてしまう。

「……なんのつもりですか、クロウさん？」

　ソーシャは冷たい声で言った。彼女の細い首から、つうっと血が流れる。

「無想に瞬絶の法。二ヶか月げつ前よりはるかに研ぎ澄まされている。残念ながら、私にはかわせませんでした」

「そうだな、たぶん俺おれは強くなった。もう七しち剣けんにも負けねぇ……けど」

　負けないからといって、七剣クラスに必ず勝てるということはない。いくらクロウの剣が成長したといっても、あまりにあっさり勝てすぎた。

「病み上がりっつったな。あんた、やっぱりまだ本調子じゃねぇだろう。少し回復したからって焦って出てきたんじゃねぇか？」

「……あなたといつ会えるかわかりませんからね。それに、敵の多いクロウさんのことです。あまり長く放ほうっておくと横取りされるかもしれません」

「俺の命、大人気だなあ……」

　クロウはハハハと乾いた笑いを漏らす。ちっとも嬉うれしくなかった。

「でも！」

「っと！」

　クロウは、素早く後ろに跳んだ。閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルの切っ先がかすり、前髪がわずかに散った。

「私は命を懸けてここにいます。剣を振るうときはいつだって命懸けです。不幸自慢はしません。ですが、こういう身体からだです。どれだけ腕に覚えがあっても、いつ死んでもおかしくなかった。だからこそ、真剣勝負を汚されては──黙っていられない！」

「あんたは、いつだって黙っちゃいねぇだろ……けど、悪かった。でも、俺にも言わせてもらえば、本調子じゃねぇソーシャを斬きりたくはねぇんだよ」

「なにを……」

「ソーシャがそういう真剣な奴やつだから、こっちも本気をぶつけたいんだよ。俺が──剣神になるためにもな」

「……戯ざれ言ごとです。あなたはそんなことを言って、私に情けを──ごほっ、ごほっ！」

　突然、ソーシャが激しく咳せき込こみ始めた。彼女は素早く口元を手で押さえたが、指の隙すき間まから止めどなく血が溢あふれてきている。

「やっぱり、まだ動ける状態じゃなかったんだろ。奥義まで使って、無む茶ちやをしすぎなんだよ、ソーシャ」

「ごほっ、ごほっ……あ、あなたにだけは……無茶と言われたくありません……」

「ソーシャ……もういいの」

　ふらり、とセフィがクロウとソーシャの間に割り込んできた。そのまま、ソーシャのほうへと歩み寄り、天てん剣けんの身体を抱きしめる。

「姫君……？」

「あんたがロウを斬りたいなら、それでもいい。どっちにも死んでほしくないけど、真剣勝負を止めることはできないわ。けど……死に急ぐようなことはしないで」

「死にたくは……ないですよ。ご存じのとおり、私は生き汚いですから……」

「誇りのために戦う剣けん士しが汚いわけないでしょ」

　セフィは、ソーシャの顔をぎゅっと自分の胸に押しつけるようにしている。彼女が吐いた血で制服が汚れるのもまるで気にしていない。

「いいのよ、ソーシャ。あなたはもう少し休んでいて……」

「こんな柔らかい胸を押しつけられながら言われたら……逆らえませんね……」

　ソーシャは、力なく笑いながら言って、セフィの胸に顔を埋める。

　クロウはセフィの胸を巡ってソーシャとくだらない口くち喧げん嘩かをするような仲だったが、さすがに今はチャチャを入れなかった。

　ああ、そうか──とクロウはふと気づいた。

　ソーシャはクロウの命だけでなく、空の扉を開ける日ひ奈な子この身も狙ねらっている。斬きっておかなければ後で後悔するかもしれない。それでも、剣を止めたのは──

　自分の意に沿わない肉体改造によって、逆に弱体化してしまった剣けん士しを斬ってしまったことがあったからだ。剣けん帝ていと呼ばれた、誇り高き剣士──

　ソーシャもまた自分にはどうにもならないことで、弱っている。

　そんな彼女を──クロウは斬りたくなかったのだ。







　東京ソーディアの北東、最外縁部アウターエリアと呼ばれる地域に、その村はあった。

　太陽の乙おと女めの里──

　七十年前に空の扉を開いた太陽の乙女の故郷で、彼女の一族が住んでいた。

　もう何十年も前に廃村となり、人っ子一人住んでいない。

「異常……なさそうだな」

「まあ、異常が起きたらこの村なんて吹き飛んでるでしょうね」

「あいつ、手加減知らねぇからなあ」

　クロウは、雑草だらけの村道をセフィと並んで歩いている。

　ソーシャのことは、リマに頼んできた。セフィ曰いわく、リマは世話焼きタイプなので、任せて心配ないらしい。

　クロウとセフィは、現在この村に潜伏している。

　井戸から綺き麗れいな水が汲くめるが、電気は通っておらず、生活するには不自由だ。だが、そう文句も言っていられない。

　クロウはソーディ政府のトップ、四よん将しようの後継者にしてセフィの姉であるシルフィに存在を危険視され、お尋ね者の身となっているのだ。

　正直なところ、クロウはもう政府に居場所がバレているのではと疑っている。

　とはいえ、ソーディ政府も今は空の扉とエイジン対策で手一杯なはずだ。シルフィもクロウが政府に積極的に害をなすつもりがないことはわかっているだろう。

　どちらかといえば、クロウも今は政府に協力したいくらいだった。空の扉を閉じ、エイジンの侵攻を止めなければならない。

　もっとも、すぐに扉を閉じられない理由もあるのだが──

「あたし、ちょっと温泉行ってくるわ」

「ああ、じゃあ俺おれも一緒に」

「来るな！」

　クロウのさりげない提案は、怒声で一いつ蹴しゆうされた。

　セフィは、つかつかと早足で歩き去ってしまう。村には、天然の温泉があるのだ。戦闘での汗を流したいのだろう。

「まあ、覗のぞくのはいつでもできるからいいとして……」

　とりあえず家に戻ろうか、と決めたときに、ほんの数十メートル先で金色の光が輝いた。

　空の扉からの光とまったく同じ色だったが──クロウは焦らず、そちらへ向かう。

　廃屋となった家々の間を抜け、開けた場所に朱塗りの小さな社やしろがあった。その建物も朽ちかけているが、不思議と朱色はつい最近塗られたかのように鮮やかな色をしている。

「日ひ奈な子こ」

　社の前に立っていた少女──桜さくら井い日奈子に、クロウは声をかけた。

　彼女は艶つややかな黒髪を長く伸ばし、青いシスター服を着ている。

「ああ、クロー。おかえりなさいなのです」

「ただいま。また訓練してたのか。あんま無理はすんなよ」

「大丈夫なのです。意外と頑丈みたいです、わたし」

　日奈子は、にこっとクロウに微笑ほほえみかける。表情に乏しい少女だったが、この二ヶか月げつほどはよく笑うようになっている。

　二ヶ月前、日奈子は実の姉であり、太たい陽よう教きようの教祖でもあった桜井美み月つきの策略で空の扉を開くことになってしまった。その際に力を使い果たし、しばらく寝込んでいた。

　太陽の乙おと女めの能力は、日奈子の身体からだには負担が大きすぎるのだ。

　今はかなり回復しているものの──クロウは、日奈子にこれ以上無理をさせたくなかった。

「それに最近、いい感じに能力を使えるようになってきたのです」

「アバウトだな……」

　日奈子は太陽の乙女という特殊な存在でありながら、なにも訓練を受けていない。それでも太陽の乙女だけが使える術を、ほぼ無意識に何度となく使ってきた。

　このところ、日奈子は意識的に術を操れるように訓練しているのだ。

「明あか里りからもらったノートもありますし」

　日奈子は、社の短い階段に置いてあったノートを取り上げる。

　そのノートは、ずいぶんと古いものだった。先代の太陽の乙女が残したものらしい。

　太陽の乙女が使える術についてのメモが書き込まれている。

「字は読みづらいし、なにを書いてるのかわからないところもありますが……太陽の乙女の術は、イメージすることが大事、らしいのです」

「それもアバウトな話だけど……」

　なにもわからないよりマシではある。

　ノートは、太たい陽よう教きようのシスターでありクロウの幼なじみでもある木き戸ど明あか里りが届けてくれた。

　明里は今、太陽教の本部にいる。教祖の美み月つきが死亡したあと、明里の父であり教団の幹部だった木戸祐ゆう司じが教徒たちを束ねているのだ。

　明里と行動をともにしていたサイボーグ少女、スノウホワイトが〝強制停止プログラム〟の不具合によって記憶を失ってしまった。強制停止はすぐに解除されたものの、スノウホワイトはなにも覚えておらず、戦闘能力も失ってしまっていた。

　足手まといになるからと、明里は父を頼って教団に戻り──その父が、どういう理由か美月からノートを託されていたらしい。それが、日ひ奈な子この手に渡ったというわけだ。

「でも、イメージで術はかなり変わります。昨日きのうは、ウィニアを鳴めい弦げんで身動きできなくして、くすぐって遊んだのです」

「おまえ、術を悪用すんなよ」

　訓練しているのか、遊んでいるのか。

「つーか、なんで俺おれも交ぜない！　俺もくすぐりたかった！」

「クローが参加したら、愛あい撫ぶになってしまうのです。ウィニアがせつなくておねだりを始めてしまうのです」

「おまえは、また妙な知識をつけてるな……」

　日奈子は生まれてから十五年間、太陽教の施設内で一歩も外に出ることなく育ってきたのだ。男女のことなどなにも知らなかったはずだ。

　それが今や、すっかり世俗にまみれている……。

「ん？　クローもケガしてませんか？　エイジンにやられたのですか？」

「鋭いな……」

　クロウは思わず呆あきれた。見てすぐにわかる負傷はしていないはずだ。

　花散乱撃カサンランゲキで受け流したとはいえ、ソーシャの奥義はかわしても衝撃波で少なからぬダメージを受ける。全身に鈍にぶい痛みが走っている。

「ちょっと面倒な奴やつと会っちまってな。せっかく、二ヶか月げつ前の傷も全部綺き麗れいに治ったってのに。でもまあ、たいしたことはねぇよ」

「そうですか……わたしは、もう少し練習を続けます」

「だから、あんまり無理は……」

「空の扉は閉じなくてはいけないのです。でも、術を使って失敗したらまた体力の回復に時間がかかってしまいます。だから、一回で必ず成功させなければいけないのです」

　日奈子は、空の扉を開いてしまったことを悔やんでいるのだ。

　責任を感じ、扉を閉じるために自分のすべてを懸けようとしている。

「クロー、一人にしてもらえますか？」

「……ああ」

　クロウは、少しためらってから頷うなずいた。

　日奈子は、桜さくら井い美月の死を見てしまっている。両親に続いて、家族を二度も目の前で失ったのだ。桜さくら井い美み月つきは、太たい陽よう教きようの教義のために実の妹も利用しようとするような少女だったが、最後にはわずかに姉らしいところも見せた。

　おそらく、日ひ奈な子このショックは小さくはなかったはずだ──

　最近の日奈子は、少し大人びたようにも見える。

　彼女はこの二ヶか月げつの間に、誕生日を迎えて十六歳になっている。だがもちろん、年齢が一つ増えたからではないだろう。

　この春から数ヶ月続いた過酷な体験が──立て続けだった肉親の死が彼女を変えてしまったのだろうか。

　どうにもクロウは、日奈子が儚はかなく見えて仕方がない。

「…………」

　日奈子が小さく息を吐いたのと同時に、彼女の身体からだが金色の淡い光を放つ。

　間違いなく、日奈子はみずからの内に眠る力を目覚めさせている。

　東京ソーディアの混乱を収めるために、彼女の力は必要だ。だが、そのために日奈子の命が犠牲になるようなら──クロウはどんな手を使っても止めるつもりだ。

　日奈子の命に代えられるものなどない。あってたまるものか。







　クロウたちが寝起きしているのは、村長の家である。

　他の家よりもつくりが立派で、太陽教が隠かくれ家がとして使っていたらしく、手入れがされ、かなり古い建物だがまだしっかりしている。

　他の家は相当にボロいので、クロウたちはありがたくここを使わせてもらっている。

　クロウは玄関の引き戸を開けると、靴を脱いで家に上がった。とりあえず水でも飲もうと、台所に向かうと──

「あーっ、おかえりクロちゃん！」

「ただいま」

　台所には、エプロン姿のリンネがいた。ピンク色の髪をちょこんと二つに結び、羽の形をしたピンをつけている。

　リンネは足取りも軽く、駆け寄ってきた。まるで、主人をお迎えする犬のようだ。

「なんだ、リンネ。もうメシの支度してたのか？　まだ早いだろ」

　時刻は午後四時前だ。いくらなんでも、夕食をつくるには早すぎる。

「クロちゃんたち、小腹が空すいてるんじゃないかと思って。簡単につくれるものを用意してあったんだよ。いいタイミングだったね」

「そりゃ気が利くな」

　流しの横に置かれた皿の上に、おにぎりが六個並んでいる。握ったばかりのようで、ほかほかと湯気が上がっている。

「昨日きのう、補給があったし。剣けん仙せん衆しゆうの里でつくってるお米、美お味いしいよね」

「あの里の連中、暇だからな。目一杯手間をかけてつくってんだよ」

　潜伏中のクロウたちは、引退した剣けん士したちの村──剣けん仙せん衆しゆうの里からの援助を受けている。

　主に食料や日用品などの物資だ。剣仙衆の里の長おさでもあった大だい剣けん聖せいが、生前にクロウへの援助を命じてあり、里の者たちが定期的に物資を届けてくれている。

　クロウの日本刀の拵こしらえも、大剣聖が職人に発注してあったものを、剣仙衆の里の者が届けてくれたのだ。

　大剣聖はクロウを孫のようなもの、と言いつつ厳しい態度を崩さなかったが、意外と甘いところもあったらしい。クロウには、本当にありがたいことだった。

「あ、そうだ。セフィは温泉行ったから、あいつが戻って来たら──」

「えっ、セフィちゃんお風呂!?　それはまずい、早く覗のぞきに行かないと！」

「待て、俺おれならともかく、なんでリンネが覗きたがるんだよ！」

「クロちゃんと天てん剣けんさんだけじゃなくて、ボクもセフィちゃんのおっぱい争奪戦には参加してるもん！」

「そんなもん開催されてねぇ！」

　セフィの胸はとっくにクロウのものだから、あり得ないことなのだ。

「まったく……いいからメシをつくっててくれ」

「ちぇっ。わかったよ」

　リンネは、くるりとクロウに背を向けて──

「ぶっ!?」

「ん？」

「リ、リンネ、その格好は……？」

　クロウは、背中を向けるリンネを指差した。

「見てのとおりの裸エプロンだよ！」

　リンネはわざわざ、くるくると回転してみせる。

　彼女の真っ白でつるりとした背中と、まろやかな曲線を描くお尻しりが丸見えだった。

「どう？　可愛かわいくない？」

　リンネは、小首を傾かしげてわずかに身体からだをひねった。

　エプロンの脇わきから、ぷるんと柔らかそうな胸が半分近く見えてしまっている。

「水着エプロンは前にセフィちゃんがやったから、ボクは裸で！」

「なにに対抗してんだよ……」

「と言いつつ、このイケナイお手々はなにかな……？」

　リンネが、じとっとした目を向けてくる。

　クロウはすっとリンネに近づき、後ろからエプロンの脇に片手を差し入れ、直接胸を揉もんでいた。しかも、もう一方の手はお尻を撫なでている。

「な、なぜだ……俺の手が勝手に……」

「いや、小芝居とかいいから……はぅんっ」

　リンネが呆あきれて言い、突然可愛かわいらしい悲鳴を上げた。

「ちょっ、クロちゃん……！　も、揉もみすぎ……！」

　クロウは身をよじろうとするリンネにかまわず、ひたすら彼女の胸を揉み、お尻しりを撫なで回まわす。

　まるで手に吸いつくような滑らかな肌、ぷにぷにと弾力のある胸、丸く柔らかなお尻。

　特に胸の感触が素晴らしい。セフィや日ひ奈な子こほど大きくはないが、形がよく、手のひらに収まるサイズが揉むにはちょうどいい。

　いくら触っていても、飽きることがない。いつまでもこうしていたい。

「あっ、んんっ……クロちゃんっ……！　ま、待って、ここじゃダメっ……！」

「ダメと言われても」

　そもそも裸エプロンなどという危険な格好で現れたのはリンネだ。

「日奈子ひーちゃんとか来るかもしれない、からっ……！　せめてボクのお部へ屋やで……！」

「見られると、それはそれで燃えるなあ」

「変態だーっ！　ここに変態がいるよっ！」

「裸エプロンの人に言われたくねぇぞ」

「ごもっともだ！」

　リンネはバカなことを言いつつも、短いあえぎ声を繰り返している。その甘い声に、クロウはさらに興奮してしまう。













「で、でもダメっ、ホントにダメだったら……！」

　リンネは強引にクロウの腕から逃れる。彼女はソーディの中でも戦闘的な部族、ブレイズだ。彼女がその気になれば、逃げるのは簡単なのだ。

「ちぇっ、あと二、三時間は揉もみ続けたかったのに……」

「そんなに揉まれたら、ボクがせつなくておねだりしちゃうよ！」

「……日ひ奈な子こに妙なこと吹き込んでるのはおまえか」

「はっ!?」

　クロウがじろりと睨にらむと、リンネはわざとらしくぴょんと飛び跳ねた。

「な、なぜその事実を……だって、ボクとひーちゃん、お留守番多いんだもん。自然といろんなお話をね」

「……あんまバカなこと教えんなよ。それで、今日きようはもう一人お留守番がいたよな。あいつ、どうした？」

「あー、ウィニアニアちゃんはまだ訓練中じゃないかな。さっきまで、ボクが付き合わされてたんだよ。いやー、ニアちゃんどんどん強くなってるね。本気でやり合ったら、今のボクじゃかなわないかも」

「そうか……」

　リンネは今──〝死し剣けん使つかい〟としての能力を失っている。

　ブレイズという戦闘に長たけた種族の中でも特に優れた最強の三人。それが死剣使いだ。

　だが、リンネは女王が生死不明な状態で、女王の敵でもあるクロウを救うために戦い、さらに同じ死剣使いである〝八やツ首くびの蛇〟を倒してしまった。

　それは、生まれついて強大な力を持つ代償に女王にすべてを捧ささげる死剣使いとしては、大きな禁忌タブーだったらしい。

　リンネは、禁忌を犯した代償に、重傷をも即座に治癒してしまう回復能力と、〝秘法〟と呼ばれる死剣使いだけが持つ特殊能力を失ってしまった。

　リンネの秘法は、ランダムに数ヶか月げつ以内の未来、あるいは一瞬先の未来を視みる能力だ。

　特に後者は、戦闘で敵の攻撃を確実に読むことも可能とする。それを失ったことでリンネの戦闘能力は激減したのだ。

「でも、女の子はか弱いくらいが可愛かわいいよね！」

　リンネは、ばちーんとウィンクしてくる。

「いやいや、全然か弱くねぇだろ。今でも充分、七しち剣けんとやり合えるくらいだろ」

　ブレイズとしての基本的な身体能力や剣技まで失われたわけではない。

　実際、リンネは二ヶ月前の戦いで天てん剣けんソーシャに胸を刺されているが、ブレイズの強い回復能力でとっくに治っている。

　クロウも以前に本気でリンネとやり合って、彼女の強さは身をもって知っている。無想ムソウを極めつつあるクロウでも、確実に勝てる保証などない。

「そっかー。それじゃ中途半端だなー。いっそ剣を捨てて、花嫁修業でも」

「花嫁は裸エプロンはしねぇよ。ん？　嫁ならやるのか？」

「フツーのお嫁さんはしないんじゃないかな。クロちゃんのお嫁さんは、やらされるだろうけど」

「大変だな、俺おれの嫁は……と、これもらうぞ」

　クロウは言って、おにぎりを一つ手に取った。素早く口に放ほうり込む。

「ん、美う味まい。リンネ、腕を上げたな」

「ありがと。セフィちゃんのほうがまだ上うわ手てだけどね。でも、セフィちゃんは剣のほうに集中したいみたいだから」

「あいつ、今日きようはエイジンを一刀両断にしてたぞ。扉の巫み女この力を一瞬だけ爆発させる戦法も、だいぶサマになってきたな」

　そう、さっきエイジンを斬きったときに見せたセフィの剣術。

　彼女は負担の大きい扉の巫女の力を、一瞬だけ解放する戦い方を身につけているのだ。そうすることで肉体への負荷と体力の消耗を大幅に減らせる。

　セフィ自身がずっと恐れてきた力も一度受け入れてしまえば、使いこなせるようになるまでそう時間はかからなかった。

「へー、もうそこまで。ヤバイね、セフィちゃんにも追い抜かれちゃう。もう家事とエロでしか役に立てないね。次は、裸エプロンを超えてみせる！」

「いいぞ、もっとやれ」

「さすがクロちゃん、草食系なんて言葉とは無縁だ！」

「それでこそ俺──」

　ドオンッ、と唐突に重々しい爆発音が響く。家が揺れ、台所のテーブルがぎしぎしと音を立てた。

「……またやったな、あいつ」

「……だね。今度はどこのお家うちが吹っ飛んだかな」

「ちょっと見てくる……見るだけじゃ済まねぇだろうけど」

「いってらー」

　リンネの笑え顔がおに見送られ、クロウは台所を出て行く。

　廊下を歩きながら、クロウはリンネの笑顔が少しだけ気になった。彼女は困ったときでも笑ってしまうような女の子だ。

　死し剣けん使つかいとしての能力を失い、女王リーゼベルの生死も不明。

　おそらく、リンネはひどく不安定な状態のままだ。クロウにできるのは、家事だろうが裸エプロンだろうが、彼女の好きにさせてやるくらいだ。

　リンネが本当の笑顔を見せてくれるには、どうすればいいのか。

　あるいは、クロウがこの二ヶか月げつでもっとも頭を悩ませていることかもしれない。







　予想どおり、村長の村から数十メートル離れたところにある小さな一軒家が派手に吹き飛んでいた。

　そして、そこには一人の少女の姿があった。

　ふわふわした金色の髪を二つのお下げにして、白いカチューシャをつけている。ノースリーブのチュニックに、首にマフラー、腰にはベルト。

　胸元はやや大胆に開いており、豊かなふくらみが圧倒的な谷間をつくっている。

　右手に握っているのは巨大な鎌かまの形をした剣──愛剣の〝ディースシーズ〟だ。

　四ヶか月げつほど前の夏頃、開いた空の扉を通ってソーディアから地球に来たソーディ。

　ソーディアでは剣けん聖せいに選ばれたほどの達人、ウィニアだ。

　紆う余よ曲きよく折せつあって、今はクロウの弟子ということになっている。

「あ、クロウ様。おかえり、でしたか」

　ウィニアはまだこちらの言葉はカタコトだ。もっとも、ごくまれに異常に饒じよう舌ぜつになるので、本当はぺらぺらなのではないかとクロウは疑っている。

「ウィニア、訓練はいいけど、あまり派手に──」

「それでは、参ります」

「え」

　ウィニアがいきなり動いた。身体からだを沈めつつディースシーズを下から突き上げるようにして振るう。

　クロウはすぐさま抜刀し、ルシェでディースシーズを受け流す。

「いきなり来んなよ、びっくりするだろ！」

「驚く前、無想ムソウしないと、死です」

　ウィニアは剣を振り続けながら言った。巨大なディースシーズを、まるでナイフのように軽々と振り回している。嵐を起こすかのようなダイナミックな立ち回りでありながら、太た刀ち筋すじにはわずかな乱れもない。

　エイジンに蹂じゆう躙りんされるソーディアで最強の剣聖に選ばれたのは伊だ達てではない。ウィニアは止まることなく剣を振り、クロウは防御するのが精一杯だった。ルシェとディースシーズがぶつかり、派手に火花が散る。

　ウィニアの攻撃は斬ざん気きに満ち、手数が多いが、一つ一つの攻撃の重さは充分。中型エイジンすら一刀で仕留めるほどの威力を持っているのだ。

「ちょっ、おい！　ウィニア！」

「私、弟子です！　稽けい古こ、つけてもらいます！」

「強引な弟子だな……」

　クロウは、古流コリユウでウィニアの重々しい攻撃を受け流しながら──

　すうっ、と意識を心の奥底へと沈めていく。一瞬もかからずに無になり、無意識のままでウィニアのディースシーズを大きく弾はじき、鋭く踏み込んで──

「ふわっ！」

　下から振り上げたルシェの切っ先が、ウィニアのチュニックの胸元を斬きり裂いた。ちょうど真ん中、服の生地だけを斬り、肌にはかすり傷一つつけていない。

　胸元がぱっと開き、豊かなふくらみがかなり際どいところまであらわになる。

「……いい加減、下着つけろよ」

　クロウは無想ムソウを解除し、ルシェをぱちりと納刀する。

　ウィニアは、ブラジャーどころかパンツすらつけない。それがソーディアの女性の習慣なのか、ウィニアの個人的なクセなのかは未いまだに不明だ。

「……クロウ様、凄すごいです。無想、無意識で斬るのに、服だけ斬りました」

「毎日おまえが無想を使わせてくれるおかげだよ」

　クロウは、苦笑してしまう。ウィニアが言ったとおり、無想は無意識で攻撃するために手加減が非常に難しい。実戦で手加減する必要などほぼないが、それでも必要になってくる場面はある。

　クロウはウィニアとの修行で、その加減が可能になってきている。ウィニアくらいの実力者ならば、無想を使ったクロウの訓練相手が充分に務まる。ウィニアは弟子ではあるが、どちらが教わっているのかは微妙なところだ。

　さっき、ソーシャの首を斬らずに剣を止められたのもウィニアとの修行の賜たま物ものだ。

「つーかウィニア、胸。胸、見えてんぞ」

「あ、そうでした。でも、いいです。どうせ見せるつもり、でした」

「なんで!?」

　クロウが思わずツッコミを入れたときには、ウィニアはディースシーズの柄つかを地面に突き刺し、飛びついてきていた。

　驚くほど細く柔らかい身体からだの感触が伝わってくる。

「んーっ、ちゅっ」

「…………っ」

　ウィニアはクロウにしがみついて、なんのためらいもなく唇を重ねてきた。

「んんっ、んっ、んんんっ……ちゅっ、んっ、ちゅっ、ちゅっ、んん……ふぁ……」

　たっぷりとむさぼるように唇を重ねてから、ウィニアは顔を離し、熱い吐息を吐いた。

「……い、いきなりなにしてんだ!?」

「驚く、不思議です。もう何回目、わかりません」

「急にやるからだろ！」

　クロウに叱しかられても、ウィニアはにこにこ笑ったままだ。ほとんど剥むき出だしの二つのふくらみが、クロウの胸に押しつけられて潰つぶれている。

「んー、クロウ様、匂いします……」

　ウィニアは、クロウの胸に顔を埋め、ぐりぐりと押しつけてくる。彼女は太陽の乙おと女めの里での修行を始めてから、たまにこうして甘えてくるようになった。

「あのな、ウィニア。何度も言うけど、唐突にこういうのは……」

　クロウは、セクハラは好きだが女の子のほうから攻められると弱い。

「私、出遅れです。こっち来たとき、セフィさんたち、クロウ様と仲良しで、ちゅっちゅしてました。私、たっぷり甘えないと、遅れたままです」

　まったく隠しもせずに、ウィニアは好意を向けてくる。

　彼女がいたソーディアは男性が少なく、ほとんど男と話したこともなかったそうだ。まさか刷り込みではないだろうが、クロウに異様になついてしまっている。

「それに、私……」

「うおっ」

　ウィニアにぐっと押され、クロウは地面に倒れる。完全に彼女にマウントを取られてしまう。

　チュニックの胸元がさらにはだけ、もう胸がほとんど全部見えている。

「クロウ様、剣、たくさん教わりました。ヒョウカ、会うの目的でしたけど、今、クロウ様、会えて、よかった思います。でも……でも……」

「ウィニア……？」

「短い間、でも、私強くなりました。けど、私、強くなるほど……もう……」

「それ以上、言わなくていい」

　クロウは押し倒されたまま片手を伸ばして、ウィニアの頬ほおを撫なでる。つるりとしていてプリンみたいに柔らかかった。

　ウィニアは──故郷に帰らなければならないのだ。彼女には、エイジンに滅ぼされようとしているソーディアを救う使命がある。

　彼女は間違いなく強くなった。そう、ウィニアが強くなればなるほど、帰る日が近づいてくるのだ。

「ありがとう……クロウ様。クロウ様、優しい……私、男の人、優しくされたの、初めてです……大好き、です……」

　ウィニアは屈かがみ込こんで、今度は優しく唇を重ねてくる。

　わずかに、その唇が震えているようだった。

　彼女との別れは避けられない。せめて、その日までできることをしてやろう──

　クロウは、ウィニアと唇を重ねたまま、彼女の華きや奢しやな身体からだをそっと抱きしめた。







　夜も更けると、太陽の乙おと女めの里はひどく冷え込む。

　近くの山々から吹いてくる風は、身体の芯まで凍えるほど冷たい。

　クロウは、寒さに身体を震わせながら、里を一人で歩いている。街灯もなにもないので周りは真っ暗だが、山育ちなので夜目は利く。

　日課になっている見回り中だ。今はソーディ政府がエイジン対策で手一杯だとしても、襲撃の可能性はゼロではない。

　日ひ奈な子こを縛りつけたくないので、村内での行動は自由にさせているが、本当は誰だれかをがっちりボディガードにつけておきたいくらいなのだ。

　もっとも、クロウが心配しすぎてるだけで、実際は見回りもガードも必要ない。特にウィニアとリンネは感覚とカンが異様に優れている。殺意を持った敵が侵入すれば、即座に気づく。

　クロウは、夜道を歩きながら──ふと立ち止まった。

「敵、か……敵か味方かわからないっていうのは、厄介なことだよな」

　そんな独り言をつぶやき、いつもの見回りコースから外れた。

　村の外れにある坂道を登り、小高い丘に着く。そこには、一本の太い棒ぼうのようなものが突き刺さり、花が供えられている。

「よー、ジーネル」

　クロウは、その棒ににっこりと微笑ほほえみかける。

　棒は、七しち剣けんの一人、剣けん王おうジーネルの愛剣──彗星瀑布グレイトフオールの柄つかだ。

　剣王ジーネルは、八やツ首くびの蛇の最大最強の術法──周囲数十キロを吹き飛ばす〝滅びの術法〟を受け止め、被害を最小限に留とどめたものの、彼女自身は消滅してしまった。

　唯一残されたのが、彗星瀑布の柄だった。クロウは、戦場と化した自然公園から逃げ出すときに、これを拾ってきた。

　自由剣けん士し団の団長でもあったジーネルの墓は、立派なものがつくられているだろう。しかし、クロウはそれとは別にここに墓を建てたのだ。

　ジーネルはヒョウカの友人で、クロウは幼い頃から見知っている。クロウのなにが気に入ったのか、妙に可愛かわいがられていたのだ。

　実際、ブレイズとの戦いでも何度かジーネルには助けられてきた。その借りを返さないまま──ジーネルは逝ってしまった。

「そういや、今日きようはソーシャに会ったよ。元気──じゃなさそうだけど、すぐに死にそうにはねぇな、あいつ。七剣は厄介な奴やつらばかりだよ」

　クロウは、ジーネルの墓に話しかける。

「でもなあ、ちょっと嬉うれしいんだ。ソーシャにはえらい目に遭わされたけど……あいつに死んでほしいわけじゃなくて。できれば、もう誰にも死んでほしくないんだよ」

　二ヶか月げつ前の戦いだけでも大だい剣けん聖せいとジーネルだけではなく、太たい陽よう教きようの戦闘部隊のリーダーであるジョー、日奈子の姉である美み月つき、それに八ツ首の蛇。これだけの者たちが死んだ。

「なあ、ジーネル。俺おれは死んじまった連中のことを気にしすぎかな？　けど、大剣聖ばあさんも言ってた。死んだ奴の想おもいを忘れずにいろってな」

　言われなくとも、忘れられない。

　死者たちは、敵やろくでもない性格の者も含め、鮮烈な生き様を見せてくれた。彼らの想いはクロウの中に宿っている。

「我が師はあれで、なかなかのロマンチストなのだよ」

「…………」

　クロウは、ゆっくりと振り向いた。

　月光の下に、一人の女性が立っていた。長く伸ばした青い髪を夜風になびかせ、全身を真っ黒いコートで包んでいる。

　剣けん聖せいヒョウカ──いや、元剣聖であり、クロウの師匠だ。

「よう、師匠せんせい。そのうち来ると思ってたよ」

　クロウは驚かずに、ヒョウカに語りかける。

　殺気や斬ざん気きがなくても、ヒョウカの気配はなんとなく感じていた。

　いや、ヒョウカがクロウに伝わるように、みずから気配を発していたのだろう。

　だからこそ、いつもの見回りコースを外れて、ここへ来たのだ。ヒョウカの友人であるジーネルの墓を見せるために。

　クロウには、予感もあった。そう遠くない未来に、師が姿を現すだろうと。

　死んだはず──クロウがその手で殺したはずの師だったが、彼女とは二ヶか月げつ前に再会している。なぜ、生きていたのかは未いまだに謎なぞのままだが。

「今日きようのそなたは、なかなか面白いものを見せてくれたからな。エイジンの一撃をも古流コリユウでさばき、あのソーシャをずいぶんとあざやかに倒したな」

「ソーシャが本調子じゃなかっただけさ。つーか、見てたのかよ。あんた、マジで俺おれのストーカーなんじゃねぇの」

「いつも見ているわけではない。まあ、暇ではあるがな」

「……暇つぶしに俺を斬きりに来たのか？」

　クロウはわずかに身を沈め、ルシェの柄つかに手を伸ばす。

「待て。殺気がないことくらいわかっておろう。そうではない」

　ヒョウカは微笑ほほえんで首を振った。

「約束を果たしに来たのだ」

「約束……」

　その言葉の意味を、クロウはすぐに察する。

　確かにクロウとヒョウカには、やるべきことが一つあった。







「うおおおおっ、寒い寒い寒いーっ！　マジで死ぬかと思った！」

「情けないな、クロウ」

　クロウの前を歩くヒョウカが、呆あきれたように言った。

　ここは、クロウたちが修行した山からそう離れていない位置にある森。ほとんど獣道のような細い道を、二人は歩いている。

　太陽の乙おと女めの里から、ヒョウカが運転する車でここまで来た。東京ソーディアは封鎖されているので道路は空すいていて快適だったが、なぜかオープンのスポーツカーだったため、クロウは凍え死ぬところだった。

「嫌がらせか？　俺おれへの嫌がらせなのか？　つーか、あんたが運転できるなんて知らなかったぞ」

「私が嫌がらせをするなら、こんなものではない。車など、山での修行には不要だからな。ジーネルに預かってもらっていた。たまには運転も悪くないものだな」

「俺は二度と同乗しないからな……」

「それは残念だ。と、着いたぞ、ここだ」

「え？」

　クロウはきょとんとして、あたりを見渡した。道は途切れ、行き止まり──十メートルほどの崖がけになっている。

「ゆくぞ。文句は受けつけん」

　ヒョウカはそう言うと、いきなりクロウを抱きかかえて跳んだ。足場もない切り立った崖を、ヒョウカは軽々と上がっていく。

　あっという間に崖を登り切ると、ヒョウカは乱暴にクロウを下ろした。

「なんなんだよ、師匠。どうせ抱くならもっと胸を押しつけ──」

　軽口を叩たたきかけて、クロウは気づいた。

　崖の上は、二十メートル四方ほどの広場のようになっていた。桜らしき木が一本立っている。

　そして、その桜の前に突き刺さっているのは──

「舞まい姫ひめ……！」

　クロウが腰の後ろに差している剣と、対を成す刃やいば。

　かつて剣けん将しようの称号を得た、地上最速の剣けん士し。

　マナカ──ヒョウカの妹にして、クロウが死闘の果てに倒した剣士の愛剣だ。

「ここが……マナカの墓なのか」

　よく見ると、舞姫が突き刺さっているあたりの地面に掘り返された跡がある。

「そうだ。案内すると約束したからな」

「ああ……やっぱりそうだったのか」

　二ヶか月げつ前の再会の際に、確かにそんな約束をした。

　クロウにとって、マナカは姉のような存在であり、ヒョウカには実の妹だった。マナカを斬きってしまったことは、クロウにとって簡単に整理のつくことではない。

　だが、クロウはマナカと戦い、斬ったことを悔やんではいない。ヒョウカもまた、恨みはしないと言った。

　それでも──こうして墓の前に立ってしまえば、胸の奥から正体の見えない感情がこみ上げてくるのを止められなかった。

「マナカ……」

　クロウは、手を合わせたりはしなかった。ただ黙って、墓前に立つ。

　ここに、あのマナカが眠っている──

「……なあ、師匠。どうして、ここに？」

　桜が一本あるだけの、寂しい場所だ。妹を葬ほうむるのにふさわしいとも考えにくい。

「簡単だ。この場所が、私たち姉妹の始まりの場所なのだよ」

「始まりの……場所？」

　クロウは、後ろに立つヒョウカのほうを振り向いた。彼女は、ただ微笑ほほえんでクロウを見つめている。

「私とマナカはソーディアから来て、この場所に現れた。もっとも、マナカはほとんどあちらのことは覚えておるまい。まだ物心つくかつかないかだったからな」

　ヒョウカは今こ年とし二十九歳、マナカは二十四歳だった。マナカが物心つかない頃でも、ヒョウカは記憶がしっかりしていたはずだ。

「師匠は……ブレイズなんだよな？　あっちでは……」

「ソーディアではもう部族もなにもなかった。そもそも、ソーディの数が少なかったからな。部族に関係なく、身を寄せ合って生きていたのだよ」

　ヒョウカは、くすりと微笑む。彼女がソーディアから来たのは、おそらく二十年ほど前だろう。

　ウィニアがまだ生まれてもいない頃だが、彼女はソーディアを地獄と言っていた。時代が多少違っても状況はさほど変わらなかったのではないか。

　そう、ヒョウカもまた地獄を見てきたはずだ──

「自分で言うのもなんだが、私はそれこそ物心ついた頃から剣の才があった。救世主──剣神に到達することを期待されるほどにな」

「……その救世主サマが、なんで地球に？　いや、空の扉は全部閉じてたはずだろ？　どうして、どうやってこっちに来たんだ？」

　クロウの質問に、ヒョウカは小さく笑って空を見上げた。

「ある日、マナカと二人で遊んでいると──金色の光が差し込んでいる洞どう窟くつを見つけた。そこに、妹を連れて入っていったのだよ。洞窟を抜けて振り向いたら、そこにはもう光はなかった。あの扉は、私とマナカを導くためだけに一瞬だけ開いた扉だったのだろう」

「あんたを……なんのために？」

「むろん、剣神へと導くためだ。ソーディアにいても私は剣神の高みへと届かない。すべてが手に入る場所が、こちらだったのだ。私たちを──運命が導いたのだろう」

「よく……わからねぇよ」

「ソーディアで生まれた私が、地球のソーディと人間とともに剣を磨く。歴史上、そんなソーディは存在しなかっただろう。そのあり得ない経験と鍛錬が、誰だれも届いたことのない剣神の境地へとたどり着かせてくれるのだよ。理屈ではない、私はそうすればいいということを知っていた。それもまた──運命の導きだったのだろう」

「…………」

　目の前にいる卓越した剣けん士しは、運命に導かれて剣神という誰だれもたどり着いたことのない場所を目指している。

　ただ、それだけのこと──

　クロウにも、理解はできる。いや、運命や導きなど考えても理解できることではないのかもしれない。

　少なくとも、ヒョウカは自分のなすべきことを理解しているのだ。

「私だけでなく、マナカまでこちらに来たのは不思議ではあったがな。だが、それもそなたのおかげでわかった。これは、前にも話したな。あの子もまた、剣神へ至る力を持った者だったのだ」

「マナカも、運命なんぞに動かされたってことかよ……」

　クロウは、マナカの最後の剣を見ている。彼女が最後に見せた動きは、地上最速と呼ばれた剣士が、その限界をも超えていた。

　あれは、ソーディの限界の上、〝剣神の領域〟に達したからこその神技だったのかもしれない。

「マナカは運命に動かされたのではない。あの子は剣神を目指していたわけでもないしな。ただ強くなりたい、目の前の剣士を倒したいという願いが、限界を超えさせたのだ」

「願いが……」

　クロウは、マナカの墓に目をやる。確かに最後に彼女は、精神が肉体を超えたかのような、理屈では説明がつかない強さを見せていた……。

「まったく、驚いた子だ。私が我が師やそなたの両親──永と久わと義よし友とも、それにそなたとラーシュ。多くの者を巻き込んで剣神を目指していたというのに、あっさり高みに手をかけたのだからな」

「マナカは……すげぇ女だったよ」

　クロウは、ようやくそれだけ言った。彼女の墓を前にして、まだ心の整理がついていないのだ。ここで多くを語れるほど器用ではない。

「たいしたものだよ。それに、永久と義友もな」

「…………」

　クロウの両親である[image: ]かつら城ぎ義友と永久もまた、ヒョウカとともに剣神を目指す者たちだった。その両親が死んだあと、奇妙な縁でクロウはヒョウカと出会ったのだ──

「……そういや、気になってたんだが。師匠は、ばあさんに八年前の俺おれとの出会いが運命だとか言ったらしいな。あんたが、俺が住んでた街に現れたのは偶然だったのか？」

　八年──いや、もっと前になる。クロウが住んでいた街でソーディ政府に抵抗する組織とソーディ政府の特殊部隊との間で戦闘が起こった。

　クロウの父親である義友は、争乱に巻き込まれて死亡。クロウはなんとか逃げ延び、反政府組織の鎮圧に当たっていたヒョウカと出会ったのだ。

「むろん、偶然だ。永久が死んでから──私は二度と義友とは会わなかったし、居場所も知らなかったのだ。会わぬほうがよかろうと思ったからな」

「……俺おれの母親が、古流コリユウの開発中に死んだからか？」

「義よし友ともの居場所を知っておれば助けたであろう。見捨てるほど浅い関係ではなかったよ」

　ヒョウカは、クロウの質問には答えず、別のことを言った。

　クロウの母は、ある意味ではヒョウカが剣神を目指す道に巻き込まれて死んだとも言える。母がみずから望んだ道だったとはいえ、ヒョウカには思うところがあるのだろう。

「おっと、忘れていた。こいつをやらなければな」

　ヒョウカは、ゆっくりとマナカの墓の前に歩み寄り、コートのポケットからビールの缶を取り出した。

　缶のプルタブを開け、墓標代わりの舞まい姫ひめに金色の液体を注ぐ。

「たっぷり飲め、マナカ。そなたの酒好きにはうるさく言ったこともあったが、もういくら飲んでもよい。よいのだよ」

「……寒すぎて頭回ってなかったな。俺も酒を買ってくりゃよかった」

　クロウがぼやくと、ヒョウカは半分ほど舞姫にかけた缶を手渡してきた。それを受け取り、クロウも師と同じようにする。

　中身をすべて注ぎきってから、クロウは缶をぐしゃりと潰つぶし、手のひらに収まるほど小さくした。

「もう場所はわかったのだから、いつでも墓参りに来られるだろう。そのとき、酒を持ってきてやればいい」

「登山の準備が必要なんだが……」

　いくらクロウでも、垂直の壁を道具もなしで登るのは不可能だ。

「師匠が来てやればいいだろ。姉貴なんだから」

「そうだな。マナカはあれで、寂さみしがり屋やだからな。そうしてやりたいが……」

「師匠……？」

「いや、マナカにとってそなたは弟のようなものだ。来てくれれば喜ぶだろう」

　むろん、ヒョウカはそのマナカを斬きったのがクロウだと知っている。

　他人が聞けば狂気じみてるように思うだろうが、クロウもマナカならば歓迎してくれそうな気がしてしまう。

「そなたと酒を飲んでみたいだろうしな。そなた、まだ十五だったか？」

「この前、十六になったよ。弟子の誕生日くらい覚えろよ」

　そう、クロウもまた日ひ奈な子こと同じく十六歳の誕生日を迎えている。だが、酒を飲める日まではまだ遠い。

「些さ末まつな数字など覚えていられん。飲めるようになったら、ここで飲んでやれ」

「……ああ」

　クロウは頷うなずいた。

　それがマナカの供く養ようになるならば、断る理由もなかった。

「さて……これで案内は済んだ。話も終わったな」

「待て、師匠。ラーシュは……どうしたんだ？」

　クロウは、さっきからずっと気になっていた。二ヶか月げつ前にヒョウカと会った際、兄弟弟子のラーシュも一緒だった。

　ラーシュはクロウとまったく互角の実力を持っていた。だが、無想ムソウを身につけ、多くの強敵との戦いを乗り越えたクロウは、兄弟弟子よりもはるかに強くなってしまったのだ。

　クロウに追い抜かれたラーシュは、ずいぶんショックを受けていたようだった。

　そのラーシュを最後に見たときは、ヒョウカと一緒だった。彼女ならば消息を知っているはず。

「逃げられた。いくら私でも、ラーシュに本気で逃げを打たれたら捕まえられぬよ。はしっこい男だからな」

「逃げた？」

「ああ、しばらく斬きり合ったのだがな。殺してもいいくらいのつもりだったが、さすがにあやつは機を読むのに長たけている。斬流ザンリユウの試し斬りを散々やってから、脱だつ兎との如ごとく逃げた」

「まあ……ラーシュらしいっつーか……」

　クロウの抜け目なさも相当だが、ラーシュはそれ以上だ。自分より強い師匠を相手に死ぬまで戦う、などという選択肢を選ぶわけがない。

「ラーシュに時間を与えたのはそなたの命取りになるかもしれんぞ、クロウ。二ヶ月という時間は、剣けん士しが別人というほどに成長するには充分すぎる」

　ヒョウカは、くすりと笑った。

　クロウは否定しなかった。そのとおり、二ヶ月という時間が剣士を大きく変えることは自分やセフィを見れば明らかだ。

「師匠──そういや、まだ言ってなかったな。俺おれも剣神を目指す」

　クロウは、ヒョウカに歩み寄って彼女のすぐ前に立つ。

「あんたが、俺やラーシュの剣を求めたように、俺もラーシュの剣を求めてる。剣神になるためには、あいつの剣が必要だと思ってる」

「……しばらく見ぬ間に、妙なことを言い出すようになったな。そなたの望みは、ソーディの身分を手に入れて平凡な生活を手に入れることではなかったか？」

「儚はかない夢だった」

　クロウは、苦笑して答えた。そんな夢を本気で追いかけていたこともあったが、もう叶かなわない。お尋ね者の身では、ソーディの身分など夢のまた夢だ。

「師匠、あんたと望みはまったく同じってことだ。たぶん、ラーシュも同じ望みを持って俺を追ってくるだろう。俺とラーシュは、あんたに追いつくぞ……」

「ふふん、相変わらず生意気な弟子どもだ」

　ヒョウカは、一歩踏み込んでくる。

「ならば追ってくるがいい。私は待っている。だが──今、少しだけ」

「…………！」

　クロウは、びくりと身体からだを強こわばらせた。突然、ヒョウカがクロウの背中に両手を回して抱きついてきたのだ。

「もう、そなたのほうが背が高いな。初めて会ったときは、本当に小さかったのに」

「当たり前だろ……八年以上経たってるんだぞ……」

「そうだな。決して短くない時間だった……」

　ヒョウカは、クロウの身体をそっと抱きしめ──ゆっくり顔を寄せてきた。

「今、少しだけ──私のクロウに戻ってくれ」

「師匠……!?」

　ヒョウカは、クロウに優しく口づけすると──

　音もなく、後ろに離れた。

「クロウ、そなたを愛してる。ずっとずっと愛してた。斬きられたことなどどうでもいい。私のそなたへの愛は、剣では斬れぬ」

「な、なにを……」

「第一の扉で待ってる。ずっと、待っている。剣神を目指すならば、そこへ来るがいい。さらばだ──私のクロウ」

「師匠……！」

　ヒョウカはそう言うと、いきなり高く跳んだ。そのまま、崖がけの下へと降りていき、姿が消える。













　一人残されたクロウは、呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　師からの突然のキス。そして、別れの言葉。

　彼女は──師であり、母のような、姉のような、あるいは恋人のような女性は消えてしまった。

　まるで、最初からそこにいなかったかのように。

　だが、唇には彼女のぬくもりが残っている。

　ヒョウカ──クロウが剣神を目指すためには、その道の途中には、彼女がいる。

　もう一度、ヒョウカと会わなくてはならない。

　そのときには、〝彼女のクロウ〟ではなく、敵として立たなければならない。

　クロウは、ぐっと拳こぶしを握り締めた。

「……マナカ。あんたも恐ろしかったけど、あんたの姉さんはもっと怖いんだよな。はー……俺おれ、あの人に会いに行って……戦えんのかな」

　マナカの墓のほうを振り向いて、クロウは苦笑しつつ言った。

　あるいは、マナカに背中を押してもらいたかったのかもしれない。しかし、そこに眠るマナカはもうなにもしてくれない。

　クロウは、自分で決めて自分で動かなければならないのだ。







　ヒョウカは、クロウとともに歩んだ獣道を瞬く間に駆け抜け、広い道路に出た。

　そこには、二人が乗ってきたオープンカーが置いてある。ヒョウカは、この車はクロウにくれてやるつもりだった。太陽の乙おと女めの里に戻るのに徒歩では辛つらいだろう。

　クロウはまだ免許を持っていない歳としだが、運転くらいできるはずだ。全住民が避難した今の東京ソーディアで、無免許運転が問題になることもないだろう。

「今は非常事態だ。事故でも起こさない限り、問題にはしないさ」

「……そなたか」

　ヒョウカは、ぴたりと足を止めた。

　オープンカーのボンネットに、一人の女性が腰掛けていた。

　軍服に似た紺のスーツに、同じ色のベレー。さらさらの金色の髪をショートカットにした美女だった。

「そなた、私の心を読むのはよせ。ミステリアスなところが私の長所なのだぞ」

「ふふ、そんな君を丸裸にしてしまうのが私のいいところだろう？」

　そう答えた金髪の美女は──四よん将しようの後継者にして、セフィの姉であるシルフィだ。

　年齢は二十六歳。元老院の議員でもあり、政治家として活動している。

「困った女だ、シルフィ。そなた、こんなところにいていいのか？」

「ああ、私が謹慎させられたことは知ってるのかな。めでたく、自由の身になってね。本格復帰する前に、久しぶりに友人に会っておこうかと思って」

「……よく私を見つけたものだ。油断できない女だな、そなたは」

　ヒョウカは苦笑して、シルフィの隣に腰掛ける。

「私の周りには、油断していい者など一人もいないよ。だから面白いんだ」

「変わったものを好むのがそなたの悪癖だからな。だが、仕事は堅実だ。邪魔者を消しに来たのか？」

「友人に会いに来た、と言っただろ。友人と語らうついでに友人の弟子を殺したりはしないさ。個人的に、彼が嫌いなわけでもないしね」

「嫌いなら殺す、と言ってるに等しいぞ」

　ヒョウカは、くすりと笑った。

　シルフィと会ったのは、もう十年以上前になる。まだ、剣けん聖せいの称号を継ぐ前だっただろう。大だい剣けん聖せいを通じて四よん将しようと出会い、その後継者であるシルフィとも面識を得た。

　剣に生き、非現実的とすらいえる剣神を目指すヒョウカ。

　生まれたときから政治家としてのレールを敷かれ、レールに乗りながらもみずからの道を進もうとしているシルフィ。

　まるで違う生き方をしている二人だが、だからこそ引き合うものがあったのかもしれない。

「シルフィ。そなたに無理をするな、とは言わんがな。ジーネルもアミラルも死んだ。これ以上、友人を失いたくない」

「剣けん王おうはともかく、剣けん帝ていも友人だったのかな？」

「アミラルはずいぶん熱心に私を追っていたらしいからな。友情のあらわれだろう」

「ふふ……君は、変なところで楽観的だな。ヒョウカ、君はいつだってそうだ。いつも超然としていて、いつも遠くを見てる」

　シルフィは、すっと片手を伸ばしてヒョウカの頬ほおに触れた。そこには──

「それでも、君は弟子たちを愛してる。特に、クロウはね。君にとって、あまりに強い縁で結ばれた少年だ。だから──彼を斬きるならば、涙を流さずにはいられない」

「…………」

　ヒョウカの瞳からは、一筋の涙がこぼれている。

　剣神へとたどり着くために──マナカや永と久わ、大剣聖、多くの大切な者たちを失いながらも歩んできた道。

　もう引き返すこともできない。二人の弟子も、命を懸けて斬り合うために育ててきたのだ。強く育った二人と剣を交えることで、剣神の高みへと至る。

　そして、すべてのソーディを超えた剣けん士しとなれる。

　その道を歩くことにためらいなどないが──

「もう、我が師も我が友たちもいなくなった。泣けるのは、そなたの前だけだな」

「そう思ったから会いに来たのさ。気が利くだろう？」

「わざわざそんなことを口に出さなければな。ふん、私もどうかしてる。自分で選んだ道なのに、なぜ泣くことがあるのか……」

　弟子たちは、いつか斬きり合うために育てたのだ。なにを悲しむことがあるだろう……。

「君の弟子たちのほうも、だいぶどうかしてるがね。わざわざ戦うために君のところへ行くのだから」

「さあ……果たして来られるかな。少なくとも、クロウはどうなるか」

　ヒョウカは、小さく首を傾かしげた。

「クロウの前には、彼女が立ちはだかるだろう。マナカと同じく、剣神の高みに手をかけた者だ」

「……ああ、彼女か。私としては、クロウが彼女を倒したら願ったり叶かなったりだがね。倒してくれたら、クロウにキスしてもいいくらいだ」

　さすがに、シルフィは誰だれのことを言われているのか察したようだ。

　彼女ならばクロウを倒してしまうかもしれない。いや、クロウが勝てない可能性のほうがはるかに高い。

　それでも──ヒョウカは己の弟子を信じている。

「さて、私はもう行く。そなたも行ったほうがいい。クロウが来たら斬られるぞ」

　ヒョウカは、すぐそばにシルフィの護衛を務めるローミスとレーミスの双子剣けん士しが控えていることには気づいている。しかし、凄すご腕うでの双子でも今のクロウには勝てない。

　もっとも、双子が勝てずとも──

「いや、まあいい。そんなことは私に言われるまでもないか。そなたのやることには、いつも抜かりはないのだったな」

「そういうことだね。なあ、ヒョウカ」

　シルフィはヒョウカの頬ほおから手を離した。

「君には、私の夢を語ったことがあったね。私は──夢を実現させるよ」

「不死鳥を羽ばたかせるか。それもいいだろう」

　ヒョウカは、コートのポケットに両手を入れ、ゆっくり歩き始めた。

「私の剣神への道と、そなたの不死鳥。我らの夢は、一度として交わったことはない。だからこそ、我らは友でいられた」

「夢を語り合っていた頃が一番楽しかったな。さよならだ。行け、友よ」

「ああ、さらばだ、シルフィ」

　ヒョウカは前だけを見据えて歩いて行く。

　既に、涙は乾いた。もう二度と、泣くこともない。

　愛する者たちとの別れは既に済ませた。

　あとは、信じて歩いてきた道の終点を目指すだけだ──






　　　　２章　迷える剣士






　ソーディ政府の中枢、元老院は中央特別区センターのまさに中心にある。

　七十年前の大戦で破壊された国会議事堂の跡地に建てられた、白亜の重厚な建物だ。自然を好むソーディらしく、周囲には緑も多い。

　建物の名称は元老院だが、正確には元老院と人民院の二つの院が配置されている。

　元から厳重な警備体制が敷かれていたが、第一の扉フアースト・ゲートの開放以降、元老院の警備にあたっているのは陸上自衛軍の二個師団だ。

　現在、政治家の一部が元老院に残ってエイジンの掃討作戦を指揮している。

　実際に現場を仕切っているのは自衛軍だが、軍を動かすには政治家の命令が必要なのだ。

　元老院側の建物の一角、一階にある広大な会議室が臨時の作戦本部となっている。

　そこにいるのは、数人の議員と、そのサポートを務める秘書や役人、それに自衛軍の幹部たちだ。

　作戦本部は、ひっきりなしに人が出入りし、書類が山のように積まれ、壁に何枚も並んだモニターには東京ソーディアの現状がリアルタイムで表示されている。

　電話は鳴なり止やまず、時には怒声が飛び交う。さながら野戦指揮所のような有様だった。

　その本部の奥、書類の山に囲まれた机に、シルフィの姿はあった。

　軍服に似たスーツの上着を脱ぎ、ワイシャツを腕まくりしている。室内は熱気が籠こもっているため、上着など着ていられないのだ。

「そうだ、元老院警備の部隊を回してもいい。エイジン討伐が最優先だ。ああ、現場の判断が正しい。それでやってくれ」

　シルフィは穏やかでありながらよく通る声で言って、電話を切った。この作戦本部では、なにもかもがシルフィの指示で動いている。現場の細かいことまで問い合わせが来るのには辟へき易えきしているが、勝手なことをされても困るので、やむを得ないところだった。

「ふー……」

　シルフィは、ため息をついて椅い子すの背もたれに体重を預けた。彼女もソーディなので体力は充分にあるが、激務が続いているため、消耗は激しかった。

「シルフィちゃん」

　ピッ、という電子音とともに机上のノートＰＣにチャット画面が立ち上がった。そこにはリアルタイム動画も表示されている。

　映っているのはプラチナ色の髪をした、穏やかそうな男性だ。

「アルーシュ様」

「はは、シルフィちゃん。アルーシュ様はやめてくれ。おじさん、でいいよ」

「そ、そういうわけには……」

　シルフィは口ごもってしまう。

　アルーシュは、四よん将しようの一人でラーシュの父親である。今は東京ソーディア外、静岡市に設置された臨時政府を仕切っている。

　幼い頃から見知った仲であるため、なにかと子供扱いしてくるが、実際に父と娘ほどの年齢差があるので仕方ない。

「それに、今はシルフィちゃんも四将じゃないか。私と対等だよ」

「──いえ、私はあくまで代行ですので」

　現在、シルフィは謹慎を解かれただけでなく、四将の代行を務めている。

　四将の一人であるシルフィの母親が急病で倒れたため、仕事を引き継いだのだ。この状況で四将の一人が欠員では都合が悪い。

「ははは、君はたまに面白い冗談を言うね。名目上は代行だけど、今や君が他の四将を抑えて、ほとんど独裁者じゃないか」

「…………」

　画面の向こうのアルーシュは、あくまで笑みを絶やさない。

　シルフィは仕事を穏やかに進めるタイプだが、アルーシュもタイプは近い。彼はそれほど有能な政治家ではないものの、本心を隠すことに長たけている。

「別に、悪いと言ってるんじゃないよ。こんな状況だしね、四人の合議制なんてまだるっこしいことをやってる場合じゃない。それに、君以外の四将はみんな年寄りだ。危険な現場で、戦闘の指揮なんて執れないからね」

「そう言っていただけると、ありがたいです」

　シルフィは、アルーシュの言葉を額面どおりに受け取ってはいない。むしろ、彼を大いに警戒している。

　アルーシュの言ったとおり、今は四将代行に収まったシルフィが政府の全権をほぼ掌握している。

　かなり強引な手段も取ったが、空の扉とエイジンの出現に加え、東京ソーディアからの住民の全員避難という非常事態のドサクサに紛れて、法に反しない範囲で上う手まくやったと言える。

　しかし、事態が収まったときにすぐに権限を奪い返されては意味がない。

　最悪、手柄だけ持っていかれるかもしれない。シルフィの立ち回りには、一切の手落ちが許されないのだ。

「ところで、状況に変化はないかな？　ブレイズもまだ動きはないのかね？」

「はい、墜おちたる宮殿も静かなものです」

　政府に叛はん旗きを翻したブレイズの本拠地、墜ちたる宮殿は八やツ首くびの蛇によって半壊したが、未いまだ数百人のブレイズが居座っている。

「内偵は進めていますが、連中もエイジン退治をする程度で、たいした動きはありません。今、墜ちたる宮殿を束ねているのはネッサという紅くれないの戦せん団だんのリーダーです。彼女は武闘派ですが、話がわかるタイプでもあるようです」

「なるほど、ブレイズとの和わ睦ぼくもありえるということか」

　シルフィも同じ考えだ。ここ数ヶか月げつでのブレイズの大暴れを目こぼしするわけにはいかないが、ソーディ政府が彼らを貧しい居留地に追いやっていたことにも問題はある。

　正直、シルフィとしては危険なブレイズは絶滅させたい。いや、絶滅させるつもりだ。それでも、バカ正直に武力で攻撃する必要もない。

　エイジン対策に追われている今、居留地というシステムの廃止などをエサに、ブレイズをなだめておくのも悪い手ではないだろう。

「ブレイズでもっとも危険だった八やツ首くびの蛇は、死亡が確認されています。彼女は日本を滅ぼしかねないほどの脅威でしたが……死んでくれて本当に助かりましたよ」

　八ツ首の蛇の遺体は絶ぜつ剣けんシュナークと剣けん将しようイシュトが確保し、墜おちたる宮殿のブレイズに引き渡された。二人の七しち剣けんの独断だった。

　八ツ首の蛇は、表立って政府に反逆し、多くの破壊行為に関かかわった証拠もある。とはいえ、死んだ者をわざわざ罰するほどソーディ政府も暇ではない。

「蛇が排除されたからには、ブレイズ対策を急ぐこともないでしょう」

　シルフィは言い切った。ブレイズに関しては死し剣けん使つかいと、もう一つ──すべての状況をひっくり返しかねない脅威がいるが、シルフィはそこには触れなかった。

　その脅威には、別の者が当たってくれるはずだからだ。

「そうか、ならば当面の問題は……第一の扉かね」

「はい」

　シルフィは、こくりと頷うなずく。

「そちらの準備も済んでます。ダイナストとの契約も成立して、火力も充分に揃そろえました。早急に第一の扉を確保します」

　作戦本部の壁にあるメインモニターには、常に第一の扉が映っている。定点カメラから送られてきているリアルタイム映像だ。

　分厚い雲に覆われた空に、真っ黒な亀き裂れつが走り、黄金の光が差し込んでいる。光の下は、かつては広大な自然公園だったが、今はその面影はない。

　地面が隆起し、鋭く切り立った岩だらけになっている。盛り上がった地面が、高い壁のようになっているところもある。空の扉が開いた直後、ごく局地的な地殻変動が起こり、地形が大きく変化してしまったのだ。

　さらに、大地の隆起と連動するように、自然公園の木々が爆発的に成長し、ソーディアから落ちてきた植物と混ざり合って、巨大な森を生成している。

　複雑に盛り上がった地形を高い木々が包み込んでいるような状態なのだ。それは、まさに何者の侵入も拒む天然の、そして巨大な要よう塞さいである。

　いつからか、〝扉の要塞〟と呼ばれ、その名称が定着している。

　そして、その要塞には凶悪な守護者たちの姿もあった。

　空の扉から次々にエイジンが現れ、彼らはなぜか扉の周囲から離れず、まるで扉を守るようにその場に留とどまり続けている。

　小型のエイジンは百体以上、中型も五十六体が確認された。彼らは扉の周囲からは離れないが、ソーディや人間が近づけば即座に牙きばを剥むく。

　映像を送ってきている定点カメラも、隠おん密みつ行動に長たけた精鋭部隊を数十人送り込んで、ようやく設置に成功したのだ。

「一つ、未確認の話があります。潜入した部隊が、妙なものを目撃したそうです」

「妙なもの、とは？」

「超大型エイジンとでもいうべき、まるで城のように巨大なエイジンです。全身真っ黒で、雰囲気も他のエイジンと明らかに違っていたとか。映像を撮る前に扉の要よう塞さい内に消えたそうですが、そんな巨大なものがあそこに潜めるものなのかどうか」

「城のようなエイジン、というのは聞いたことはあるよ。ソーディアでもめったに存在しないサイズらしいが……そんなものまで現れたとなると、扉の閉鎖は急務だね」

　アルーシュが、神妙な顔で言った。

　だが、どれだけ大きくとも、しょせんは生物。現代兵器の火力をもってすれば、駆除は難しくないとシルフィは考えている。

　エイジンが暴れ回った七十年前と今では、兵器の質がまるで違う。武器の火力も精度も、前回の戦争と比べて大きく進化した。

　ダイナストは、エイジンの力をも取り込んだレギオンのような兵器まで開発している。

　もはや、エイジンは絶対的な脅威とまでは言えない。

　とはいえ、超大型エイジンのような規格外の怪物が存在するならば、駆除に手こずる可能性も否定はできなかった。

「扉を閉じる手段はまだありません。しかし、我々が扉を確保しないことには、次のフェイズには進めませんから」

「太陽の乙おと女めはどうしたのかな？」

　アルーシュが、眉まゆ根ねを寄せながら言う。

「彼女が閉じられるのなら、とっくに閉じているでしょう。閉じたくても、あの扉に近づくのは容易ではありません」

　扉が開閉するときには、太陽の乙女は必ずその近く──真下にいた。おそらく、離れたところからでは閉じられないのだろう。

「それもそうか。どのみち、あれだけの数のエイジンを放ほうっておけないしね」

「はい、まずはそこからです。作戦の立案も最終段階です」

「……期待してるよ、シルフィちゃん」

　アルーシュはにっこり笑って言うと、あっさり通信を切った。今、話したことはアルーシュも把握しているような情報ばかりだ。

　要するに、様子見とシルフィにハッパをかけにきたのだろう。

「言われなくてもやりますよ、おじさん」

　シルフィはつぶやいて、机の上の書類を取り上げた。

　そこには、扉の要よう塞さいの攻略作戦案が記されている。単純な作戦だが、手順を誤ると数百数千の犠牲が出てしまう。慎重になる必要はあった。

「まったく、あの人は心配性だな。まあ、うちは経済力が取り柄の家だからね。いつまでも東京ソーディアを放棄したままじゃ困るんだろうね」

　いつの間にか、シルフィのそばに一人の少年が立っていた。

　プラチナ色の髪に、整ってはいるが軽薄そうに見える顔。セイバーズの黒い制服を着て、腰には愛剣の獣じゆう斬ざんを提げている。

「ラーシュ。いや……剣聖ラーシュ。ここは、君が来るところではないよ」

「冷たいな、シルフィさん。俺おれもあなたの部下だと思ってくれていいって言ってるのに」

「私は、制御が利かない者を手元に置きたくはないんだがね」

　シルフィは、苦笑を浮かべる。

　ラーシュは、なにを思ったのか二ヶか月げつ前にシルフィのもとへと現れた。当時はまだ謹慎中だったが、彼はそれ以来、シルフィに従って行動している。

　ラーシュが二ヶ月前に現れたときに負っていたケガは、とっくに回復したようだ。彼がなにを考えているのか、シルフィにすらさっぱりわからないが……。

　とにかく、彼は正式に剣けん聖せいの称号を継いでいる。今は剣聖ラーシュとして、ソーディ政府も認めているのだ。

「出番が来れば呼ぶよ。君は待っていればいい」

「ふふ、そうさせてもらうよ、シルフィさん。俺はもう、出番に遅れたくはないからね」

　ラーシュはそう言うと、踵きびすを返して去っていった。

　シルフィは彼の後ろ姿を気にしつつも、書類のチェックに戻った。彼は危険な男だ。それはよくわかっている。

　しかし、大きな戦力になる。

　ヒョウカにもアルーシュにも、ラーシュを従えていることを話さなかったのは、シルフィの切り札でもあるからだ。

　だが、ラーシュがシルフィの思惑どおりに動くかどうかはおおいに怪しい。

　ラーシュの存在は、シルフィにとって切り札であると同時に、どんな事態をもたらすかわからない不確定要素でもあった。







　ラーシュは、元老院の庭を足音を立てずに歩いて行く。

　ソーディは木々に囲まれていると落ち着く習性がある。緑の豊かな元老院の庭は、ソーディにとっては憩いの場所ではあるが……。

「くだらない」

　ラーシュはつぶやいた。自然に囲まれて気分が落ち着いたことなど一度もない。

　彼は、あらゆる意味で規格外のソーディなのだ。

　ラーシュは、一本の大きな木の前で足を止めた。小鳥が数羽、枝に止まっている。

「…………」

　小さくさえずる小鳥たちを、ラーシュはじっと見つめる。

　ぴったり十秒見つめ続け──

　突如、小鳥たちがばたばたと地面へと落下し、しばらく痙けい攣れんしてから動かなくなる。

「……ごめん。八つ当たりした」

　ラーシュは言って、また歩き出す。

　二ヶか月げつ前のヒョウカとの再会、それに──クロウとの別離。

　あの日から今日きようまで、ひたすらに己を鍛え上げてきた。外を歩き回り、エイジンを斬きって斬って斬りまくった。血にまみれ、命を奪い続け──どちらが獣なのかわからない有様だった。

　シルフィのもとへ身を寄せたのは、深い意味はない。ただ、彼女のところにいればエイジンの出現情報も得られるし、クロウの動きもわかると思ったのだ。

　クロウには、まだ会いたくなかった。

　師であるヒョウカが言ったとおり、クロウはラーシュのはるか上を行っていた。自分が兄弟弟子より劣っていることを確認したくなかったのだ。

　クロウもまた、東京ソーディアでエイジン退治に励んでいるようだ。彼の剣ではエイジンは殺せないだろうから、実際に斬っているのは、ウィニアかセフィ、あるいはリンネあたりか。

　だが、エイジンを殺せないまでもクロウならば立ち向かうことはできるだろう。

　彼はまだまだ強くなる。並大抵の努力などでは、クロウには追いつけない。

　ラーシュの技──斬ざん気きを放ち、敵の剣を呑み込む技、〝斬流ザンリユウ〟。

　エイジンとの戦いで斬流は研ぎ澄まされている。小鳥など、ラーシュの斬流にさらされただけで命を奪われてしまう。

　もはや、ラーシュは二ヶ月前の自分とはまったく違うことを確信していた。

　しかし、まだだ。まだ足りない。クロウに追いつくには決定的に足りないものがある。

　その焦りが、彼を無駄な殺さつ戮りくに走らせてしまう。

　クロウとの決定的な差をどうやれば埋められるか、ラーシュは既に知っている。

　すぐに実行はできなかった。まだ斬流を研ぎ澄ませておく必要があったからだ。

　だが──それももういい。

　シルフィは〝不死鳥〟を再び発動させるつもりだ。

　ならば、ラーシュもそれに乗じて動くべきときだ。第一の扉の下、要よう塞さいと化したあの場所へ向かうことになるだろう。

　きっと、クロウも第一の扉を目指す。

　いや、すべての強き剣けん士しがあそこへ向かう。もう戦いは始まっている。

　第一の扉の下こそが、決戦の場となる。

「ふっ、ふふふふふ……もうすぐだよ、クロウ」

　ラーシュは唇の端を歪ゆがませて笑う。

　あの巨大な扉の下が、ラーシュとクロウの運命が再び交わり──終わる場所となるのだ。







　第一の扉の直下──大地と緑がつくった天然の要よう塞さい。

　薄曇りの空の下、その要塞に動く影があった。

　ヒョウカは、人間ならば歩くこともままならない険しい場所を、ピクニックでもするかのように進んでいた。

　黒いコートの裾すそをなびかせ、木々の枝を押しのけ、鋭く切り立った岩場をひょいひょいと飛び跳ねていく。

　ふと、一部に地面が薙なぎ払はらわれた跡が見えた。これは、おそらく──

「ふふ……ジーネル、そなたとはよくケンカもしたな。『クロウを性的な目で見るな』とか、くだらぬことだった」

　ヒョウカは笑いながら、ひたすら前へと進む。

「…………」

　突然、エイジンの巨大な顔が現れた。不気味なほど真っ黒で、目だけが血のように赤い。

　全身の大きさは測りかねるが、顔のサイズは、ヒョウカの身体からだの二倍以上はありそうだ。他のどのエイジンと比べても、あまりに大きすぎる。

　エイジンはその細く鋭い目をヒョウカに向けている。

　しかし──

「そうだ、エイジンよ。そなたにはわかるだろう」

　エイジンは、ヒョウカにはまったく反応を示さなかった。

　ソーディだろうと人だろうと、目についた獲物にはどん欲に襲いかかるのがエイジンという生物だ。

　だが、エイジンはしばらくヒョウカを眺めてから、興味なさそうに目を閉じた。

　ヒョウカはそのエイジンの顔を軽く撫なでてから、再び歩き始める。

　襲われなかったのは、エイジンの気まぐれではないことをヒョウカは知っている。

　それは、とてもくだらない理由。思わず笑ってしまうような理由で、ヒョウカはここの凶暴なエイジンたちに見向きもされないのだ。

「ふふふ、こんな美人に失礼なケダモノたちだ」

　妖あやしいほど美しく、ヒョウカは笑う。

　そして、ぴたりと足を止めた。

　扉の要塞の最深部まで行くつもりだったが、なにも一番奥まで行くこともない。

　この第一の扉の直下にいなければならない理由はあるが、ヒョウカの用件を済ませるまではまだ時間がかかる。

　ヒョウカは、ソーディア出身のソーディだ。

　緑を好むソーディの中でも、特にその傾向が強い。弟子たちの育成で山に籠こもったのは、彼らを修行に集中させる意味もあったが、ヒョウカは自然の多い山のほうが落ち着くからだった。

　無粋なケモノたちがいても、この深い森の中にいるのは悪い気分ではない。

　しばらくのんびりしよう、とヒョウカはそばにある木にもたれかかった。

　もう、弟子たちを陰から見ている必要もない。彼らは、必ずここに来るだろう。

　ヒョウカは信じていた。自分が育てた弟子たちを、そして自分を。

　剣神という途方もない夢は、黄金の光が差すこの場所で結実するのだ──







　クロウは、曇った空を見上げている。

　空の扉の開放以来、東京ソーディア上空がまともに晴れたことはほとんどない。

　七十年前の大戦時、世界中で空の扉が開いたあとは天候は荒れに荒れ続け、航空機も飛べなかったと聞く。

　それに比べれば曇っているだけで済めばまだマシだろうが、さすがに毎日だと気も滅め入いってくる。

　太陽の乙おと女めの里は、静かなものだ。ウィニアがなにかを破壊する音も聞こえてこない。

　クロウがいるのは、太陽の乙女の里を囲む川にかかっている大きな石橋の上だった。欄干の上に腰掛け、ぼんやりしている。

　以前、ラーシュと戦った場所でもある。欄干の一部が砕けているのは、そのときの名な残ごりだ。

　橋のそばには今、真まっ赤かなオープンカーが停とめられている。ヒョウカがクロウを乗せていった車だ。

　先日、ヒョウカはあっさりクロウを置き去りにしていったため、苦労して崖がけを降り、さらに交通機関も動いていない中を太陽の乙女の里へ戻るハメになってしまった。

　非常事態、ということでオープンカーを使わせてもらったが、やたらとクラッチの重いマニュアル車で、初心者には荷が重かった。他の車がいたら、間違いなく事故を起こしていただろう。

「まったく、師匠は無駄に厳しいよな……」

　クロウに車を押しつけたのは、なかば嫌がらせだろう。ヒョウカの性格は熟知している。修行が厳しいのは当然としても、特に意味もなく厳しくされたことも多かった。

　七年間、ヒョウカに鍛えられ、ラーシュとともに過ごした時間。

　ラーシュは時折姿を消してしばらく戻らないこともあったが、ヒョウカはほぼ毎日クロウと一緒にいた。たまに七しち剣けんの用件で山を下りることはあっても、驚くほどすぐに戻って来たものだ。

　どうもヒョウカは〝下界〟の暮らしを好まなかったらしい。

　クロウとヒョウカは弟子とその師だ。ほぼ毎日ずっと一緒、という家族でもあり得ないような濃密な時間を過ごしてきた。

　修行がどれほど厳しくても、意味もなく冷たい川に放ほうり込まれるようなイタズラをされても、クロウはヒョウカを恨んだことなど一度もなかった。

　彼女を恐ろしいとは思っていた。なにしろ、初対面が七歳のクロウの目の前で、次々に反ソーディ組織の人間たちを斬ざん殺さつしているところだったのだ。

　いや、正確には初対面ではない。ヒョウカは、赤ん坊の頃のクロウを知っていたのだから。

　むろん、クロウにはその頃の記憶はない。だが、怪物以外のなにものでもないヒョウカに、クロウがあっさりなじめたのはそのあたりの影響があるのかもしれない。

　以前、リンネに言ったことがあった。クロウはソーディではないが、ヒョウカの剣に恋をしていたと。

　そのヒョウカをクロウは斬きってしまった。殺したと思っていたのに、生きていた。

　まだ心の整理がついていない。ヒョウカはまるでクロウを恨んでいる様子もないが、彼女の本心はどうなっているのか。

　そして、おそらく──ヒョウカはクロウと再び立ち会うことを望んでいる。

　ともに、剣神を目指す身としてはそれはきっと避けられない道──

　つまり、殺し合いをするということだ。

　もしヒョウカと戦えば、今度こそ斬り殺されるかもしれない。しかし、ヒョウカを斬ることができるかどうかは疑問だ。

　どうすればいい──？

「ロウ」

「……セフィか」

　剣の学院の制服姿のセフィが、片手に愛剣の星ほし崩くずしを持ちゆっくり歩いてきている。クロウの隣に来ると同じように欄干に腰掛けた。星崩は欄干に立てかける。

「パトロールに出ないの？　あたしが当番の日だけど」

「……今日きようはやめとこう。こう毎日エイジンの相手ばかりじゃな」

「いったい、なにがあったの？」

「ん？」

　クロウは、いきなりのセフィの切り返しに戸惑った。会話が繋つながっているようで、繋がっていない。

「そこにある車、ロウもなにも説明しないし、あんたが神妙にしてるからヒナたちも突っ込まなかったけど……やっぱりなんかあったんでしょ？　その車で戻ってきてからおかしいわよ、あんた」

「この車、師匠にもらったんだよ。生きてたんだ」

　クロウはなにげない口調で答えた。

「へえ、剣けん聖せいヒョウカが生きてたの。それはよか──」

　言いかけて、セフィは大きく目を剥むいた。それから、クロウの両肩をがしっと掴つかむ。

「いっ、生きてたぁ!?　な、なんで……!?」

「俺おれにもわからねぇよ。でも、間違いない。あれは──師匠だった」

　クロウは、重傷を負った大だい剣けん聖せいを連れ出してから、ヒョウカに出会ったこと、そしてつい数日前にも彼女が訪ねてきたことを説明する。

「ど、どうして今まで黙ってたのよ……？」

「悪い、俺にも現実感がなかったんだよ。自分の中で整理する必要もあった」

　いつになく真面目まじめだな、とクロウは自じ嘲ちようする。

「そ、そうなの……」

　セフィは、クロウの両肩を掴んでいた手を離した。首を傾かしげ、うんうんと考え込んでいる。彼女もまた整理をつけているところなのだろう。

　もっと早く話しておくべきだったかな、とクロウもさすがに反省する。とはいえ、日ひ奈な子こはヒョウカと面識もないから気にしないだろうし、リンネは二ヶか月げつ前にヒョウカの顔を見ている。黒いコートの女がヒョウカだとは思わなかったようだが。

　だが、セフィはヒョウカとは見知った仲だし、ウィニアはそもそもヒョウカに会うためにソーディアから地球に来たのだ。教えておくべきだった。

「師匠は俺が殺したはずだ。斬きったときの手応えも思い出してる。でも……あれは間違いなく師匠だった」

　クロウには、ヒョウカを斬った前後の記憶が曖あい昧まいだ。しかし、ここ数ヶ月で彼女を斬ざん殺さつした瞬間のことだけははっきりと思い出した。

「う、うーん……ロウが言うなら間違いないんでしょうけど」

　クロウは頷うなずく。再会したヒョウカとは、軽く剣も交えているのだ。剣のクセも間違いなくヒョウカのものだった。勘違いや別人ということは百パーセントあり得ない。

「……師匠は、第一の扉で待ってる」

「扉で……？」

「俺ともう一度斬り合おうって腹だ。剣神になるために必要なのか、それとも剣神になったあとで必要なのか、わからねぇけどな」

「また……ヒョウカと斬り合おうっていうの？　あの最強の剣聖と……！」

「実は剣聖はラーシュが継いだんだがな。どっちみち、師匠が最強であることに変わりはねぇか」

「なんかもう、いろいろ起こりすぎてどうしたらいいのか……」

　セフィは、リアクションに困っているようだ。真実を知って時間が経たっているクロウでもまだ混乱しているのだから、無理もない。

「わ、わからないけど……ロウ」

「なんだ？」

「あの車、ちょっとかっこいいわよね」

「は？」

　セフィは、いきなりなにを言い出しているのか。

「今しかチャンスはないし……実は興味あったのよ。ロウ、付き合いなさい」

　セフィは、クロウの返事を待たず、欄干から降りると車のほうへと歩き出した。

　わけがわからなかったが──クロウは彼女の後ろをついていく。なんとなく、揺れるスカートからのぞく太ももを眺めながら。







「いえーいっ、やっほーうっ！」

「ぎゃあああああああああああああああああっ！」

　真まっ赤かなオープンカーが高速でスピンし、甲高いブレーキ音を響かせてストップした。

　地面にはタイヤ痕あとが刻まれ、車体の下からは煙が上がっている。

「し、死ぬかと思った……」

「なによ、おおげさね。楽しかったじゃないの」

　セフィは、ハンドルをぽんと叩たたいて嬉うれしそうに言った。クロウにはおおいに反論したいことがあった。

　とにかく、セフィの運転は荒かった。たちまちドリフトまで覚えたのはいいが、なんでもないカーブまでドリフトで曲がり、無意味にスピンターンを決めたがる。

　助手席に座っているのが頑丈なクロウではなく日ひ奈な子こだったら、間違いなく失神していただろう。

「ハンドルを握ると性格が変わる奴やつって本当にいるんだな……」

「失礼な。一度も事故らなかったじゃない。初めてでこれは、なかなかでしょ」

「……考えてみりゃ、剣を握ってるときもこんな感じか」

「余計に失礼ね……」

　クロウは発言を訂正するつもりはなかった。急いでシートベルトを外し、車外に出た。

「ああ、生きてもう一度地面を踏めるなんて……！」

「だから大げさだっていうの。あー、でもちょっと冷えたわね」

　セフィも車から降りて、ぶるっと身体からだを震わせる。彼女は動きやすさを優先してコートなどは着ずに、学院の制服だけだ。

　クロウも黒いセイバーズ制服のみである。寒いことは寒いが、気温のせいというより、セフィの荒い運転のせいで背筋まで凍らされたからだ。

「とりあえず、中に入りましょう」

　セフィは車内から大きなビニール袋を取り出し、歩いて行く。

「ん……？」

　クロウはそのときになって、ようやくここがどこなのか気づいた。

　見慣れた校門──剣の学院だった。

「セフィ、なんでここに……？」

「どうせ、ここも無人よ。問題ないわ」

　セフィは、さっさと行ってしまう。クロウはやむなく、彼女の後ろをついていく。

　校内は、それほど荒れてはいない。志願してパトロールに参加している生徒たちがたまに出入りしているのかもしれない。

　しかし、今日きようは完全に無人のようで人影はまったく見当たらなかった。

「ここに来んのも久しぶりだな……」

「ロウは、剣けん華か祭さいの日が最後だったものね……ごめんなさい」

「セフィが謝ることじゃねぇよ」

　クロウは、苦笑する。

　剣華祭の日、襲撃してきた八やツ首くびの蛇が日ひ奈な子こを傷つけて逃走した。怒りに駆られたセフィが蛇を追いかけて学院を飛び出し、クロウも後を追い──それから、シルフィに危険視されてお尋ね者になってしまい、二度とここに戻ることはなかった。

　きっかけはセフィかもしれないが、クロウが追われる立場になるのは時間の問題だった。はっきり言って、クロウは恨むどころかすっかり忘れていた。

「あ、いや、待てよ？　俺おれの学校生活が台無しなんだしなあ。これは、セフィに身体からだで返してもらって──」

「そうよね、謝ることじゃないわよね」

「……ちぇっ」

　調子に乗り始めたクロウに、セフィが素早く釘くぎを刺した。

「ああ、あそこに入ってみましょう。ちょっと身体冷えてるしね」

　セフィは、道の先に見えてきた建物に向かっていく。

　そこは、生徒が講堂と呼んでいる建物で、剣の訓練に使われる。

　この学院で、クロウとセフィが再会した場所でもあった。







　広い講堂は、外よりも冷え込んでいるように感じられた。

　板張りの床は凍るように冷たく、灯あかりもついておらず、曇っているせいで窓から差し込む光が弱々しく、薄暗い。

　いつもは、学院の生徒たちが稽けい古こに汗を流し、活気に溢あふれていた場所がすっかりさびれてしまっている。

「ほら、ロウ」

「っと」

　セフィは、壁に立てかけてあった数本の木ぼつ剣けんから一本取って、クロウに投げてきた。さらにもう一本、木剣を手に取る。

「木剣か……なんか、なつかしささえ感じるな」

　クロウは木剣をぎゅっと握って、思わず笑ってしまう。

　授業ではこの木剣を振るい、学院のトーナメントやお祭り騒ぎのバトルロイヤルでも使った。ソーディならともかく、人間ならば木剣の一撃で即死する。クロウにとっては、学院生活は命懸けだった。

「それじゃ、やりましょうか」

「は？　エロいこと？」

「なんで木剣を持ってそんな発想になるのよ!?」

「いや、木剣を使って特殊なプレイとか……」

「プレイって言うな！　あんたマジで頭腐ってるわね！」

「どわっ」

　クロウの前髪を、セフィが振るった木剣の先がかすっていく。髪の毛が数本、空中に舞った。ソーディのパワーならば木剣でも斬きることは可能なのだ。

　セフィは止まることなく木剣を振るい続ける。クロウはその場で、上半身だけを動かして猛攻をかわす。

「なんだよ、いきなり！　せっかくのお出かけなのに、また稽けい古こかよ！」

「遊びよ、遊び！　本気だったら真剣使うわよ！」

「もっと楽しい遊びがいいなあ……」

　ぼやきながらも、クロウは冷静にセフィの太た刀ち筋すじを観察していた。彼女の剣はほとんど毎日のように見ているが、着実に成長を重ねているようだ。

　扉の巫み女この力という切り札だけに頼らず、自身の剣を磨き上げている。

「初めてここでやり合ったときは、あんたには手も足も出なかったわね」

「あー、そういや。Ｔシャツとスパッツ姿はよかったな。薄いＴシャツを押し上げる胸のふくらみと、太ももと尻しりにぴったりフィットしたスパッツが……」

「そんなの忘れなさい！」

　ひときわ鋭いセフィの剣が、クロウの首筋をかすめていく。風圧だけで首がへし折れそうなほどの勢いだ。

　あまり遊んでるとヤバイな──

　クロウは、両手で握っていた木剣をいきなり手放し、セフィに向かって踏み込んだ。

「えっ？」

　成長しているのはセフィだけではない。クロウもまた、無想ムソウでなくとも瞬しゆん絶ぜつの法を使えるようになっている。もっとも、無想なしでは不完全にもほどがあるが──

　それでもセフィは一瞬で間合いを詰めてきたクロウに驚き、目を見開いた。振り下ろそうとしていた木剣の太刀筋がわずかに乱れる。

　流ながれ横よこ笛ぶえ──クロウは、いわゆる真剣白しら刃は取りでセフィの剣を止める。しかし、人間のパワーではソーディの剣を素手で止めきるのは不可能だ。

　クロウは古流コリユウの技で一瞬、セフィの剣を止め、斬ざん撃げきの勢いを利用して横に逸そらす。

　以前にもセフィに同じ技を使ったことがあった。そのときは、セフィは剣先を地面にめり込ませてしまったが、彼女は床に剣をぶつける前にぴたりと止めていた。

　返す刀で、セフィは下からクロウの胴めがけて剣を振り上げる。クロウは既に木ぼつ剣けんを拾い上げており、古流で受け流す。

「おおっ、前とは違うじゃねぇか、お姫様！」

「姫は禁止！」

　セフィは一歩下がりながら木剣を大きく振りかぶった。

　ヤバイ、とクロウは即座に気配を察する。プラチナ色の光──扉の巫み女この力を一瞬だけ解放する技だ。

　クロウは意識を心の底に沈めていく。扉の巫女の力には、古流だけでは抗しきれない。

「やっと、あたしにも無想ムソウを──」

　セフィがにやりと笑い、木剣がプラチナ色に輝いた瞬間──文字どおり、木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散った。セフィが握っていた木剣の柄つかまで粉々になっている。

「……おいおい」

　クロウは沈みかけていた意識を引き戻す。無想を発動中に止めることもできるようになっている。

「セフィの力に、木剣じゃ耐えられないか。こいつだってかなり頑丈なんだがなあ」

　クロウは手にしていた木剣を軽く振りながら言った。

「……あたしの星ほし崩くずしって凄すごいのね。七しち剣けんの剣も手がけてる人にお願いしたんだけど」

「そんなおっそろしい剣で何度も斬きりかかられてる俺おれの身にもなれ」

「じゃあ、今度は星崩で──」

　セフィは、ビニール袋と一緒に置いてあった星崩を取り上げようとして──

　ぐーっ、とお腹なかが鳴った。

「あっ……」

「……扉の巫女の力、燃費悪いもんなあ。腹も減るよな」

「うっ……き、記憶をなくして！」

　セフィは顔を真まっ赤かにして星崩を振り上げようとする。

「まっ、待て、落ち着け！　食い物あるんだし、食って落ち着こう、そうしよう！」

「……うう」

　セフィは、耳まで赤くしながら唸うなった。

　時間は、午後一時を回っている。昼食にはちょうどいい頃合いだった。







「んー、たまにはこういう食事もいいわね」

　セフィは、カレーをばくばくと口に放ほうり込んでいる。

　彼女はお姫様で育ちもいいはずだが、食べ方はえらくワイルドだった。

　カレーもごはんもインスタントだ。セフィが持っていたビニール袋の中身は食料だったのだ。剣の学院までの道中の、無人のスーパーで代金を置いて失敬してきた。

　同じく失敬してきた固形燃料と鍋でお湯を沸かして、インスタントをあたためている。

　さらにカップ焼きそばや、みそ汁などもある。

　クロウとセフィは、学院の中庭でレジャーシートを敷き、向き合って食事中だ。少々寒いが、動き回って火ほ照てった身体からだに冷たい風が心ここ地ちいい。

「おまえ、ホントにお姫様らしくねぇよな……」

「姫は禁止って言ってるでしょ。元々、ソーディは粗食にも余裕で耐えられるのよ。でも、うちではあまりインスタントとかは食べさせてもらえなかったのよね……けど、あたしたちくらいの歳としならこういうのを食べるものでしょ」

　セフィはカレーを食べ終えると、カップ焼きそばをずるずるとすすり始める。ちなみに、カレーは既に二杯平らげている。意外と大食いなのだ。

　クロウは、ゆっくりと一杯目のカレーを食べているところだ。彼こそ、長年の山ごもりで粗食にも小食にも慣れている。

「……そういや、のんびり二人きりっていうのも久しぶりだな」

「んぐっ」

　突然、セフィが喉のどを詰まらせる。ごほごほと激しく咳せき込こみ出す。

「おいおい、大丈夫か。ほら、水だ」

　クロウはセフィの背中をぱんぱんと叩たたき、ペットボトルの水を手渡す。

「んっ、んっ……ぷはっ……」

「なにやってんだよ、セフィ」

「……そういうあんたも、その手はなに？」

　セフィは、じろりとクロウを睨にらみつけてくる。そのクロウの手は、片方はセフィの背中に、片方はセフィの胸を撫なで回まわしていた。

　厚い冬服の上からでも柔らかさがよくわかる。素晴らしい弾力に満ちたふくらみだった。

「いや、前と後ろから同時に撫でてやれば、詰まったものも通りやすいんじゃないかと」

「そんなの聞いたことないわ！　ロウは本当に油断も隙すきも──」

　言いかけて、セフィはあきらめたようなため息をついた。

「まあいいわ……もう、あんたのセクハラに文句言うのも飽きたしね」

「……え～、それはそれで燃えないから嫌がってくれないと」

「あんたはあたしにどこまで要求するの!?」

　セフィは、がーっと吠ほえてくる。

「……どこまでなら要求していいんだ？」

「うぇっ……？」

　クロウの反撃に、セフィは頬ほおを染めてのけぞる。意外と打たれ弱いお姫様だった。

「……そ、そういえば二人きりはたまにあったけど……パトロールに出るときくらいだものね。里では誰だれかがだいたい一緒だったし……」

「だよな。あんま一人にならないほうがいいからしょうがねぇけど」

　あとの三人は揃そろってフリーダムなので、すぐに一人になってしまうが、クロウとセフィは極力誰かと一緒にいるようにしていた。

「でも、二人きりになったからって……変なことは……」

「ん？　ちょっと待て、セフィ」

　クロウは、ちょっとした異変に気づいた。顔に、ぽつりぽつりと水滴が当たる。

「うおっ！」

「きゃっ!?」

　一秒も経たたずに、滝のような大雨が降り始めた。悪天候が続く東京ソーディアでは珍しくもないが、クロウも油断していた。

　幸い、食事はほぼ終わっていた。クロウはレジャーシートを素早く畳み、セフィの手を引いて走り出す。

「ああもう、ついてないわ！」

「まったくだ」

　せっかくの二人でのお出かけだというのに。

　クロウはセフィとともに走りながら、自分たちの不運を大いに嘆いた。







　剣の学院の面積は広大で、自然を好むソーディの学校らしく、緑豊かな庭園まである。

　庭園の奥の林に、一軒の家が建っている。プレハブ風の安いつくりではあるが、建物自体はまだ新しい。

　かつて、クロウが暮らしていた家だ。

　元々は、剣の学院に匿かくまわれることになった日ひ奈な子こと、彼女の護衛であるクロウの住居として用意された。そこにセフィが押しかけ同然で住み始め、学院でメイドの真ま似ね事ごとをしていたリンネまで加わったのだ。

　その家も、クロウが政府に追われ、セフィも出奔してからは無人だ。

「あー、もの凄すごい雨だったわね」

「風も出てきたぞ。こりゃ、しばらく帰れないな。あのオープンカー、幌ほろもないクレイジー仕様だからな」

　雨に追われたクロウたちは、飛び込むようにして我が家に戻っていた。幸い、タオルなどはきちんと仕し舞まってあったので、綺き麗れいなものだった。

　クロウとセフィは居間に入り、タオルで髪や身体からだを拭ふきつつ、窓の外を眺めている。

「まあ、慌てることもないでしょ。里には、ウィニアもリンネもいるし。あそこは東京ソーディアの外れだからか、エイジンも寄ってこないしね」

　セフィは言いながら、制服のブレザーを脱いだ。たっぷり水を含んでいるようだ。白いブラウスも濡ぬれていて、ピンクのブラジャーが透けている。

「ふむ……今日きようはピンクか……」

「は？　ピンクって……って、こらぁ！　なに見てるのよ！」

「見たいだけならブラウスを脱がしてる！　透けブラにも趣おもむきがあるから見てるんだ！」

「わけのわからん開き直りをするな！」

　セフィは顔を赤くして、胸元を両手で隠す。

　金色の髪からぽたぽたと滴しずくを垂らし、全身びしょ濡れのセフィは、いつもと違った色気がある。

「はー、もう。水は出るし、ガスも点つくみたいだから、お風呂入ってきなさい。風か邪ぜ引いてエイジンに殺されたくないでしょ」

「セフィは入らないのか？」

「そんなオチが見えてることはしないわ……」

　セフィは、じろりとクロウを睨にらんでくる。おまえは覗のぞくだろうと、その目が雄弁に語っている。

「あたしは頑丈だからいいの。さっさと行きなさい。ちゃんとお湯を張ってつかるのよ」













「はいはい」

　クロウは頷うなずき、風呂場へと向かう──が、居間を出る寸前に足を止めた。

「……？　なに、ロウ？」

「いや、まあ、なんつーか……」

　クロウはセフィに背中を向けたまま、歯切れ悪く言った。

「連れ出してくれて、ありがとうな。一人で悩んでると……やっぱキツイし」

「……たまには、ロウも素直になるのね。あんただってツンデレじゃない」

「欲望には素直なんだけどな」

「そういう余計なことを言わないの。まあ……ロウが悩んでるなんて、らしくないもの」

「だよなあ。そういうキャラじゃねぇよな」

　クロウは振り返り、セフィの顔を見つめてにっこり笑った。

　このデートでクロウの迷いが消えたわけでも、ヒョウカと戦えるのかという疑問に答えが出たわけでもない。

　しかし、少しだけ心が軽くなったような気がする。

　セフィの気遣いに感謝しつつ、クロウは今度こそ居間を出た。







「はーっ」

　クロウは肩まで湯船につかり、大きく息を吐いた。

　太陽の乙おと女めの里にある温泉もいいが、我が家の風呂も同じくらい悪くない。

　クロウたちの家はセフィが建築に一枚噛かんでいただけあって、彼女が快適に暮らせるように設計されている。家は狭いが、風呂は広い。ゆったり足を伸ばして入浴できる。

　冷えていた身体からだに、お湯のあたたかさが染み渡っていく。

　確かにセフィの言うとおり、こんなところで風か邪ぜでも引いたらバカらしい。風呂に入るのは正解だった。

　それにしても──と、クロウは思う。

　まるで夢のような時間だ。一度は別れを覚悟したセフィと、こうして二人きりでいられるなんて。

　ヒョウカのことは、クロウの心に暗い影を差している。おそらく、もう一度彼女と会うまでこの影は消えてくれないだろう。

　それでも、セフィがいれば。あの素直になれない、可愛かわいい女の子と一緒にいれば。

　セフィのそばにいる間だけは、ヒョウカのことも忘れられる。一時だけでも心が軽くなるのはありがたいことだった。

　クロウには──決して口に出したりはしないが、辛つらいことが多すぎた。

　ヒョウカを斬きったことから始まり、ブレイズや太たい陽よう教きようとの戦い、マナカとの衝突、そしてソーディ政府に見捨てられ、七しち剣けんたちまで敵に回すこととなってしまった。

　兄弟のように育ったラーシュとも、戦う宿命を背負っている。

　以前は、リンネに弱音を漏らしたこともあったが、今はそうもいかない。辛つらいことが多いのはクロウだけではないのだ。

　セフィも日ひ奈な子こもリンネもウィニアも、イシュトや七しち剣けんたちですら運命に振り回されている。

「俺おれだけが迷ってられねぇよな……」

　クロウは、両手でお湯をすくって顔にばしゃりとかけた。迷いを断ち切らなければならない、それはわかっているのに覚悟が決まらない。

「……あの」

「ん？」

　出入り口のガラス戸の向こうに、人影が見えた。

「ロウ、ちょっといい？」

「いいって……なにがだ？」

　クロウが聞き返したのと同時に、ガラス戸ががらりと開いた。

　そこには、バスタオルで身体からだの前を隠した、全裸のセフィが立っていた。

「いや、バスタオルは外せよ」

「いきなりそれ!?　もっと驚いたりとかしないの!?」

　セフィはぎろりとクロウを睨にらみながら、風呂場に入ってくる。

「つーか、なんだこれ？　夢か？　俺が剣の学院に入ったのも夢の出来事なのか……？」

「そんな昔まで遡さかのぼるほど衝撃的なの……？　いいから、黙ってなさい」

「じゃあ、黙ってじーっと見てる」

「見るなっ！」

　などと軽口を叩たたきつつも、クロウは割と驚いていた。師匠の教育のおかげで平常心を保つのは得意だが、これはけっこうな異常事態である。

　最近はそこそこ大胆になっていたとはいえ、セフィがまさか全裸をさらけ出すとは。

「いい？　絶対、見ないでよ。見たら、このお風呂場ごと壊すから！」

「……はぁ」

　クロウが小さく頷うなずくと、セフィはシャワーで身体を洗い流し始めた。まだ身体を隠しているが、つるりとした白い背中や、ぷるんと柔らかそうなお尻しりはほとんど丸見えだ。

　むろん、見るなと言われても無理な相談だ。クロウは横目でじーっとセフィの肢体を見つめ続けている。

「ふう……お湯が気持ちいいわね。そういえば、シャワーは久しぶりだわ」

　セフィは、うっとりしている。太陽の乙おと女めの里には、温泉はあるがシャワーはない。年頃の女の子に、シャワーなしの環境は厳しかっただろう。

「はぁ、気持ちよかった。えーと……」

　セフィは、湯船に身体を向けると、もじもじし始めた。耳まで真まっ赤かになっている。

「……つかれば？　二人が入れる広さはあるぞ。シャワーだけじゃあったまらないだろ」

「う、うん……そうね」

　この家に住んでいた頃は、セフィと日ひ奈な子こはたまに一緒に入っていたようだ。クロウは男だが、鍛えている割に身体からだつきは意外と細い。華きや奢しやなセフィとならば、問題なく一緒に入れるだろう。

「お、お邪魔します……」

　セフィはしつこくタオルで身体を隠したまま、湯船をまたいで中に入ってくる。

　クロウの目の前に、セフィの白くて柔らかそうなお尻しりが現れる。今すぐにでもしゃぶりつきたくなるような、美お味いしそうなお尻だった。

「…………っ」

　クロウは、ぐっと我慢する。ここで襲いかかるのはまだ早い。いや、襲うというと人聞きが悪いが。

「で、でもやっぱり二人だと少し狭いわね……」

　セフィはクロウに背中を向けて、お湯に身体を沈める。足を伸ばしてつかっているクロウの太もものあたりに、セフィのお尻が当たる格好になった。

「ふあっ！」

　突然、セフィの身体がびくんと跳ねる。

「な、なんだよ」

「び、びっくりしただけ。もうちょっと後ろに詰めなさいよ」

「無む茶ちや言うな。これ以上身動き取れるか」

　一応、これでもクロウは変なところがセフィに当たらないように気を遣っているのだ。これ以上の配慮を求められても困る。

「も、もう……しょうがないわね……」

　セフィは、わずかに身体を傾けてクロウに体重を預けてきた。彼女は背中まで柔らかく、クロウの胸にしなやかな感触が伝わってくる。

「はぁ……あったかい……」

「あっ、硬い？」

「ど、どこも硬くなんて──って、あんた、あたしをからかってるでしょ！　こっちはドキドキしてるのに！」

「あのな、俺おれだって平常心じゃねぇぞ」

　全裸の女の子と密着して入浴中なのだ。いつも平常心を心がけてるといっても、これはさすがに別の話だろう。

　それにしても、これは……。

「ふう……ねえ、ロウ」

「え？　ああ、うん？」

　どうやってセクハラしようか考えていた、などとは言えずにクロウはしどろもどろに答える。

「難しいこと考えるんじゃないわよ。考えたってどうにもならないことは特によ。あたしだって、そうしてる」

「…………」

　セフィはさらに体重をクロウに預けてくる。その小さな頭がクロウの唇に当たる。

　確かに、セフィも考え込まないようにしているのだろう。四よん将しようの姫君という立場でありながら、行方ゆくえをくらまして政府のお尋ね者であるクロウとともにいるのだ。自分の将来を台無しにするような行動だ。

「あたしの……このあったかさを覚えてなさい。難しいことを考えそうになったら……」

　セフィは、狭い湯船の中で身体からだをくるりと反転させ、クロウと向き合う。

　タオルは既に外れていて、澄んだ湯の中で、セフィの大きな二つのふくらみが浮かんでいるのが見えた。

「お、おいセフィ……」

「あたしの柔らかさも……思い出しなさい」

　そう言うと、セフィは正面からぴったりとクロウにくっついてきた。二つの胸とその先端の感触が、クロウの身体に直接伝わってくる。

「だ、大サービスよ。ありがたく思いなさい……」

「……セフィもすっかりデレたな」

「ば、ばか……」

　クロウは、優しくセフィの頭を抱き寄せる。

　二人は頬ほおをぴったりくっつけ、湯船の中でしっかりと抱きしめ合う。

「ロウ……あたし、ずっとこうして……」

「待て、セフィ」

　クロウは、ふと横を向き、セフィの唇に人差し指を当てた。

「え……？」

「……招かれざる客かな？　ま、そいつは俺おれたちも同じか」

　きょとんとしているセフィに、クロウはにやりと笑ってみせた。

「残念だけど、ここまでみたいだな。ま、最後に」

「ひゃうっ！」

　クロウは、両手でぐにぐにとセフィの胸を乱暴なくらいに揉もむ。柔らかくボリュームたっぷりの感触が、手に伝わってくる。

「ふあんっ、あっ、ちょっ……いきなりっ、あんっ……！」

「まあ、セクハラしないと俺じゃねぇだろ」

「ほ、本当に……ばか……」

　セフィは、恥ずかしさのあまりか涙目になってクロウを睨にらんでくる。

　そんな顔も可愛かわいいと思ってしまうあたり、クロウはとっくにセフィに参ってしまっているようだった。







　風呂から上がり、素早く身支度をしてからクロウとセフィは居間へと向かった。

　室内に入ると──

「そう慌てなくてもよかったのに。髪が濡ぬれてるじゃないか」

　居間の窓際に、一人の女性が立っていた。

　金色のショートカットに、軍服に似たスーツ──

「シルフィ様……!?」

「姉上！」

　セフィが、星ほし崩くずしの柄つかを握り、さっとクロウの前に立つ。

「やあ、クロウ。それに……」

　シルフィはにっこり笑って、両手を軽く挙げた。

　そして──

「セフィたん！」

「ぎゃーっ！」

　いきなり飛びつくようにしてセフィを抱きしめた。

　クロウは、どうしたものか瞬時に判断できなかった。シルフィは、嬉うれしそうに妹の身体からだを抱きしめ続け──

「はーっ、やっとセフィたん分を補給できた。いやあ、長かったなあ。姉というのは、たまに妹を抱きしめないと生きられない生き物なんだよ」

「初耳ですね……」

　クロウは呆あきれつつ言った。

　そこでようやく、シルフィがセフィの身体を解放する。

「あ、姉上。いったい、なんなんですか。いきなり現れたと思ったら……」

「そんなにおかしなことかな？　長い家出中の妹に、姉が会いに来るというのは？」

　シルフィは、再び窓際に移動して、ぱちりと片目をつぶってみせた。

「あ、あたしは……帰るつもりはありません」

「そう警戒しなくてもいい。君を強引に連れ戻すのは、残念ながら私には無理だからね。扉の巫み女この力を使い始めた君をどうこうできる者は、おそらくこの世にいない」

「だ、だったら……目的はロウですか？」

　セフィは星崩から手を離しつつも、再びクロウをかばうようにしながら言った。

「まあ、そう慌てずに。クロウ、君も警戒する必要はないよ。そもそも、今の君を殺せる手て駒ごまを、私は持ってない。ローミスとレーミスでは君にはかなうまい」

　そういえば、とクロウは気づく。

　いつもシルフィに影のように寄り添っている双子剣けん姫きの姿がどこにもない。

「双子は連れて来てないよ。正真正銘、私一人だ。ここまで自分で運転して来たんだよ」

「……学院を張っていたんでしょう？　だから、あなたがここに来た」

　クロウはそう言いつつも、学院には一切人の気配がないことは確信していた。だが、見張りを立てなくても、監視カメラを置けば済むことだ。

「君かセフィが現れる可能性はあったからね。もっとも、今さら現れるとは思ってなかったが。どういう風の吹き回しかな？」

「こっちにもいろいろあるんですよ、シルフィ様」

「ふむ……意外、いやそうでもないか。クロウ、君が斬きりかかってくる展開も考えてはいたんだが」

「まさか。俺おれが空爆された程度で美人を相手に怒るわけがないでしょう」

「ははははっ、君はそういう奴やつだったな」

　シルフィは、ぱんぱんと手を打ち合わせて笑う。

「遺恨を忘れろ、とは言わないよ。こちらもまあ、思うところがないでもないが……」

　じろり、とシルフィはクロウとセフィを頭からつま先まで眺める。

　二人とも髪は濡ぬれていて、どこからどう見ても湯上がりだ。妹が男と一緒に風呂に入っていたなど、重度のシスコンであるシルフィには許し難いはずだ。

「まあ、いい。おあいこということにしておこう」

「……そうですね」

　空爆と、女の子との入浴が釣り合うかどうかは判断の分かれるところだろう。

　しかし、クロウもここで恨み言をいうつもりはない。

「まずは、こちらの現状を話しておこうか。私は、今は四よん将しようの代行を務めている。東京ソーディアでの現地指揮官も兼ねてるんだ」

「それは、けっこうな出世ですね……って、代行？」

「ああ、うちの母が倒れたのでね。その代わりだよ」

「は、母上が……!?　姉上、母上はどうされたんですか!?」

　黙っていたセフィが口を挟んでくる。

「心配はいらないよ。ちょっと体調を崩したって程度だ」

「……このタイミングで？　ずいぶんとシルフィ様に都合のいいことですね」

　クロウも黙っていられず、姉妹の会話に割り込む。

「ふふ、カンがいいね、クロウ。実は、そういう裏工作が得意な男がいてね」

「姉上っ！　あなたはまさか!?」

「得意、と言っただろう。空の扉の事件が解決するまで、長くて半年くらいかな。ちょうどそのくらいの期間、体調を崩してくれるように調整してもらった。その後は、これまでどおり元気になられるさ」

「なっ、なんてことを……」

　セフィは、ぶるぶると肩を震わせている。今にも、また星ほし崩くずしの柄つかに手をかけそうだ。

　クロウは、すっとセフィの前に出た。さりげなく彼女の手に触れて、剣を抜かないように制する。

「シルフィ様、あなたらしいような、らしくないような強引な手ですね。黙っていても四よん将しようの座は転がり込むのに、なぜですか？」

「今がチャンスだからだよ、クロウ」

　シルフィは微笑して、肩をすくめる。

「空の扉の開放、エイジンの出現、東京ソーディアからの全市民の避難。これほどのビッグ・イベントは私が生きている間にはもう二度と起きないだろう。私にはね、やるべきことがあるんだよ」

「姉妹で結婚できるように法改正でもするんですか？」

「はははっ、それもいいな！　いやあ、まったく思いつかなかったよ。クロウ、君はやっぱり頭がいい」

「どうも」

「ふふ、ついでに言うと他の四将の皆様は避難済みだ。彼らには、おとなしくしてもらっている」

「つまり──あなたの独裁状態ということですか？」

　クロウは、思わず舌打ちしそうになった。この聡そう明めいではあるが、強引な政治家が全権を一手に握るなど、あまりに危険すぎる。

「エイジンが駆除されて空の扉が閉じればそうもいかないだろう。だから、今のうちにせっかくの権限を利用させてもらう」

「いったい──なにを？」

　クロウが質問すると、シルフィは腕組みしてにやりと笑った。

「不死鳥さ」

　そして、シルフィは彼女が立案した──〝不死鳥計画〟を語り始めた。

　不死鳥計画とは、単純に言えば秩序の破壊と──再生。

　一つは、四将制度の廃止。国の頂点に立つ者が四人もいるなど、物事を決定するにはあまりに不向きだ。

　議院内閣制を定め、あくまでトップは総理大臣一人とする。

「それに、ソーディと人間の差別体制。これも無意味だ。政治力なら、ソーディと人間に差違はないからね。戦闘ですら、これだけ兵器が発達した現在、もはやソーディに優位性はない。八やツ首くびの蛇のような存在は例外だが、七しち剣けんですら戦力としては絶対的とは言えないだろう」

「蛇はもういませんしね……」

「そう、いない。あの死し剣けん使つかいの少女、リンネが倒したらしいね」

「ジーネルがいたからですよ」

　クロウは、余計なことだと思いつつも付け加える。あの剣けん王おうの命を懸けた戦いを無視してほしくなかった。

「ああ、自由剣けん士し団の指揮官である剣けん王おうを失ったのは痛手だったよ。おっと、続きだね」

　シルフィはさらに説明を続ける。

「あとは些さ末まつなことだがね。ブレイズや太たい陽よう教きようなどの不穏分子の排除と、あとは計画推進の財源としてソーディアの資源を利用したいところだ」

「……待ってください。あなたは、扉を閉じるつもりはないんですか？」

「開いていてもそれほど問題はないだろう？　エイジンが出てくるくらいだ。奴やつらは、こちらの戦力で殲せん滅めつできるよ。むしろ、エイジンの駆除を口実に軍の増強も可能だ。悪いことはなにもない」

「この東京ソーディアが……ソーディアみたいな地獄になるんですよ？」

　クロウは、シルフィを睨にらみつける。ソーディアを救うために命を賭としてこちらの世界にやって来た少女がいる。彼女の献身を踏みつけられたような気がしたからだ。

「地獄にはしないさ。ああ、ブレイズや太陽教はできれば根絶やしにしたいが、なんなら生かしてもいい。太陽教はたいした脅威でもないし、ブレイズはエイジン殲滅の役にも立つだろうからね」

　エイジンを駆除し、太陽教やブレイズにも希望はある。それは悪い話ではないが──

「シルフィ様。破壊と再生……本当にそんなことができると？」

「やるんだよ。今しかないんだ」

「あなたは、もっと理性的な人かと思ってましたよ。四よん将しようの後継者として、危険分子を抑え込んで、平和を維持するのが目的かと」

「平和のためなら空爆も辞さないって？　ふふふ」

　シルフィは、意味ありげに笑った。

「私はね、智ち将しようラナフィの再来などと呼ばれている」

「あなたの曾そう祖そ母ぼは、そりゃあ賢い人だったらしいじゃないですか」

「むろん、光栄なことだよ。だがね、私はラナフィ様がつくったこの国をそのまま継ぐつもりなどないんだ。この国の多くのことが、七十年前とは変わってしまった。いや、ここ数ヶか月げつで変わったといってもいい。状況が変われば国も変えるべきだ」

「俺おれには、そんなでかい話はわかりませんよ」

　クロウはどれだけ強くとも一介の剣士だ。

　国の行く末にまで興味はないし、そもそも関かかわったところでなにもできない。

「でも、シルフィ様──不死鳥計画？　正直、正気とは思えませんよ」

「はは、国を変える者は狂気に冒おかされてるものさ。一片の狂気もなく、冷徹に理性的に国を変革した者など、かつていたのかね？　ラナフィ様も、異世界に攻め込み、異世界の国を丸ごと一つ占領し、ともに戦ったブレイズを粛清するという狂気を実行しただろう」

「……ラナフィ様を継ぐ気はないって言いませんでした？」

「これは、たとえばの話さ。そう、私は狂気に駆り立てられて動いている。そして、それは実行するギリギリまで見せなかったというだけさ」

「…………」

　クロウは、シルフィをようやく理解しつつあった。

　自分の狂気を認めているあたり、まだ充分に正気は残っている。

　それでも、以前のシルフィと今の彼女が言っていることにちぐはぐさを感じるのは、狂気のせいか。

「私は、まともではないのだろう。他人から見れば恐るべき化け物かもしれない。でもね、クロウ」

　シルフィは、ゆっくりとクロウのそばへと歩み寄ってくる。

「一つ、正直に言おうか。私はね、君が恐ろしいんだよ、クロウ。この世界のなによりも恐ろしいといっていい」

「は？　俺おれみたいなただの人間を、ソーディの頂点に立つあなたが？」

「君に比べればエイジンなど可愛かわいいものだ」

　シルフィは、唇がくっつきそうなほどクロウに顔を寄せる。

「クロウ、ソーシャを倒したそうだね？」

「ええ、まあ。あの姉ちゃんは無事ですか？」

「むろん。彼女は貴重な天才剣けん士しだ。ソーディ政府が全力で彼女を生かしてきた。これまでも、これからもね。だが……君は既にマナカ、アミラル、ソーシャの三人の七しち剣けんを倒している。信じがたい話だよ。いくらヒョウカに育てられたとはいえ、人間の君が七剣を倒すとは。もうマグレでもなんでもない。君は、七剣に匹敵する剣士となった」

「そんなに褒められても、妹さんは返しませんよ」

「おや、それは残念」

　クロウのすぐ前で、シルフィの整った顔に笑みが浮かぶ。

「取引をしないか、クロウ？」

「は？　なんですか、そりゃ？」

「君はソーディの市民権をほしがっていただろう。そもそも、この学院に入学した理由もそれだったはずだ」

　ヒョウカにも言われた話だった。剣の学院を卒業すれば、ソーディの市民権の象徴である〝短剣〟が与えられるのだ。

「人間への差別の撤廃は多少時間がかかるだろう。だが、今の私ならすぐに短剣を与えてやることができるよ」

「……ありがたい話ですけど、俺の夢はもう変わっているんです」

　クロウは、腰に差したルシェの柄つかをぽんと叩たたいた。

「俺は剣に生きてやろうって決めちまったんですよ。師匠に鍛えられ、いろんな剣士と斬きり合って──目指すものが見えたんですよ」

「剣神、か」

　シルフィは、ぼそりとつぶやいた。

　クロウは意外に思わなかった。ヒョウカが目指していたものを、その友人だったシルフィが知っていても不思議はない。

「だけどね、クロウ。それはヒョウカの夢だ。ヒョウカにとって、君は剣神を目指すためのただの駒こまでしかない。いや、踏み台といっていい」

「ロウを駒にしたのは、姉上よ……！」

「おや、手厳しいな、セフィ」

　シルフィは、苦笑を浮かべる。

「姉上の言ってることは……空の扉が開いてることを前提にしてるわ」

「当然だろう。この異常事態が続いてくれなければ、私の天下も終わりだからね」

「姉上は……ヒナを、桜さくら井い日ひ奈な子こを利用するつもりですね。ロウとの取引って、要するにヒナを差し出せってことでしょう？」

「……彼女がセフィの親友なのはわかってるよ。だけど、桜井日奈子は貴重な存在だ。扉をどうするにしても、いつでも閉じられる体制にしておけば、不測の事態にも対処できるからね。我らの手元にいてくれなくては困るんだよ」

「それは、姉上の都合だわ！」

　セフィは、またクロウを押しのけるようにして前に出た。

「ヒナは誰だれにも利用させないわ。ヒナのことはヒナ自身で決めるべきなのよ。たとえ姉上でも、あの子は渡さない！」

「……セフィ。しばらく見ない間に成長したようだね」

　シルフィは、セフィの剣けん幕まくにも驚かず、むしろ嬉うれしそうだった。

「あたしは、ヒナやリンネ、ウィニアたちと一緒に生きる。ロウの隣で剣を振るう。それが、あたしの望みなんです、姉上」

「私や家族と離ればなれになるとしてもかい？」

「あたしは、剣で生きていくんです。すべての決着がつくまで、剣を振るい続けます」

「……そうか」

　シルフィは、ゆっくりと歩き出す。

　クロウたちの横を通り抜け、居間の扉をくぐる。

「私の不死鳥は既に動き出している。セフィ、妹が相手でも邪魔をするなら容赦はできない」

「はい……姉上……」

　クロウは、セフィの目がわずかに潤んでいることに気づいた。

　強気な態度を取ってはいても、セフィにとってシルフィは尊敬する姉だった。彼女に敵意を向けることは──どれほどの覚悟が必要だったか。

「クロウ、君とも話ができてよかった。だが、最後に忠告だ」

「……なんですか？」

「ヒョウカのところへ行くのだろう？　だが、その前に立ちはだかる者がいる」

　シルフィは、クロウたちに背中を向けたまま言った。

「君の終わりは──きっとそこにある」

「……俺おれが死ぬってことですか？」

「私の見立てではね。君が彼女を倒してくれたら嬉うれしいが、希望的観測を仕事に持ち込まないことにしてる」

「そいつが誰だれか知りませんが……俺は人生に希望的観測を持ち込みまくってますよ」

「ついでに正直に言うと、私は君が少し羨うらやましいよ」

　表情は見えなかったが、シルフィは笑ったようだった。

　それから彼女は振り向きもせずに、家から出て行く。

「……姉上」

　セフィは肩を落としている。やはり、姉とはっきり敵対してしまったことがこたえているようだ。

「ねえ……ロウ。姉上、大丈夫なのかしら。エイジンが出るかもしれないのに、一人で帰るなんて……」

「あの人は運任せで行動する人じゃねぇよ。俺に斬きられるかもしれなかったのに、ここに来たのも考えがあったんじゃないか」

「……そうよね。姉上だものね」

　クロウは、セフィの肩にぽんと手を置いた。

「シルフィ様は大丈夫だ。でも……ありがとうな、セフィ」

「え？」

「おまえを見てて……覚悟が決まった。セフィは、勇気を振り絞ってシルフィ様に逆らったのに、俺はいつまでもうじうじしてて」

「ロウ……」

　セフィは、じっとクロウの目を覗のぞき込んでくる。

「俺もとっくに決めてたはずなのにな。剣神を目指すって。そのために師匠と戦わなきゃならねぇなら、戦うさ。あの人とやり合うなんて、怖いけど……戦いたくねぇけど……それでも、決めたことだからな」

「うん……」

　セフィは頷うなずき、それからクロウはセイバーズ制服の左ひだり袖そでをめくった。

　そこには、剣と植物のつるを記号化した紋章が刻まれた、白い腕輪がはまっている。

　剣けん聖せいの継承印コード──ラーシュが剣聖を継いだ今、既に無用の長物だ。しかし、外すこともできず、二ヶか月げつもそのままにしていた。

「師匠との絆きずな……もう、必要ないな」

　クロウは腕輪を外し、近くの棚の上に置いた。

「……いいの？」

「ああ。もう、いいのさ」

　クロウは言ってから、ふと思い出す。

　もうこの継承印コードは置いていく。だが、一つここから持っていくべきものがあった。

　それを回収して──

「帰ろう、セフィ。みんなが待ってる」

「うん、行くのね。第一の扉へ……ヒョウカが待っている場所へ」

「ケリをつけよう。みんなでな。日ひ奈な子こもリンネもウィニアも、一緒に来てくれるよな」

「たぶんね」

　セフィは、くすりと笑って言った。

　クロウはセフィに頷うなずいて、ぐっと拳こぶしを握り締めた。

　太陽の乙おと女めの里に帰り、日奈子たちとともに──決戦の場へと赴く。

　既に時は来ているのだ。

　ヒョウカがその夢を叶かなえるために、クロウとの戦いを望んでいる。

　シルフィもまた、不死鳥を羽ばたかせる。

　クロウたちだけが、ただ閉じこもっているわけにはいかないのだ。今行かなければ、決着をつけられない。

　最後の戦いが──待っている。






　　　　３章　決戦の地へ






　凍えるように冷たい風が、丘の上を吹き抜けていく。

　クロウが着ている真まっ赤かなコートの裾すそが風をはらんで揺れている。

　そのコートは、かつてクロウが斬きった剣けん将しようマナカが遺のこしたものである。

　剣将との激戦の後、クロウは気を失ってしまった。クロウに斬られつつもまだ息があったらしいマナカが、彼を自分のコートの上に寝かせていたのだ。

　そんな余裕があれば、クロウを斬ることもできただろうに──

　クロウは、そのマナカのコートを預かり、自室に保管してあったのだ。それをセフィとの剣の学院行きで回収してきた。

　幸い、マナカには大きめのサイズだったコートはクロウにぴったりだった。

　剣神に届きかけたマナカが着ていたコートをお守り代わりに──というと、言いすぎかもしれない。だが、クロウには不思議とこのコートがずいぶんとあたたかい。

「しかし、目立つコートだよなあ」

　クロウは、コートの胸元を叩たたいて苦笑する。コートは、マナカが局長を務め、クロウも所属していたセイバーズで採用されていたものだ。クロウも以前に同じものを着ていたが、真紅のコートはあまりにも派手すぎる。

「クローには似合ってるのですよ。無駄に目立ちますし」

「……そうかな」

　隣に立っている日ひ奈な子こに、クロウは複雑な表情を向けた。あまり褒められている気がしない。

　日奈子が着ているのは、太たい陽よう教きようの青いシスター服だ。ロングスカートをミニ丈に仕立て直している。太ももが見えていて寒そうだが、動きやすさを優先したらしい。

　肩に担いでいるのは、弓矢が収められた袋だ。

　教徒がつけているベールはかぶらず、羽織っている白いロングコートは彼女の姉である桜さくら井い美み月つきが着ていたものだ。

「お姉さんはアレな人ですけど、コートに罪はないのです。あったかいです」

　などと、日奈子は言っていた。どうやらそれは本心で、コートは防寒のために着ているだけらしい。相変わらず、日奈子は読めない女の子だった。

「それにしても、セフィたちは遅いのです……」

「どこまで行ったんだろうな、あいつら」

　クロウは、丘の向こう──数キロ先にある隆起した大地を見つめる。巨大な城じよう塞さいのようにも見えるそこは、木々が生い茂っている。

　かつて自然公園だったその場所は、もはや見る影もない。

　そして、その上空には真っ黒な亀き裂れつ──第一の扉が開き、黄金の光が差し込んでいる。

　時々、動く影が見えるのはエイジンだろう。丘から見るだけでも数十匹のエイジンがいるようだ。実際の数はもっと多いはずだ。

「気になります。セフィたちは大丈夫なのでしょうか……」

　日奈子はつぶやいた。今、セフィ、リンネ、ウィニアの三人は周囲の偵察に出ている。

　第一の扉を閉じるには、真下まで行かなければならないらしい。そこまでの安全なルートを探しているのだ。いざ、エイジンに遭遇してから逃げ回るより安全──ではあるのだが、セフィたちが心配ではあった。

「まあ、あいつらもこんなとこで無理はしねぇだろ。それより……」

　クロウは、ちらりと日奈子に目をやる。

「？　なんですか？」

「日奈子……おまえ、本当にいいのか？　俺おれについてきちまって？」

「いつもついてきてますよ？」

「そうなんだけど……つーか、俺が一緒に来てくれって頼んだんだけど……今回は本当におまえにとっても命懸けになるんだぞ。空の扉を閉じられるかもわからないんだろ？」

「今までも、よくわからないまま扉を開いたりしてました。閉じることができない理由はないのです」

「やっぱ、ざっくりしてるな……」

「根拠はあるのです。わたしも遊んでばかりだったわけじゃないです」

　日ひ奈な子こはそう言うと、左の手のひらを上へ向けた。

　すると──虚こ空くうに、長さ十センチほどの黒い亀き裂れつが現れた。

「空の扉……？」

「はい、このくらいなら簡単に開けるようになったのです」

「おまえ、いつの間に……」

　クロウは、驚きを隠せなかった。日奈子が太陽の乙おと女めの術を磨いていたのは知っていたが、こんな芸当まで習得していたとは……。

「もちろん、閉じることもできるのです」

　日奈子が、ぎゅっと左手を閉じると、黒い亀裂は弾はじけるようにして消えた。

　確かに、この小さなサイズの扉ならば自由自在に開閉できるようだ。

「わたしも、なにも考えずにクローについてきたのではないのです。第一の扉を閉じるのは……わたし一人では無理ですが」

「……太たい陽よう教きようの五万人が協力してくれるわけじゃねぇからな」

　第一の扉を開いたのは、日奈子だ。しかし、日奈子は彼女のクローンである白いレギオンたちによって強引に術を使わされ、さらに術のエネルギー源として五万人の太たい陽よう教きよう徒との祈りが彼女の身体からだに注がれた。

「セフィは協力してくれます。わたしのサポートに徹すると言ってます」

「そうか……」

　元々、扉の巫み女こは太陽の乙女と対になる存在。扉の巫女が持つ圧倒的なエネルギーを太陽の乙女に与え、乙女はそのエネルギーを使って扉を開く術を使うという。

　セフィと日奈子は、運命に導かれた関係なのだ。

「お姫様がわたしの言いなり……最高なのです」

「…………」

　運命ってなんだろう、とクロウは思わず考え込みそうになった。

「でも、クロー。本当にわたしのことは気にしなくていいのです。これは、わたしの戦いでもあるのですから」

「……ああ」

　日奈子もまた、決意を固めている。セフィが姉に反逆したように、既に日奈子も自分の意志で進む道を見つけているのだ。

「ロウーっ！」

「クロウ様、戻りました、ただいまです！」

　セフィとウィニアが、丘を駆け上ってくる。セフィは剣の学院の制服姿、ウィニアはいつものチュニックだ。

　ちなみにウィニアのチュニックはクロウが斬きってしまったが、彼女は同じ服をいくつも持っている。胸元がエロいので、同じ服装でもクロウには文句はなかった。

　それはともかく、二人ともケガ一つないようで、クロウは安あん堵どする。

「やっぱり、エイジン相手ならウィニアに任せたほうがいいわね。あいつらの習性も知ってるし、安全なルートを──」

　丘を登り切ったところで、セフィはぴたりと足を止めた。

「…………っ！」

　同時に、クロウとそのすぐそばまで来ていたウィニアが空を見上げた。

　今日きようも空は厚い雲に覆われているが、その空に小さな黒い点が見えた。黒点は、瞬く間に大きくなり──

「エイジン！」

　ウィニアとセフィが同時に叫び、二人は素早く愛剣を構えた。

　高高度から、エイジンが隕いん石せきのように高速で落下してきているのだ。クロウの目は、エイジンの姿を捉とらえていた。

　つい先日見た、中型エイジンと姿形はよく似ている。しかし、あれよりもかなり大きい。先日のエイジンは全長十五メートルほどだった。だが、今落下してきているエイジンは、確実に二十メートル以上ある。

「でけぇ……！」

　クロウは、ルシェを抜いたりはしなかった。あれほどの巨体が高速で落ちてきているのだ。無想ムソウだろうと、人間の肉体で受け流すのは不可能だ。

「あんなバカでかいのが飛ぶなよな……！」

　クロウは憎まれ口を叩たたきながら、身を翻して駆け出していた。日ひ奈な子こは、既にウィニアが抱えるようにしてかばっている。

「クロちゃんっ……！」

「うおっ！」

　突然、クロウは柔らかなものがぶつかってきたのを感じた。

　いつの間に戻って来たのか、リンネがクロウに体当たりするようにして、その場から引き離してくる。

「クロちゃん、まだ来るよ！」

「マジか……！」

　リンネに抱きかかえられ、空中を舞いながらクロウは空を見上げた。さっきと同じような黒点がいくつも見えた。それらは、まっすぐにこちらに向かって落ちてくるようだ。

「なんなんだ、あのエイジンども！　俺おれらに恨みでもあんのか！」

「クロちゃん、化け物にもモテモテだね！」

「あんなでかいトカゲにセクハラする趣味はねぇーっ！」

　絶叫するクロウの視界が、墜落してきたエイジンたちが巻き起こした土煙のせいで、真っ黒に染まる。

　次々に衝撃音が炸さく裂れつし、エイジンたちの咆ほう哮こうが響く。

　唐突に、そして否いや応おうなしに戦いは始まってしまった──







「ふーっ、特攻前のいい準備運動になったね」

「……せめて突撃と言え」

　クロウは、かいてもいない汗をぬぐっているリンネにツッコミを入れる。

　二人は、あっという間に数キロを移動し、扉の要よう塞さいのすぐそばまで来ていた。地殻変動は局地的だったとはいえ、要塞の近くにあった建物はほとんどが崩れ、道路にはヒビが入ってしまっている。

　クロウとリンネがいるのは、崩れかけた三階建ての建物の屋上だ。

「あ、ダメだ……三半規管が……目の前がぐるぐる揺れてる……」

　以前にも、クロウはリンネに抱えられての高速移動を体験している。右に左に、上に下にと跳びはねながらの移動は脳が激しく揺さぶられ、意識を保つだけでも難しい。

　戦闘どころか、まだ剣を抜いてすらいないのに、クロウは早くもグロッキーだった。

「もうダメなんだ、クロちゃん。しょうがないなあ」

　リンネは、屋上に座り込んでいるクロウの前で屈かがみ込こむと。

「んーっ」

「…………っ！」

　いきなり強く押しつけるようにして唇を重ねてきた。驚くクロウに、ぐぐぐっ、とさらに唇を押しつけてくる。

「んんんっ……ふうっ、どうだった？」

「な、なにがだ？」

「え？　クロちゃん、死にかけてたから人工呼吸を」

「呼吸は止まってねぇよ！」

　いつものことながら、リンネの行動は突拍子がない。

「ま、クロちゃんへのサービスだよ。ちょっとお休みしてて。周りはボクが見てるから」

　リンネは立ち上がり、扉の要塞へと目を向ける。彼女はいつものクリーム色の長なが袖そでセーターにチェックのミニスカートという、以前に通っていた学校の制服姿だ。

　ブレイズといえども寒いものは寒いらしく、首にマフラーを巻いている。

「しかし、ちょい予想外だったな。エイジンどもが空から降ってくるとは」

「要塞にはエイジンがいっぱいいるみたいだけど、上空から侵入者を見張ってるエイジンもいるんじゃないかな。そこまでして、扉に近づかれたくないのかなあ」

「化け物のくせに、ずいぶんとセキュリティ意識が高いんだな……」

　毒づきつつも、クロウは自分の予想が甘かったことを認めるしかなかった。あれほど手厚い歓迎を受けるとは想像もしていなかった。

「日ひ奈な子こはウィニアがかばったみたいだけど、大丈夫かな」

「あー、逃げるときにちらっと見えたよ。ニアちゃん、あっという間にひーちゃんさらってどっか行っちゃった。逃げながら、エイジンを何体も一刀両断にしてたけど」

「……そりゃすげぇ。ウィニアもたいがいだな」

　セフィより先に、ウィニアが日ひ奈な子こを守ったというのは多少意外ではあったが。

　エイジンへの対処ならば、ウィニアに一いち日じつの長ちようがあるということか。

「セフィちゃんも一人で上う手まく逃げてたよ。エイジンへの対処はもう慣れてるし、たぶん大丈夫じゃないかな」

「そうだな、一人で無む茶ちやもしねぇだろうし」

　ウィニアも、無理にエイジンと戦わず、日奈子を守ってくれるだろう。

「つっても、早めに合流しねぇと。あいつらもこっちに来てるかな？」

「セフィちゃんもニアちゃんもわかってるよ。どうせ移動するなら前に進まなきゃって。目的地は一緒なんだし、大丈夫」

　リンネはそう言って、上空の空の扉を指差した。黄金の光が差し込むその巨大な亀き裂れつは、近くで見ると相当に不気味だった。あの真っ黒な中へ吸い込まれてしまいそうだ。

「あ、ごめん。前言撤回、大丈夫じゃなさそう……ボクらが」

「は？」

　きょとんとするクロウの前で、リンネは愛剣の銀翼ギンヨクを構える。槍やりの両方の柄つかに刃がついたような、奇妙な剣だ。

「来るよ、クロちゃん！　さっきのよりでかい！　正面から一、上から二！」

「大歓迎だな、ちくしょう！」

　クロウが気づくのが遅れたのは、まだ目が回ってるせいだろう。

　またもや上空からエイジンが、高速で落下してきている。正面の要よう塞さいからも、巨大なエイジンの姿が迫ってくる。

「ボクに任せて！　クロちゃんは、ボクのパンチラでも見てるといいよ！」

「おまえは俺おれをなんだと……」

　女の子が怪物に戦いを挑もうとしているのに、そこまでのんきにはなれない。

「いえいえ、死し剣けん使つかいさんも見ていてけっこうですわ」

　突然、正面から迫ってきていたエイジンの身体からだに光の筋がいくつも走った──かと思うと、巨体が一瞬でバラバラになり、地面へと転がった。

「は～、めんどい～、エイジンでっかい～、うざ～」

　のんびりした口調とともに現れた人物が、高く跳躍し、今まさに屋上に着弾しようとしていたエイジンの頭の角つのをがしっと鷲わし掴づかみにする。

「よ～いしょっ」

　角を掴つかまれたエイジンは、強引に落下の勢いを殺され、上空へと放ほうり投げられた。落ちてこようとしていたもう一匹のエイジンと空中で衝突し、轟ごう音おんが鳴り響く。

「もういっちょ～」

　エイジンを放り投げた人物──小柄な少女は、一度着地してから再び跳び上がると、持っていた刃を一いつ閃せんさせ、エイジンの頭を粉々に砕いた。

「二人とも先走りすぎだ！　まったく、私の言うことなんか聞かないな！」

　またもや、新たな人物が現れる。黒い服装に身を包んだ少女は、ランスのような剣をまっすぐに構え、上空のエイジンめがけて高く跳躍し──

「雷穿ライセン！」

　ランスのような剣がエイジンの口に突き刺さり、さらに頭まで深々と貫く。

「鋼のようなエイジンでも、口の中は柔らかい。最小限の力で仕留めなければ、ここから先の戦いはキツイぞ、二人とも」

　すたっ、と三人目の人物が屋上に着地する。続いて、あとの二人もその横に並ぶ。

「かいちょさん……！」

「……シュナークとリドもかよ！」

　ほんの一瞬で、三体の巨大なエイジンを仕留めたのは最強の七しち剣けんたち──

　剣の学院の生徒会長で、クロウにとっては先輩にあたる剣けん将しようイシュト。ロングの緑色の髪にバレッタをつけ、クロウと同じセイバーズの制服に身を包んでいる。

　薄茶色の髪を三つ編みにし、黒を基調にして金色のラインが入った上着に同じく黒のミニスカートをはき、腰に立派な拵こしらえの剣を差しているのは、絶ぜつ剣けんシュナークだ。

　そして、ネコミミの形をしたフードつきのパーカーを着て、太もももあらわなホットパンツをはいている少女が、竜りゆう剣けんリド。

「一応、我々にも情報は上がってくるからな。扉の要よう塞さいに近づく者がいればわかるんだ」

「はぁ、まあ……あざやかな手際で……」

　クロウは、ぽりぽりと頬ほおをかいた。

「シュナーク、リド。私が先頭に立つと言っておいたのに、思い切り先行してくれたな」

「そうでしたっけ。記憶にありませんわ」

「私はめんどいから、だいたいなんでも聞き流してる～」

　絶剣と竜剣は、イシュトに叱しかられてもまるで素知らぬ顔だ。

「つーか、なんで会長が仕切ってるんだ？」

「ジーネルが死んだからな……七剣を仕切る者が必要なんだ。本来なら、シュナークが適任なんだが……」

「私は、黒幕でいたいのですわ。仕切っても、特別手当が出るわけでもありませんし」

　シュナークは口元に手を当てて、わざとらしく上品に笑う。

「私は、そもそも論外だし～」

　リドは、どうでもよさそうに言った。まったくもってそのとおりだった。ついこの前まで引きこもりだったリドにリーダーなど務まるわけがない。

「そういうわけで、不本意ながら私が仕切ってるんだ。二人とも、私の言うことなどまったく聞いてないがな」

「大変そうすね、会長……」

　クロウは、同情してしまう。クセの強すぎる七しち剣けんたちをまとめるなど、不可能に近い。

「今は三人だけだが……七剣は独自に動いてる。少年、君たちは空の扉を閉じるつもりだろう？　私たちが掩えん護ごする」

「……ありがたいな」

　クロウは頷うなずき、イシュトに近づいて、てきぱきとセイバーズ制服の前を開き、スカートまで脱がせる。白いブラに包まれた薄い胸と、同じ色のパンツがあらわになる。

「……って、なにをしてるんだなにを!?」

「いや、胸を揉もむだけじゃもうマンネリだし……」

「飽きたからって人の服を脱がすな！」

　イシュトが顔を真まっ赤かにして、手で貧乳を隠そうとする。

「しょうがねぇな……じゃあ、揉むだけで我慢しとくよ」

「こ、こら少年！」

「あふっ？」

　クロウは、イシュトとついでにリドを抱き寄せ、二人のかすかなふくらみをもみもみと揉む。小さくても柔らかいし、これはこれで感触は悪くない。

「あっ、んっ……こら、人に見られてるから……やめっ……」

「ま、またおっぱい揉まれてる～」

　嫌がりつつも、イシュトもリドもクロウの手から逃れようとはしなかった。













「あらあら、これは失礼ですわね。私だけ放置だなんて」

　シュナークが、くすくす笑いながらクロウのすぐ前に立つ。

「私は自分の顔を知りませんが、これでも美人らしいですわよ？」

　シュナークは、閉じていた目をすうっと開いた。彼女は盲目なのだが、視線はまっすぐクロウに向けられている。

　クロウはシュナークとは何度も会っているが、彼女の目を見たのは初めてだった。本人が言うとおり、美人──それも背筋が寒くなるくらい整った顔立ちだ。

「ふふふ、それに……」

　シュナークは、軽く屈かがむようにしながら、七しち剣けんの正装の上着をはだけた。

「けっこう着やせするタイプなんですわ。いかがでしょう？」

「うおっ……！」

　クロウは、二人の胸を揉もむ手を止めて、シュナークの胸を思わず凝ぎよう視ししてしまう。彼女は驚いたことにノーブラで、溢あふれんばかりの大きさの胸の谷間があらわになっている。

「こ、これも俺おれのものにしていいのか……」

「〝も〟っていうのはどういうことだ!?」

「わ、私のおっぱいは、まだクロっちにあげたわけじゃな～い」

　左右から抗議が飛んで来たが、クロウは気にしなかった。白くて柔らかそうなシュナークの胸に目を奪われている。













「あのー、クロちゃん。お楽しみのところ悪いんだけど」

「んん？」

　はっ、とクロウが顔を上げると、リンネが半目で睨にらみつけてきていた。

「ほら、あれ。今度は団体さんのご到着だよ」

　リンネが扉の要よう塞さいのほうを指差す。数十体の小型のエイジンが、こちらに向かって飛んできているところだった。

「あらあら、気の利かないケダモノさんたちですこと。クロウさんを誘惑する邪魔をしないでほしいですわねっ」

　シュナークは、いきなり両手を軽く振るった。彼女が両手につけている革手袋にはそれぞれの指にリングがはめられており、そこから合計十本の糸が伸びている。

　鋼こう糸し剣けん──長く伸びる、鋭いワイヤー状の剣である。シュナークはこの特殊すぎる剣を自在に操るのだ。

　シュナークは、手首と指の動きだけで、飛んでくるエイジンたちに向けて鋼糸剣を振るい──瞬時に、数十体のエイジンがバラバラに切断される。

「ふふふ、もっと細かく斬きってあげますわ。バラバラに、バラバラに、バラバラに！」

　シュナークの口元には恐ろしくも美しい笑みが浮かんでいた。

「……おっそろしい技だよなあ」

　クロウは、ここでようやく二人の七しち剣けんの慎つつましい胸から手を離し、呆あきれてつぶやいた。

「わ、私たちもここ二ヶか月げつはエイジンの駆除を進めてたんだが」

　イシュトは顔を赤らめながら、説明する。

「間違いなく、一番エイジンを処理したのはシュナークだな」

「当然ですわ。鋼糸剣は、元々エイジンを一気に大量に片付けるための剣ですから」

　シュナークは、嬉うれしそうに言う。

「もちろん、駆除料金はきっちりといただきますわ♪」

「……いくらふんだくられるのか、財務官僚が怯おびえてるという噂うわさだ」

「国家予算を脅おびやかすくらいの額をぶんどる気かよ……」

　クロウは、シュナークに呆れた目を向ける。彼女が守しゆ銭せん奴どであることは重々承知しているが、ここまで欲望に素直だと清すが々すがしい。

「とにかく、対エイジン戦ではシュナークは頼りになるよ。そういうわけだから、少年、リンネ、君たちは先に行け。後ろは気にしなくていい、私たちに任せろ」

　イシュトは、表情を引き締め、愛剣の雷狼牙ライロウガを軽く振るう。

「どうせ、セフィ様たちとはぐれたんだろう。早く合流してやるといい」

「……ありがとうな、会長。お礼にまた胸揉もんでやるから」

「そんなのがお礼になるか！」

「え～、私はクロっちと一緒に行きたい～」

　リドが、クロウの腕を取りながら言う。

「……なんか、リドは少年を気に入ったみたいだ。君に斬きられるより、一緒に引きこもりたいと言ってる」

「そんなことを要望されても……」

　クロウは、腕にしがみついているリドに戸惑いの目を向ける。クロウに斬られて死にたいという奇妙な少女だが、また別の方向に変わっているらしい。

「リド、わがままを言うな。戦いが終わったら、また少年と遊べばいい」

「え～、もう、しょうがないな～」

　リドは、しょんぼりと肩を落としながら〝竜の牙きば〟というみずからの体内から取り出した剣を構える。

「ということだ、少年、リンネ……行けっ！」

「ああ」

「かいちょさんも、気をつけてね！　行くよ、クロちゃん！」

　リンネは、再びクロウの身体からだをひょいっと抱え上げた。クロウも文句は言わなかった。すみやかに扉の要よう塞さいに突入するには、これが一番速いからだ。

　最強の七しち剣けんたちの掩えん護ごを受け──

　クロウとリンネは、まっすぐに大地と緑の要塞へと突入していった。







　第一の扉から南東に三十キロほど。

　そこに、陸上自衛軍の臨時基地が設営され、今まさに出撃の準備が進められていた。

「七剣たちも動いたか。サイは投げられた、というやつかな」

　基地の中央、指揮所にシルフィの姿があった。彼女の周囲にはモニターが何枚も並べられ、そのうちの一枚にエイジンたちを次々と屠ほふっていく七剣たちが映っている。

「そろそろ出ないと、我らの出番がなくなるかな。準備は？」

「問題ありません、シルフィ様。いつでも行けます」

　双子剣けん姫きの片割れ、ローミスが答え、レーミスも頷うなずく。

「よし。それで、あなた方もついてくる……ということでよいか？」

「正直、僕は気が進まないんですがねえ」

　殺伐とした指揮所に場違いすぎる真っ白なスーツを着て、シルクハットをかぶった若い男がへらへら笑いながら答えた。

　ロバート・マキシム。〝奇術師〟という異名を持つ、軍事企業ダイナストの営業マンである。本人はヒラ社員のように振る舞っているが、アジア方面の営業を一手に引き受けており、社内でも重要なポジションにいるようだ。

　彼はその二つ名にふさわしく、裏での暗躍を得意としている。シルフィが四よん将しよう代行として強引に権力を握る過程でも、奇術師の裏工作は大いに役立った。

「あなたも、たまには御社の製品を現場で見てみるといい。まさか、現場が怖いとは言わないだろう？」

「ははは、我が社の製品はテストとチェックを厳密に行っておりますから。なにも心配はしていないんですよ」

　シルフィの軽い皮肉にも、奇術師は動じない。

　陸上自衛軍の銃火器や弾薬、さらにアームボディと呼ばれるパワードスーツも現場に配備されている。多くはダイナストから供給されたものだ。

「まあ、上層部うえからの命令でもありますからねえ。オブザーバー、とやらで同行させてもらいますよ。ローズ君、僕の護衛、しっかりよろしくね」

「自分の仕事は果たします」

　奇術師に可愛かわいくない返事をしたのは、黒髪をお団子に結い、チャイナドレスを着た派手な美女だ。ローズという名のサイボーグで、奇術師の秘書兼ボディガードらしい。

「自分の仕事を果たさない人もいるようですが。あの方は、どちらに？」

　ローズは、どうでもよさそうに言った。

　シルフィは、彼女の言わんとしていることをすぐに察した。

　クロウもまた、第一の扉へ向かっている。その報告が上がってきたのと同時に、ここにいた一人の剣けん士しが姿を消したのだ。

「こうなるような気はしてたよ。まあ、彼も七しち剣けんだ。私に命令権はない。それに──戦場で、こちらの命令を聞かない者がそばにいては困るからね」

「おやおや、手厳しい。彼は大きな戦力でしょうに」

　奇術師はわざとらしく肩をすくめて笑う。彼もまた、戦場でシルフィの命令に従わない男だ。もっとも、シルフィはそれをわかっていて奇術師をそばに置いている。

「戦力は充分さ。では行こうか」

　シルフィは、ゆっくりと歩き出す。その口元には、あでやかな笑みが浮かんでいる。

「世界を燃やし、灰から新たな命をよみがえらせる──不死鳥計画を始めよう」







　ネッサは、墜おちたる宮殿内を走っていた。

　クリーム色のセーターにチェックのミニスカート。リンネと一緒に通っていた学校の制服姿だ。スカートの裾すそを翻し、目的の部へ屋やへと飛び込む。

「どういうことだ、女王！」

　飛び込んだ部屋には、一人の少女の姿があった。

　透き通った薄い青色の髪を二つに結んだ小柄な少女。丈の短い真っ白なワンピースの上に、やや大きめの黒いコートを羽織っている。

　彼女こそがブレイズの女王、リーゼベルである。

　外見は十代前半だが、実年齢は九十歳を超えており、七十年前の大戦では最前線で鬼神のごとき奮闘を見せた。終戦後にブレイズを危険視した政府によって粛清を受け、リーゼベルは親友でもあった大だい剣けん聖せいジルンシェードに殺された──と思われていた。

　しかし、生きていた女王はブレイズを率いて政府に反逆。二ヶか月げつ前には、大剣聖と再戦し、かろうじて勝利したものの深手を負って、この宮殿で療養の日々を送っていたのだ。

「ネッサ、そんなに大きな声を出すとびっくりします」

「驚いたのはこっちだ！　本当に行く気なのか!?」

　ネッサは、リーゼベルを睨にらみつけながら怒鳴った。

「はい。お兄さん……クロウも七しち剣けんも、それにラナフィの曾ひ孫まごも動いたようです。これ以上、私ものんびりしていられません」

「ここには何百人もブレイズがいる！　みんな、あんたを慕って集まってきたんだぞ。そいつらを放ほうって、一人で行くのかよ！」

「もちろん、サーラはご一緒するよ」

「…………！」

　いつからいたのか、部へ屋やの扉のすぐそばにもう一人少女が立っていた。

　女王にその死を捧ささげる最強のブレイズ──死し剣けん使つかいの一人、スイサーラだ。燃えるような赤毛を長く伸ばし、胸の谷間もあらわな色っぽいビスチェの上にジャージを羽織り、下はグレーのミニスカートという格好だ。

　見た目は派手めの美少女だが、もちろんただの女の子ではない。おそらく、最強の剣けん士しである剣聖ヒョウカにすら匹敵する凄すご腕うでである。

「サーラ……もう、私らは無理に戦う必要はないんじゃないか？　政府とエイジンと七剣と、あのクロウたち……あいつらが潰つぶし合うのを待ってもいいはずだろ」

「それではダメなんですよ、ネッサ」

　リーゼベルは幼い顔に、大人びた笑みを浮かべて言う。

「七十年前の復ふく讐しゆう、今のブレイズたちを救うため──どちらも、私たちが戦うに足る理由です。でも、私たちブレイズにはもっと大事なことがあります」

「……なんだよ？」

「戦うことです」

　リーゼベルは、ためらいなく答えた。

「身につけた力を、剣技を、すべてをぶつけて戦いたい。たとえ命を燃やし尽くすことになってもいい。自分という存在をぶつけさせてくれる強者がいるならば、戦いを挑む。それがブレイズなんですよ」

「あんたには……自分の全部をぶつけたい相手がいるのかよ」

　ネッサの疑問に、リーゼベルはただ微笑ほほえんだだけだった。

　だが、ネッサは──穏やかな微笑みの奥に、女王の固い決意を感じ取ってしまう。

　女王は、行く気だ。愚直なまでにブレイズの本能に従い、たとえ意味がなくとも戦うべき相手と剣を交えるつもりだ。

　彼女の意志は、何者にもくじくことは──できないのだろう。

「……私らは、どうすりゃいいんだ、女王」

「あなたが決めればいいんです。生まれたときからこちらの世界で生きてきたあなたたちは、別の選択もできるでしょう。あとは、若いあなたたちにお任せします」

　リーゼベルは、ネッサの肩にぽんと手を置いた。

「ということらしいよ、ネッサ。ブレイズもすいぶん減っちゃったしねえ。カスミ──八やツ首くびの蛇も死んだし、リンネはクロウにくっついてるみたいだし。確かに、これ以上戦う必要はないかもねえ。君が決めればいいよ」

「……いいんだな。ホントに勝手にするぞ」

　ネッサは、じろりとサーラを睨にらみながら言った。

「あなたは、若いブレイズたちに信頼されてます。ネッサの判断なら、みんな受け入れてくれるでしょう」

「女王……」

　リーゼベルとサーラは、決着をつけに行く気だ。

　ネーナというブレイズの少女が火ひ蓋ぶたを切り、数ヶか月げつ続いてきたこの戦いの決着──

　もはや、ネッサは自分が戦いの当事者ではないことを理解してしまった。彼女はもう、これ以上ブレイズに犠牲者を出したくないのだ。

　そして、それでも戦うという女王を止められないことも──







「うわあ、これはホントに凄すごいね。ジャングルと登山を同時に楽しめます、みたいな」

「……ぜんっぜん楽しくねぇ」

　起伏に富んだ山道と、そこに巨大な木々が密生している。リンネはひょいひょいと進んでいるが、クロウは一歩進むだけでも大変な有様だった。

「こんなとこ、日ひ奈な子こには無理だろ。あいつら、要よう塞さいの中には入ってないんじゃねぇ？」

「ニアちゃんが抱えてるんじゃない？　クロちゃんも抱えて運んであげようか？」

「遠慮しとく」

　クロウはきっぱり答える。ただでさえ、扉の要塞突入時にリンネに荒っぽく持ち運ばれてまだふらついているのだ。これ以上、余計なダメージは負いたくない。

「まあ、日奈子は楽できればなんでもいい奴やつだからな。セフィも、このくらいの道は平気か。となると……問題は会長たちか。大丈夫かな」

「うーん……かいちょさんたちは七しち剣けんだしね。とんでもないエイジンでも出てこない限り、平気だと思うよ。ていうか、クロちゃんさー」

　リンネは、近くの木の幹にもたれかかり、クロウをじっとりした目で睨んでくる。

「かいちょさんがクロちゃんにデレてるのは知ってたけど。なんかリドちゃんも妙になついてたし、シュナークさんもクロちゃんをぺろりと食べちゃおうとしてたよね」

「リドはともかく、シュナークは俺おれをからかってるだけだろ……」

　なかなかいい谷も間のを見せてもらったが、シュナークが本気でクロウを誘っていたとは思えなかった。

「どうかなあ、クロちゃんは割とお姉さんキラーだしなあ。だいたい、リドちゃんなんて二回くらいしか会ってないのにセクハラオッケーに──」

　言いかけて、リンネが跳んだ。そのときには、クロウも跳躍して攻撃をかわしていた。

　またもやエイジンが現れ、クロウたちを薙なぎ払はらうように前肢あしでの一撃を放っていたのだ。小型のエイジンで、小さいだけに動きが速かったが──

「もーっ、デートの邪魔だよ！」

　リンネも危なげなくエイジンの攻撃をかわし、銀翼ギンヨクを振るった。一撃でエイジンの首を跳ね飛ばす。

　首が真上に飛んでいき、ばさばさと木々の枝を揺らしていく。

「そういうお邪魔虫は嫌われ──きゃあああああっ！」

「な、なんだ？　リンネ、どうした!?」

「む、虫！　虫がマフラーの中に！」

　リンネは涙目になり、マフラーを引っ張って中を確認している。

「虫？　エイジンにビビらないのに、虫が怖いのか……？」

「それとは別だよ！　あれ、いない！　ぎゃーっ、服の中でモゾモゾしてる！」

　リンネは涙目で叫ぶと、いきなり走り出した。クロウも慌ててそのあとを追う。

　よほど必死なのか、リンネは走りながら次々に服を脱ぎ捨てている。木々の間を抜け、ぽっかりと剥むき出だしの地面が広がっているところに出ると──

「ああん、ブラ！　ブラが外れなーいっ！」

　リンネは、背中に手を回して必死にブラのホックを外そうとしている。慌てすぎて外せないようだ。彼女が本気を出せば楽に引きちぎれるはずだが。

　クロウは、リンネが脱ぎ捨てていったセーターやスカートを拾いながら、ようやく彼女に追いついた。

「クロちゃん、ブラの中！　中にいるから取って！」

「任せとけ！」

　クロウは、迷いなくリンネのブラの中に強引に手を突っ込んだ。ぷにょん、と柔らかな感触を味わってから、そこにいた異物を取り出す。

「……なんだ、こんな小さい虫か。ビビるほどでもねぇじゃん」

　クロウは少し呆あきれて、手に取った虫をぽいっと投げ捨てる。

「はぁ……もうダメかと思った……」

　リンネは、ぺたりと地面に座り込んだ。可愛かわいらしいオレンジ色のブラとパンツに、なぜかマフラーだけはつけたままだ。

「おまえ、虫が苦手なんて初めて知ったぞ」

「女の子だもん、苦手に決まってるよ。ボク、ちょっと前まで普通の女子高生だったんだよ」

「ああ、悪い悪い。今は全然普通じゃねぇから忘れてた」

「ひどいっ！」

　クロウも嫌いや味みを言ってるわけではないが、リンネを普通などと言ったらただの大おお嘘うそだ。

「つーか、服を着──なくてもいいか。どうせ俺おれしか見てないし。よし、あと二枚。行ってみよう」

「……行っちゃうよ」

「え？　ちょい待て、冗談──」

　思わず慌てるクロウの前で、リンネは今度は落ち着いてブラを外し、するりとパンツを脱ぎ捨てた。

　手で、胸と股こ間かんのあたりを隠している。

「うう……ここまでひどいセクハラは初めてだよ……」

「いやいや、リンネが冗談を真に受けたんだろ！」

「クロちゃんが……悪いんだよ」

　リンネは、まだ涙目のままクロウをじろりと睨にらんだ。

「他の子にセクハラしちゃうのはしょうがないけど、ボクをスルーしちゃダメ！　やるならボクにもしないと！」

「もの凄すごいこと言うな、リンネ」

「だってボク、クロちゃん好きだもん……」

　リンネはふらふらとクロウに近づき、裸のまま抱きついてきた。柔らかな感触が伝わってくる。

「ねえ、クロちゃん……ボク、死し剣けん使つかいじゃなくなって、もうあまり役に立たないけど」

「…………」

「でも、まだ戦えるよ。クロちゃんは……ボクが守るから」

「……役に立たないなんて、そんなことねぇよ。日ひ奈な子こなんて、ちょっと前まで本当になにもできなかったぞ。あそこまで役に立たないと怖いくらいだったぞ」

「口が悪いなあ、クロちゃんは……」

「手癖も悪いぞ」

　クロウは、リンネから離れて落ちていた下着も拾い集める。

「ほら、足上げろ」

「えっ？　え？」

　クロウは、オレンジ色のパンツを差し出してリンネにはかせる。はかせてから、お尻しりのところの布地を引っ張って形を整えた。

　続いて、ブラの紐ひもを通して柔らかな胸を手で寄せながらつけてやる。

「脱がせるのもいいけど、たまには着せるのも新鮮でいいな」

「な、なんか変態っぽいよ、ボクら……」

　リンネは戸惑いつつもされるがままだ。クロウはブラウスを着せ、スカートをはかせて、マフラーが邪魔だが強引にセーターも着させる。

「よし、できた」

　クロウは、ぽんとリンネの胸を軽く叩たたく。

「ひゃうっ、どさくさにまたセクハラだ！」

「着せてやったんだから紳士だろ。さて、んじゃ行くか。エイジンはリンネに任せるぞ」

「……う、うん」

「おまえがいなきゃ、中心部までなんてとても行けねぇからな。頼むぞ」

「……んっ」

　リンネは、こくりと頷うなずいた。クロウと腕を絡からめて、歩き出す。

　クロウは、少しばかり後悔していた。リンネもまた、迷いの中にいる。死し剣けん使つかいとして生きたいわけではないだろうが、その能力を失ってなんとも思わないわけがない。

　リンネはクロウを守ると言った。

　ならば、クロウもまた彼女の心を守ってやらなければならない──







　セフィは、扉の要よう塞さい内を一人で進んでいた。

　目の前に現れた巨木を、星ほし崩くずしで一刀両断にする。

「もうーっ、最悪だわ！」

　木を切り倒したのは、ただの八つ当たりだった。

　クロウとははぐれ、日ひ奈な子こを連れ出すこともできなかった。日奈子はウィニアが素早く助けてくれたようだが、まさか一人になってしまうとは。

　目的地は同じなのだから、前進するのが正解──当たり前のことがわかっていても、焦る気持ちは止められなかった。

「こんなんだから、ロウに『心が鍛えられてない』とか偉そうに説教されちゃうのよね」

　もっとも、反論の余地はなかった。エイジンを呼ぶことになるかもしれないのに、無意味に木を切り倒したりして、バカなことをやってしまった。

「性格だからしょうがない……じゃダメなのよね」

「そなたには、そなたのやり方があると思うがな」

「…………っ！」

　セフィは、ぴたりと足を止めた。

　声がした方向を見ると──

「ヒョ、ヒョウカ……！」

「久しいな、姫よ。背も胸もずいぶん成長したようではないか」

　青い髪を風になびかせ、黒いコートの裾すそをはためかせているヒョウカが立っていた。

　生きている、ということは聞いていたが──実物が目の前に現れると、セフィは驚きを隠せなかった。

「本当に……生きてたのね。それも、ずいぶん元気そうじゃない」

「そう見えるか？　ふふ、まあよい。扉の巫み女この力を受け入れて、使いこなせるようになったようだな？　それで強くなれるとは限らんがな」

「な、なんのことよ。ていうか、あんたが……あんたがロウを惑わせてる元凶よ！」

　セフィは、星ほし崩くずしの切っ先をヒョウカに向ける。

　ヒョウカは姉の親友であり、クロウの師匠。セフィも、幼い頃から見知っている。得体の知れない人物ではあるが、まぎれもなく最強の剣けん士しであり、尊敬に値する存在だった。

　しかし──今の彼女は、クロウを迷わせ、彼を傷つけてしまう。

「ちょうどいいわ。ここで──あたしがあなたを倒す！　たとえ力を使い果たすことになっても！」

　クロウはヒョウカと会って戦う覚悟を決めたようだ。だが、セフィは彼を尊敬する師匠と戦わせたくなかった。

　セフィは、全身からプラチナ色の光を放つ。一瞬だけ扉の巫女の力を爆発させる戦法を使っていたが、あとのことを考えないで済むなら全力でいけばいい。

　かつて、死し剣けん使つかいスイサーラをも圧倒した巫女の力。全力で使えば、たとえヒョウカといえども──

「うあああああああああっ！」

　セフィは星崩にプラチナ色の光を宿らせ、弾はじかれたように飛び出した。

　だが──

「よい剣だ」

　ヒョウカは余裕の笑みすら浮かべ、コートの中から愛剣の久遠クオン彼方カナタを引き抜いた。日本刀に似た片刃の長剣である。

「うあっ……！」

　ガキンッ、とオレンジ色の火花が激しく散り、星崩と久遠彼方が衝突し、セフィは後ろへと吹き飛ばされてしまう。

「なっ……!?」

　セフィは、目を大きく見開いた。今のは全力を込めた一撃だった。なのに、まるで子供でもあやすかのように、軽々とさばかれてしまうとは──

「まだだな、まだ足りぬ。セフィよ、そなたは最強のソーディなのだぞ」

「は……？　あたしが？」

　最強のソーディというのは、目の前にいるこの剣士のことだろう。

「セフィ、そなたはあのスイサーラをも倒したのだろう。そのときは、クロウが殺されかけていたんだったか？　よほど焦ったのだろう。だが、それでよいのだよ。そなたが望めば、そなたは最強の剣を振るえる。心のままに戦えばよい」

「な、なにを言って──」

　セフィは、ぎゅっと星ほし崩くずしの柄つかを握り締める。もちろん、さっきの一撃はヒョウカを倒すために本気で振った。ヒョウカの言うとおりならば、心のままに振ったのは間違いない。

「わからぬか？　まあ、いい。こちらの機が熟すにはもう少しかかりそうだな。では、先にあちらを見てくるとするか」

「ちょ、ちょっと待ちなさい！　あなた、どうするつもり──」

「待っているつもりだったのだがな。どうも、私はじっとしていられぬ性分らしい」

　ヒョウカは、にっこり笑うと──ふっと姿を消してしまう。

　扉の巫み女この力を発動させているセフィでも、目でその動きを追えなかった。

　やはり、ヒョウカは得体が知れない──

　セフィは星崩を握ったまま、ヒョウカがいた場所をただ睨にらむことしかできなかった。







「あー、楽ちんなのです」

　日ひ奈な子こもまた、扉の要よう塞さいに突入していた。

　ただし、リンネが予想したとおり、荷物のようにウィニアに抱えられて──

「ふっ！」

　ウィニアはディースシーズを一いつ閃せんさせ、周りの木々ごと巨大なエイジンを叩たたき斬きった。

　これで、扉の要塞に突入してから六体目だ。いくらこのあたり一帯がエイジンの巣になっているとはいえ、日奈子にも少しばかり数が多いような気がして仕方ない。

「ウィニア……大丈夫なのですか？」

「平気、です。私、こんなに簡単、エイジン倒せるの、クロウ様、おかげです」

　ウィニアは晴れ晴れとした表情を浮かべている。日奈子は今でも剣のことはわからないが、ウィニアはクロウの弟子になってずいぶんと腕を上げたらしい。

　まるで野菜でも切るように、ウィニアはずぱすぱと凶暴なエイジンたちを倒していく。

「合流、無理に、危険です。クロウ様たち、ここ中心、向かってるはず、です」

「はい、それでいいと思うのです」

　不安定な地面と巨大な木々が生い茂る森。さらに、エイジンが多く巣くっているのだ。クロウたちと合流するためにむやみに歩き回るのが一番危険だと、日奈子も理解している。

　必ず、クロウたちは扉の要塞の中心部に向かっているはずだ。前に進めば合流できると、日奈子は信じていた。

「…………っ！」

　突然、ウィニアが地面をガリガリと削りながら急ブレーキをかけた。それから、ゆっくり日奈子を下ろす。

「……ウィニア？　どうしたのです？」

「日奈子さん、離れないで──いえ、ディースシーズ届かないところ、いてください」

　ウィニアは切迫した様子だった。日奈子は黙って頷うなずき、ウィニアから離れる。

　すると──

　正面の木々の間を縫うようにして、なにかが飛んでくる。ウィニアはまばたき一つせず、ディースシーズを軽く振って、それを叩たたき落とした。

「…………っ」

　日ひ奈な子こは、思わず息を呑のんだ。ウィニアが叩き落としたのは──エイジンの首だった。その首は、日奈子の身長とたいして変わらないほどの大きさだ。

　首が飛んできたのと同じ方向から、何者かが近づいてくる。日奈子でもビリビリと感じるほどの殺気が放たれている。ウィニアはとっくに気づいていたのだろう。

「……ラーシュ？」

「やあ、日奈子。久しぶりだね」

　プラチナ色の髪に、軽薄そうな表情。セイバーズの黒い制服に、真まっ赤かなマントを羽織っている。

　クロウの兄弟弟子にして、今や剣けん聖せいとなったラーシュ──

「ウィニアも。そういえば、ちゃんと話をしたことはなかったかな？　前に太陽の乙おと女めの里で顔は合わせてるけど」

「あなたも、ヒョウカ、弟子。ラーシュ、さん」

「さん、はいらないよ。俺おれの兄弟弟子の弟子なら、身内みたいなものじゃないか」

　ラーシュは、くすくすと笑っている。

「ちょうどよかったよ。真っ先に日奈子と会えるとは、俺はついてる」

「……わたしに惚ほれても無駄なのです。クローの女ですから」

「それは残念。君のことは、割と嫌いじゃないんだけどね」

　日奈子は、じっとラーシュの目を見つめる。にこやかな表情と、強烈な殺意。いったい、彼の本心はどこにあるのか。

「ホントはね、君とセフィの確保が俺の仕事なんだよ。その代わりに、クロウの動きを教えてもらうって約束で。俺は師匠じゃないんで、ずっとクロウたちに張りついてるわけにもいかないからね」

「なんの……話なのですか？」

「最優先は、セフィか日奈子。リンネ、ウィニア、会長でも充分。太たい陽よう教きようのシスターさんでもよかったかもね」

　ラーシュは、笑いながら一歩を踏み出す。そして、続けてもう一歩──

「そこまで、です」

　ウィニアがディースシーズを、ラーシュに向かって突きつける。その刃が、〝光こう刃じん〟の白い輝きに包まれる。

「それ以上近づく、ダメです。あなた、クロウ様の友達。斬きりたく、ないです」

「ははは、さすがはソーディアの剣聖。これでも俺もこっちの剣聖なんだけどね。斬りたくない、とは大きく出たもんだ」

「待ってください、ラーシュ。ウィニアも」

　日ひ奈な子こは、ウィニアの肩を軽く掴つかむ。

「ラーシュの話が途中なのです。どういう……つもりなのですか？」

「もちろん、すべてを壊すつもりさ」

　ラーシュは、腰に差していた愛剣〝獣じゆう斬ざん〟をすらりと抜いた。こちらも光こう刃じんの淡い輝きに包まれる。

「ベストなのは日奈子だね。一番手間がかからない」

「殺すのに……ですか？」

　日奈子は、何度も拉ら致ちされたり危険にさらされたりしているが、実は命を狙ねらわれた経験はほとんどない。むしろ、誰だれもが日奈子を無傷で確保しようとしていた。

　だから──これほどまでに濃密な殺気を向けられるのは、初めての体験だった。

「ウィニアと日奈子、両方でも問題ないけどね。問題なく──クロウは俺おれを憎むだろう」

「ラーシュ、あなたは……！」

「これ以上話すことはないよ、日奈子。クロウは妙にいいタイミングで現れる奴やつだしね。あまり時間をかけて、準備が終わる前に本命に登場されちゃ困る」

　ラーシュは、獣斬を中段に構える。クロウとまったく同じ、隙すきのない構えだった。

「日奈子さん、下がって。私、あなた、守ります。クロウ様のため、違います。私、あなたも好きです」

「……ウィニア」

　日奈子は、ゆっくりと後ろへと下がっていく。

　袋から弓を取り出そうとして──手を止めた。迂う闊かつなことは、やるべきではない。

　ラーシュには丸腰の相手は攻撃しない、などという甘さはないだろう。妙な動きを見せれば、なにかが飛んでくるかもしれない。

　日奈子にできることは、ウィニアの邪魔をしないことだけだった。







　ウィニアは、まっすぐに駆け出した。足場の悪さも、邪魔になる木々も、彼女には気にならなかった。

　物心ついた頃から、森と草原が広がる世界、ソーディアで戦い続けてきたのだ。ウィニアにはコンクリートの都市などよりも、よほど馴な染じみのある場所だった。

「はっ！」

　ウィニアは鋭く踏み込みながらディースシーズを大きく振るった。巨大な鎌かま状の刃が、ラーシュの首を狙う。

「凄すごいな、ウィニア！」

　ラーシュは、獣斬でウィニアの一刀を受け止め、激しく火花が飛び散る。ウィニアはかまわずにさらに強くディースシーズを振り抜いた。

「うおっ……」

　短い悲鳴を上げると、ラーシュはディースシーズを受け止めた体勢のまま、飛んでいく。数メートル離れた巨木に衝突し、木を薙なぎ倒たおしながらさらに吹き飛ぶ。

「まだ、です！」

　ウィニアは飛んでいったラーシュを追いかけて、また駆け出す。

　ラーシュは決着を急ぎたいようだが、ウィニアも同じだった。ラーシュの最終的な目標は、間違いなくクロウだ。尊敬する師を兄弟弟子と戦わせたくはない。

　ディースシーズを大きく振りかぶりながら、ラーシュへと肉薄する。

　それに──長引けば、日ひ奈な子こが巻き込まれる可能性も高くなる。ウィニアはなにがあっても彼女を守るつもりだった。

　既に空の扉は開かれている。日奈子がいなくても、ウィニアは故郷に帰れるのだ。

　しかし、そんなことはもう関係ない。故郷にも友人は多くいたし、こちらでもセフィやリンネと友達になれた。だが、日奈子は少しだけ違う。彼女は、生まれて初めて剣とは関係なくできた特別な友人なのだ。傷一つつけさせるつもりはなかった。

「はぁぁぁぁっ！」

　ウィニアが絶叫しつつディースシーズを振り下ろすと──

「はははっ！　さすがは本場の剣けん聖せいの一撃！　効いたなあ！」

　土煙の中から、ラーシュが飛び出して来て、身をよじりつつ鎌かまの一刀をかわす。

　ウィニアは微み塵じんも動じずに、地面に当たる前にぴたりと刃を止め、斜めに斬きり上げる。

「うっ!?」

　ラーシュの目が驚きよう愕がくに見開かれる。

　全霊を込めた斬ざん撃げきの軌道を一瞬で曲げてしまうなど、ソーディでもほとんど不可能に近い。いや、一撃にすべてを込めるソーディだからこそ困難なはずだが、ウィニアはあっさりとそれをやってみせた。

「古流コリユウみたいな剣を使うね、ウィニア！」

　だが、ラーシュはその一撃も右手で握った獣じゆう斬ざんの刃に左手を添えて受け止める。

「でも俺おれはね、世界で一番古流とやり合ってきた剣けん士しだよ！」

「私、進化した古流、何度も受けてきました！　あなた、今のクロウ様、知らない！」

　ガァン、ガァン、と甲高い音を響かせてウィニアはラーシュと何度も刃をぶつけ合う。

　ウィニアは怯ひるまずに、ひたすら刃を叩たたきつけていく。エイジンと戦い続けてきた彼女の剣は、破壊に特化している。それでいて太た刀ち筋すじに乱れはない。

　精妙なる剣術の極みともいえる古流と剣を交えることで、ウィニアの剣はさらなる進化を遂げ、短期間のうちに自分でも驚くほどの境地に達していた。

　私の剣はもうエイジンなんて恐れるに足りない！　私はクロウ様と一緒に、高い高いところへ昇り詰めた──！

　ウィニアの刃が、キラリと銀色の弧を描き、ラーシュの獣斬を弾はじいた。バリン、とまるでガラスが割れたような奇妙な音が響く。

「ラーシュ、あなた、もう終わりです！」

　ウィニアは、両手で握った剣を横に薙なぐようにして振り、さらに身体からだごと回転させる。

「…………っ！」

　ラーシュが、はっと目を見開いた。ディースシーズの刃をギリギリのところでかわしながらも、巨大な鎌かま状の剣は竜巻を起こし、周囲の空気を巻き込んで破壊を広げていく。

「ぐぐっ……！」

　ウィニアのこの大技に名前はない。大型エイジンを倒すために、いつの間にか身につけていた技だからだ。

　ラーシュは、光こう刃じんでまぶしいほど輝く獣じゆう斬ざんでその竜巻を一瞬止めるが──

「うあっ…………！」

　ビルをもねじるようにして破壊してしまうウィニアの技に、抗しきれずにまたもや吹き飛んでいく。

　周囲の木々が薙なぎ倒たおされていき、土煙の尾を引きながら──

「ぐぐぐっ……！　こいつは凄すごい……！」

　ラーシュは不敵な笑みを浮かべつつ、なんとか勢いを殺してストップする。

「……はぁ。今のは死ぬかと思ったよ」

　彼の額ひたいから、つうっと血が一筋流れていく。

「凄い、凄いな。今の竜巻みたいな技も驚いたけど……それより、その前の獣斬を弾はじいた一撃だな。一瞬、剣を振る君に──クロウの姿がダブって見えた」

「私、クロウ様、弟子です。あの方から、たくさん、仕込んでもらいました」

「クロウに仕込まれたなんて、君の将来が不安になる言い回しだね。それはともかく──ウィニア、君も俺おれたちと同じなんだな」

「……同じ？」

「師匠せんせいが始めた、剣神なんていう実態もはっきりしないものを目指す、愚か者の一人ってことさ」

　ラーシュは、ゆっくりと一歩前に出た。

「ああ、セフィでも日ひ奈な子こでもなく、ウィニア……君に会えてよかったよ。いや、二の次みたいな言い方をして悪かった。君は最高だ、ウィニア。君と出会えたから……俺は君を、そしてクロウを超えられる！」

「なっ……!?」

　ウィニアは、びくりと自分の身体が硬直するのを感じた。

　ディースシーズを握った手が、まったく動かせない。まるで金縛りにでも遭ったかのように──

「斬ザン……流リユウ……」

「そうさ、クロウから聞いてるだろ？　ソーディアの剣けん聖せいである君にも効くようだね」

「うっ……くっ……」

　ウィニアは、クロウから斬流ザンリユウのことは聞いていた。ラーシュから放たれた強烈な斬ざん気きを浴びると、水中にいるかのように、身体からだの動きがひどく鈍にぶくなってしまったという。

　斬気は、ソーディが剣を振るう際に当たり前のように発してしまうものだ。強いソーディほど強烈になってしまうものだが──ラーシュのそれは異常だった。

　ここまでとは──ウィニアは、ぎりっと奥歯を噛かんだ。斬流を知ってはいても、いまいち想像がついていなかった。

「俺おれは師匠に見捨てられ、クロウに追い抜かれた。そうさ、師匠が俺とクロウをまったく互角の強さに育てたのはこのためだ。どちらかが一歩先に出たときに、絶望させるため」

　ラーシュは、獣じゆう斬ざんを軽く振る。

「その絶望が──俺に斬流を極めさせた！　そして、ありがとう、ウィニア。君がクロウの太た刀ち筋すじを見せてくれたから──俺は、まだ斬流を進化させられる！」

　ラーシュの口元に凄せい惨さんな笑みが浮かんだ。

　ウィニアは、とっさにディースシーズを握った両手に『光コウ』を集中させる。たとえ全体のパワーが落ちても、ここで剣を使えなければ──

「くっ……！」

「斬流──紅あかく咲け！」

　ラーシュは叫びつつ、獣斬を鋭く二度振るう。

　速く、鋭く、重い斬ざん撃げきだったが──ウィニアに防げない剣ではなかった。しかし、彼女の身体はまだ金縛りに遭ったかのように動かず──

「うあああああっ！」

「ウィニアっ！」

　ウィニアは悲鳴を上げながら、日ひ奈な子この声を聞いた。彼女がこんな大声を上げるのは本当に珍しい──そんなことを思いつつ。

　獣斬がウィニアの胸を続けて二度斜めに斬きり裂き、交差した二つの傷が走り、真まっ赤かな血が噴き出す。

　彼女の身体は固まったように動けないまま──どさりと仰あお向むけに倒れた。

　周囲の木々は二人の戦いで薙なぎ払はらわれているため、倒れたウィニアからは空がよく見えた。黒い亀き裂れつが入った、灰色の空が──

「少し浅かったかな？　ギリギリのところで、その鎌かまの柄つかに当たっちゃったか。よく動けたもんだね」

　ラーシュが近づいてくる。ウィニアは、なんとか顔を上げて、彼を睨にらみつけた。

「怖い目だ。獣のような目つきだね。それが君の本性かな、ウィニア？」

「黙って……黙れ……」

「まあ、地獄みたいなソーディアで生きてりゃ、心優しいままではいられないよね。それにしても、可哀かわい想そうに。いっそ、即死しておけば──楽だったのに」

「あああああっ！」

　ズン、と獣じゆう斬ざんの先端がウィニアの左肩に突き刺さった。異様に重く、ただ刺さっただけなのに傷口をえぐられるような激痛が走る。

「ねえ、ウィニア。君はずいぶんクロウに参っちゃってるみたいだけど」

「だっ、だったら、なんです……っ」

「クロウにも問題があると思わないか？　あいつが一人だけを選んでいれば、守れたかもしれない。調子に乗ってハーレムなんてつくるから、君も日ひ奈な子こもクロウに守ってもらえなかった」

「ク、クロウ様、なにも間違ってな……ああああっ！」

　今度は、獣斬の切っ先がぐりっと回り、傷口をえぐられる。

「いいや、あいつは間違ってる。君に悲鳴を上げさせてるのは、クロウさ」

「ラ、ラーシュ！　もうやめるのです──」

　ウィニアは、仰あお向むけに転がったまま、はっと振り向いた。日奈子が近づいてきていて、取り出した弓の弦に指をかけている。

「ダメ、です！　手、出す、いけないです！　ラーシュ、殺されます！」

「ははは、手を出しても出さなくても殺すけどね。ウィニアと日奈子、二人とも殺せば、間違いなくクロウは俺おれを殺したいほど憎むだろう」

「ふ、ふざけな……いで……クロウ様、傷つけさせな……いっ！」

　ウィニアは、獣斬の切っ先を掴つかみ、強引に引き抜き、素早く立ち上がる。

　立ったときには、既にディースシーズを構えていた。胸部を斬きり裂いた二つの傷と、肩からはぼたぼたと血が流れ続けている。

「へえ、俺の斬ざん撃げきを受けておいてまだ立てるとは」

「……生きてる限り、負けない、です。生きてる限り、戦え、ます」

「ふふ……そいつは、俺とクロウが師匠から教わったことだね。たった数ヶか月げつの弟子、と思わないほうがよさそうだ。君は──クロウの魂を受け継いでる」

　ラーシュは、獣斬を軽く振って血を払った。

「もう少し、君と遊んでみたくなったけど……いや、いけないな。欲張っちゃいけない。日奈子もなにをするかわからないしね」

「…………」

　ウィニアは、じりっと横に移動する。少しでも、日奈子に近い位置へと。

　できれば日奈子を逃がしてやりたいが、彼女一人で逃げるのは不可能だろう。

　だが、ウィニアはまだ戦える。愛剣を振るうことができる。

　だったら──選択肢はただ一つ。

「私、あなたを倒します。私も、剣神、なるために──」

「面白い。それでこそ、君も剣神を目指す愚か者に連つらなる剣けん士しだ──」

　ウィニアとラーシュは、同時に構えを取る。

　斬流ザンリユウは確かに恐ろしい。無想ムソウと変わらないレベルの脅威と言っていいだろう。

　だが、ウィニアはここで死ぬつもりなどなかった。彼女にはソーディアに帰り、故郷を救う使命がある。それまでは──なにがあっても死ねない。

「では、愚者どもよ。この私が、そなたらの品定めをしてやろう」

　突然聞こえた声に、全員がそちらを振り向いた。ウィニアとラーシュ、歴戦の猛も者さである二人すら目前の敵から目を離してしまった。

　それほどまでに──その声は、あまりに鮮烈すぎた。

「……あれ。思ったより早いお出ましだね」

　ラーシュが、現れた人物に苦笑を向ける。

　その人物は、青い髪を伸ばし、真っ黒なコートを羽織っている。まだ若い女性だが、ソーディならば見た目だけでは年齢ははかれない。腰には、日本刀に似た剣を差している。

「そなたとは初めてだな。ソーディアの剣けん聖せいウィニアよ。私は──ヒョウカだ。かつては剣聖と呼ばれ、今は剣神を目指す者だ」

「ヒョウカ……！」

　ウィニアは、目を瞠みはった。

　元々、ウィニアはかつてソーディアで、幼いながらも救世主として期待された剣けん士し、ヒョウカと会うためにこの地球に来たのだ。

　彼女に会い、ソーディアを救うといわれたその剣を学ぶために。

　だが、今はそれはどうでもいい。ウィニアは、クロウの弟子になり、充分な実力を身につけた。もう、ヒョウカに用はないのだ。

　それでも──無視できない圧倒的な存在感が、ヒョウカから放たれている。

「あなたが……クローの先生なのですか……」

「一応、そういうことだ。そなたとは、一応二度目だな」

「あのときの……わたしを拉ら致ちった人……あなたが剣聖ヒョウカだったのですか……」

　日ひ奈な子こは呆ぼう然ぜんとしているようだ。ウィニアは、日奈子がヒョウカと面識があるというのは初耳だった。

「だが、残念ながらそなたらとゆっくり話はできないようだ。そこの小僧が、私に用があるようだからな」

「俺おれに用があるのは、あんたでしょ」

　ラーシュは、ヒョウカに向き直り獣じゆう斬ざんを構える。

　ウィニアは、凄すさまじい斬ざん気きの奔流──斬流がヒョウカへと向けられるのを感じた。

　既に、ラーシュとヒョウカの戦いは始まっている。

　傷ついたウィニアには、二人の戦いに割り込むことは──できそうになかった。







　日奈子の前で、先に動いたのはラーシュだった。

　剣を構えたまま、目にも留まらぬ電光のようなスピードで走る。

　なぜ、ラーシュとヒョウカがいきなり戦うのか──日ひ奈な子こには、まったく理解できない。

　多くの剣けん士したちと知り合ってきた日奈子にも、彼らの思考回路は未いまだ謎なぞだった。

「さすがはラーシュ。問答無用か」

　猛スピードで襲いかかってくるラーシュにも怯ひるまず、ヒョウカは抜刀する。

　あれが剣けん聖せい──元剣聖。日奈子は、以前にクロウがリンネに拉ら致ちされ、セフィも捜索に出かけていて一人だったときにこの女性に連れ去られたことがあった。

　彼女が普通ではないのはわかっていたが──まさか、クロウの師だったとは。

「もう、あなたと話すことはない！　ただ斬きるだけだ！」

　ラーシュが吠ほえた。日奈子にもわかるほどの、激しい斬ざん気き──斬流ザンリユウが発動している。斬気の奔流を敵に浴びせかけ、動きを封じてしまうという。

　クロウに言わせれば、「気で相手を圧倒するのは、日本の剣術にも昔からあった。ラーシュの斬流は、そいつを極限まで突き詰めた技だ」ということらしい。

　あのウィニアでさえも斬られてしまったほどの技。しかし、クロウとラーシュの師である最強剣士に通じるのだろうか──

「斬るだけか、それでいい！　ラーシュよ、そなたの斬流はただ斬るためだけにある！」

「話すことはないと言ったよ！」

　ラーシュは、刹せつ那なの間にヒョウカとの間合いを詰めて。

　獣じゆう斬ざんを大きく振りかぶり、勢いよく袈け裟さ懸がけに斬りつける。

「な……にっ……!?」

「はははははっ！」

　驚いたのは斬りつけたラーシュのほうで、笑ったのは斬られたヒョウカのほうだった。

　そう──ヒョウカは、斬られていた。

　ラーシュの獣斬の一撃を、まるでみずから受け止めたかのように。

「師匠……!?」

「はははは、ラーシュ、見事！　まだ斬流を極め尽くしてはいないようだが──私を斬ったときのクロウに匹敵する一撃！　よくぞやった！」

「な、なにを……なにを言ってるんだ、師匠!?」

「ソーディアの剣聖、ウィニアとの戦いがそなたを変えたか！　はははは、我が師がクロウを可愛かわいがった気持ちがわかったぞ！　弟子の弟子というのも可愛いものだな！」

　日奈子もまた、ラーシュと同じく戸惑っていた。

　ラーシュは獣斬を振り切り、ヒョウカの身体からだを見事に斬り裂いた。素人しろうと目めに見ても、間違いなく致命傷になる一撃だ。

　なぜ、ヒョウカは笑っている？　なぜ──死なずに、倒れてすらいない？

「くっ……！」

　ラーシュは、動揺を隠せないまま、後ろへと跳びすさった。

「ははは、ラーシュよ、逃げることはない。そなたを褒めてやろうというのに。クロウに数ヶか月げつ遅れはしたが、そなたもクロウと同じところにたどり着いた」

「……あなたは、いったい……どうなってるんだ……？」

　ラーシュが戸惑いながら言う。日ひ奈な子こも、そのときになって気づいた。深く斬きり裂かれたかのように見えたヒョウカの傷から、ほとんど血が出ていない。

　傷口は、淡く白い輝きを放っている。

「その光が──クロウに斬られたあなたが生きていた理由か？」

「そうでもあり、そうでもない。どうでもよいことだ、そんなことは」

　ヒョウカは薄く笑うと──

　突如、彼女の全身が真っ白な光に包まれた。

「光こう身しん──いや、違う！　なんだ、それは!?」

「質問が多いな、ラーシュ。むろん光身ではない。『光コウ』と力と技、その三つを急激に成長させたソーディに起きる現象だ。充みち満ちた『光』が煙状になって身体からだから溢あふれ出す。牙きばの道をクリアした者に起きる現象でもある。これを体験するのは、二度目だ。一度目は、むろん牙の道をクリアしたとき」

　ヒョウカは、愛剣の久遠クオン彼方カナタを軽く振るう。

「そして──これこそが、剣神の高みへと到達した証拠だ」

　煙はもうもうと立ち昇り、周囲が白く染まるほどになっている。

「剣……神……？　師匠、あなたはもう死ぬだけのはずだ！」

「いいや、まだ死なぬよ。私はもう、そなたたちには届かぬ境地へと届いた。見えるぞ、新しい世界が──！」

　ヒョウカが叫び──日奈子は、ぱっと両手を胸の前で組み合わせた。

　この剣けん士しは、あまりに危険すぎる──！

　剣神の境地に届いたのかどうか、日奈子にはわからない。だが、直感していた。

　目の前にいるこの青い髪の剣士は、ここで止めなければならない。

「むっ……!?」

　ヒョウカが、まぶしそうに目を細めた。

　両手を組み合わせた日奈子の身体から、強烈な黄金の光が立ち昇っている。太陽の見えない空の下、まるで彼女自身が恒星と化したかのように。

「まさか、これは──!?」

　ヒョウカは、目を大きく見開いた。

　日奈子にも意識して、使えているわけではない。

　だが、理解していた。これは──強制送還の術だ。

　太陽の乙おと女めだけが使える、対ソーディの最強秘術。

　空の扉を開き、この地球にいるすべてのソーディをソーディアへと強制送還させることこそが、太たい陽よう教きようの目的だった。秘術はその目的を叶かなえる、唯一の手段でもある──

　だが日ひ奈な子こは、強制送還など望んでいない。セフィたちと別れたくないのだ。

　それでも──このヒョウカという剣けん士しだけは、絶対にここに留とどめておいてはいけない。

　ソーディアへと還かえし、そして扉を閉じなければ──！

「あなたは、ここにいてはいけないのです！」

　日奈子は、全身を包む黄金の光を胸の前で組んだ手に集中させ──ヒョウカへと手のひらを向けた。

「そなたも見事だ、太陽の乙おと女め！　だが、まだ消えるわけにはいかないのでな！」

　そう言うと、ヒョウカは一瞬でその姿を消してしまう。

　日奈子の目では、その動きはとても追いきれず──気づいたときには、ヒョウカの姿は視界のどこにもなかった。

「ああ……」

　日奈子の全身を包んでいた黄金の光が、ぱっと飛び散るようにして消えた。

　強制送還の術は発動寸前だったが、一瞬だけ遅かったようだ。もう少しで、あの恐るべき剣士をこの世界から追い出せたというのに──

「あ……れ……」

　日奈子は、全身から力が抜けていくのを感じた。不発に終わったとはいえ、初めて使った術のせいで、一気に体力を消耗してしまったらしい。

　がくりと、膝ひざから崩れ──

「大丈夫、ですか。日奈子さん」

「……ウィニア」

　膝をつく寸前、駆け寄って来たウィニアに支えられていた。

「ウィニアこそ……ひどいケガなのです……」

「ふふ、お互い、ボロボロ、です……」

　ウィニアは、まだ出血が止まりきっていない。日奈子よりよほど限界だろうに、それでも笑った。

「ラーシュも、逃げたみたい、です。よほど、日奈子さんの術、怖い、です。あなた、たぶん、誰だれより強い」

「……でも今、エイジンに襲われたら危険いっぱいなのです」

　確かに、ラーシュもいつの間にか姿を消しているが、すぐに戻ってくるかもしれない。今のウィニアを戦わせたくないし、強制送還をまた発動できるかは怪しいものだ。

「クローたちと合流を急ぐのです。ウィニア……一緒に行きましょう」

「はい、日奈子さん」

　日奈子はウィニアとお互い支え合うようにして、歩き出した。

　剣神へと至ったというヒョウカ。

　ウィニアをも斬きるほどに斬流ザンリユウを極めたラーシュ。

　あの二人のどちらかだけでも、強制送還しておけば──日奈子は奥歯を噛かんだが、悔やんでいる場合でもない。

　今はただ、前に進むしかなかった。







「リンネ、今の見たか？」

「うん、見たよ」

　クロウは、リンネとともに扉の要よう塞さいの中心部へと向かっていた。

　途中、何度もエイジンの妨害に遭ったが、リンネが撃退し、事なきを得ている。

　しかし、ついさっき、数百メートル先で見えた黄金の光は──

「あの光は、日ひ奈な子このいつものやつだ。間違いない」

「うん、行こう」

　クロウとリンネは頷うなずき合い、走り出した。もうクロウもすっかり扉の要塞内に慣れ、一人で軽々と進めるようになっている。

　さっきの光が見えたところまで、たいした距離ではない。急げば、ものの数分で──

「申し訳ないですが、行かせてあげられません」

「…………っ！」

　クロウは、走り出そうとして立ち止まった。同じくリンネも慌てて足を止める。

　突如、クロウたちの目の前に真っ白な閃せん光こうが走り、周囲の木々を根こそぎ吹き飛ばし、地面を深々とえぐっていったのだ。幅二メートル、長さ十五メートルに亘わたって広い溝のようになっている。

　クロウは、素早く後ろを振り向いた。閃光は、クロウたちの頭を追い越すようにして後ろから放たれていた。

　その閃光には、見覚えがあった。クロウが剣けん帝ていアミラルと、死し剣けん使つかいの一人と三みつ巴どもえの戦いを繰り広げた際にも、ビーム砲のようなこの光が放たれ、戦いを中断させたのだ。

　あのときは、誰だれが放ったものなのか、結局わからずじまいだったが──

　振り向いたクロウたちの数メートル前、二メートルほどの高さに盛り上がっている岩場の上に、二人の少女がいた。

　一人は、黒いコートの下に白いワンピースを着た小柄な少女。

　ブレイズの女王、リーゼベルである。

「あははは、久しぶりだねえ、クロウ、リンネ」

　もう一人は、ジャージの上着にグレーのミニスカートをはいた、赤毛の少女。

　ブレイズの死剣使い、スイサーラ──サーラだ。

「生きて……たんだな、リーゼ」

「リーゼちゃん……サーラお姉ちゃん……」

　クロウとリンネは、二人を見上げながらつぶやいた。

　リーゼは、二ヶか月げつ前に大だい剣けん聖せいジルンシェードと斬きり合った。大剣聖の命を懸けた最後の一撃は、リーゼもろとも周囲を吹き飛ばし、女王の生死は不明のままだった。

　クロウにとって、祖母のような存在でもある大だい剣けん聖せいは、リーゼとの戦いで命を落としたのだ。仇かたきである、とも言えるが──

　リーゼは、かつては女王としての記憶を押し込め、ブレイズの居留地で闇やみ医者として働いていた。

　そのときにクロウはリーゼに命を救われ、その後も彼女とは親しく接してきた。

　見た目は十二歳程度にしか見えないが、実年齢は九十歳ほどだという。

　騙だまされていた、とも言える。しかし、医者だったリーゼは自分がブレイズの女王だとは知らず、本心からクロウを案じ、なついてくれた。

　そんな経緯があるせいで、どうしてもクロウにはリーゼを仇だとは思えなかった。

「再会の挨あい拶さつにしちゃ、ずいぶん派手だな。あんなビームみたいな技くらったら、蒸発しちまうっての。あれ、術法……じゃねぇよな？」

「あれも『光コウ』を実体化する技の一種です。私の『光』をエネルギーとして放出しただけの、他た愛あいない技です。予備動作が大きいので、不意打ちでもなければ当たりません」

「あんなもんノーモーションで撃てたら無敵だもんな」

　クロウは、心から安あん堵どしていた。

　いくらクロウが強くなっても、肉体的な防御力が上がったわけではない。さっきの閃せん光こうをまともに浴びたらおしまいだ。

「あれは二度と使いません。安心していいですよ」

「そりゃ、よかった。あんな物騒な技、ずっと封印しておいてくれ」

「ではお兄さん……始めましょうか」

　リーゼは目を伏せ、冷たく言うと──

　右の手のひらを広げ、そこに『光』を集中させる。白い輝きが溢あふれ出し、細く長く伸びていく。

　その白い輝きは色と形を変えていき──無骨な拵こしらえの長剣と化した。片刃で反りがあり、血のように赤い色をしている。

　虚うつロナル紅あかキ夜よる──『光』を実体化させて生み出された剣である。ブレイズの女王のみが使える能力だ。

「やろうっていうのかよ、リーゼ……」

　すぐに日ひ奈な子このもとへ行くのは難しいらしい──クロウは、ルシェの柄つかに手をかけた。

　以前に、クロウは覚かく醒せいしたリーゼと立ち会い、一刀で斬きられている。

　おそらく、そのときの傷を治療したのもまたリーゼだ。彼女の意図は、まったくわからなかったが──

　今度こそ、正真正銘、命懸けの戦いになる。負けたほうが──死ぬのだ。

　クロウは、確かな予感を胸に、大剣聖から受け継いだ剣をすらりと引き抜いた。
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「それは……ルシェの剣ですね？」

「ああ、ソーシャにも気づかれたっけな。拵こしらえを変えてあるのによくわかるな」

　クロウは、軽く驚きつつリーゼに答える。一流の剣けん士しは観察力も優れているようだ。

「刃紋が同じですから。ルシェの愛剣だった久遠クオン彼方カナタは日本刀によく似ていましたが、彼女の最後の剣も日本刀とほぼ同じようですね」

「さすが、年の功。細かいことにも鋭いな」

　クロウは、軽口を叩たたく。

「ま、他に使う奴やつもいないんで俺おれがありがたくもらったんだよ。ソーディじゃねぇから剣に名前をつける趣味はないけど、こいつには──ルシェって名付けた」

「……彼女の嫌がりそうなことをよくわかってますね」

「はは、文句を言うなら化けて出てこいってんだ。いや、んなこと言ったらあのばあさん、本当に出てきそうだけど」

「同感ですね……」

　リーゼは、少しだけ寂しそうに笑う。

　大だい剣けん聖せいはリーゼに殺されたようなもの。それでも、この二人は若い頃は親友同士だったらしい。クロウも、二人が戦ったのは憎しみからではないとわかっている。

　おそらく、大剣聖とリーゼは──互いに譲れない意地のために戦ったのだ。

「なあ、リーゼ。俺からも訊きいていいか？」

「私が戦う理由は──」

「いや、そうじゃねぇよ。前から気になってたんだが……」

　クロウは、じとっとリーゼを睨にらみつけるようにする。

「そのごつい黒コートはなんだ？　うちの師匠とペアルックか？　いつものだぶだぶ白衣はどうしたんだよ。ダメだ、やり直しを要求する。そんなんじゃ萌もえねぇ！」

「萌えない!?」

「ちっこい身体からだに白衣着て、ちょっとお医者さんごっこ的な背徳感があったのがいいんじゃねぇか！　リーゼ、おまえはそこがわかってない！」

「わ、わかりたくありません！」

「あっはっは、女王。いけないなあ、クロウのペースに乗せられちゃあ」

　リーゼの背後に従じゆう者しやのように控えていたサーラが、明るく笑った。

「そういや、サーラ。おまえにも訊いておきたいことがある。子作りを迫ったり、斬きりかかってきたり忙しかったけど、今回はなんだ？」

「残念だけど、クロウ。今回は私用じゃなくて死し剣けん使つかいの一人としての仕事で来たのさあ」

「女王の護衛……か」

「いいや、女王の──最後の願いを叶かなえるためさ」

「最後の……？」

「正確には、その願いの邪魔をする者をまとめて引き受けるためだよ！」

　サーラの上着の袖から、二本の短い刃が飛び出す。ぎらり、と怪しく輝く刃に『光コウ』の白い光が伝わっていく。

「神鳴刃シンメイハ──二刀流が復活してたのかよ」

　クロウは、軽く目を見開いた。かつて、サーラは二刀流の使い手だったが、巫み女この力を解放したセフィによってそのうちの一刀がへし折られた。

「セフィに折られてから何ヶか月げつ経たってると思ってるのさあ。一応、つくり直してもらってたんだよ。これで──全力でいけるなあ！」

「…………！」

　サーラから、死し剣けん使つかい特有の突き刺さるような強烈な『光』が放たれてくる。ビリビリと空気が震え、周囲が殺意の波動で満ちる。

「できれば君を犯したかったんだけどねえ、クロウ。残念ながら、女王の願いが優先されるんだよ！」

「サーラお姉ちゃぁん！」

　いきなり、弾はじかれたようにリンネが飛び出し、サーラへと斬きりかかった。銀翼ギンヨクの刃と神鳴刃が衝突し、ガキンと甲高い音が鳴る。

「ははは、なんのマネかなあ、リンネ！　またサーラに剣を向けるなんて！」

「リーゼちゃんがクロちゃんと戦おうっていうなら！　お姉ちゃんの相手はボクだよ！」

　リンネは止まることなく連続攻撃を繰り出し、サーラに反撃の機会を与えない。二人の剣がぶつかるたびに、空気が激しく振動する。

「面白いなあ。でも、リンネ一人とはちょっと拍子抜けだよ。最低でも君とウィニア、扉の巫女もまとめて引き受けるつもりだったのに」

「ボク一人で充分だよ！　これはニアちゃんの分！　これはセフィちゃんの分！」

　リンネは銀翼の刃を、続けて二度サーラに叩たたき込む。サーラは、左右それぞれの神鳴刃で受け止めつつも、衝撃で後ろへと飛ばされる。

「……いや、セフィもウィニアも死んでねぇから」

「すみません、うちの死剣使い、みんな強いんですがちょっとアホで……」

　クロウとリーゼは、思わず呆あきれた顔をしてしまう。

　勢いで生きている死剣使いたちに、女王も手を焼いているようだ。

「んー？　リンネ、君は一瞬先を視みられるようになってたはずだけど、秘法を使ってないなあ？　ああ、女王を前にして従う様子もないから、変だと思った。そうか、君は──死剣使いの能力を失ったんだなあ！」

「蛇ちゃんは、ボクが斬った！　ボクはもう、死剣使いじゃない！」

　リンネとサーラは斬り結びながら、言葉をぶつけ合う。

「そうか、カスミはリンネにやられちゃったかあ！　戦うばかりの人生だったなあ、あいつは！　もっとも、カスミはそれで本望だっただろうけどね！」

　サーラは、不敵に笑って反撃の一刀を加える。リンネは、銀翼ギンヨクの柄つかをくるりと回転させて、その攻撃を弾はじいた。

「死し剣けん使つかいの本能に逆らってしまったんだね、リンネぇ！」

「ボクは、クロちゃんと周りのみんなのために生きるんだよ！」

「けっこう！　もうブレイズの戦いは終わるからねえ！」

「……え？　わあっ！」

　リンネは一瞬剣を止めてしまい、神鳴刃シンメイハの一撃をかろうじて受けつつも数メートル後ろに吹き飛んでいく。

「こらこら、油断しちゃいけないよ、リンネ！　何度も教えただろう!?」

「教わってないよっ！」

「そうだったかなあ？　まあいいや、お姉ちゃんが遊んであげるよ、リンネ！　それじゃ、クロウ！　また後でね！」

　サーラは、クロウに手を振ってからリンネに向かって突っ込んでいった。油断ではないだろうが、余裕を見せすぎだった。言ってることもやってることもメチャクチャである。

　そのまま、リンネとサーラは斬きり合いながら、扉の要よう塞さいの奥へと消えていった。

「ちょっ……リンネ！」

「待ってください、お兄さん。いえ……行かせません」

　リーゼが岩場から下りてクロウの前に立ちはだかり、真紅の剣の切っ先を向けてくる。

「私も、ただの気まぐれでここに来たわけではありません。お兄さん……やはり、あなたと戦いたいんですよ」

「……一度俺おれをぶった斬ってるじゃねぇか。いや、別に負けてないけどな。俺、こうして生きてるし」

「負けず嫌いですね、お兄さん……」

　リーゼは思い切り呆あきれているが、クロウは本気だった。生きている限り、負けではない。勝つことをあきらめていないならば。

「こっちもちょうどよかった。おまえとの決着は、つけておきたかったからな」

「どうしても負けてないことにしたいんですね……お兄さん、私が怖くないんですか？　一度は私に斬られたのに」

「怖いに決まってんだろ」

　クロウは、ためらいなく答えた。

「うちの師匠を初めて見たとき以来かもな、こんなに怖いのは」

　クロウは冗談を言っているわけではない。以前、リーゼに斬られたとき、死んでいてもおかしくなかったのだ。クロウは手も足も出ずに、一刀で斬り伏せられてしまった。

　それに、リーゼと大だい剣けん聖せいの戦いも目撃している。彼女たち二人の戦いは、まさに剣を極めた者たちのあまりに次元の違う戦いだった。

「本当に怖こえぇよ……でも、だからこそ乗り越える価値があるってもんだろ？」

「……あなたは」

　リーゼは、小さく笑った。

　以前のリーゼがよく浮かべていた、ちょっと困ったような笑みだった。

「ソーディではない、人間なのに。まるで大戦の頃のソーディたちを見ているようです。私たちだって人間が怖かった。鉄砲や大砲を恐れてなかった者など一人もいません。私やあのルシェでさえも。ですが、その恐怖を乗り越えた者があの大戦を戦えた。生き残った者も、散った者も。あなたもまた、彼らと同じなのでしょう」

「別に、大戦の英雄さんたちと肩を並べるつもりはないさ。俺おれはただ、これまで生きてきたすべてを肯定するだけだ」

　クロウは、ルシェを中段に構え、じりっと一歩前に進んだ。

「俺は知らないうちに、師匠に剣神ってやつを目指すように育てられた。いや、もっと前から──俺の両親すらそれに関かかわってたんだ。決して俺自身が望んだ道じゃなかったけど、敷かれたレールに乗ってるだけかもしれねぇけど、リーゼに斬きられて、シルフィ様に見捨てられて、最初に思ったことは──剣神を目指すってことだった」

「あなたは、彼女に──ヒョウカに利用されているんですよ」

「ああ、リーゼも師匠のことは知ってんのか」

「彼女はブレイズです。ソーディアから来た彼女は、最初にブレイズの居留地に流れ着いたのですよ。当時、私もそこにいました」

「リーゼと師匠が同じところにいたなんて、考えただけでぞっとするな」

　最強剣けん士し二人の揃そろい踏みなど、冗談にしか思えない。

「もっとも、私はヒョウカが好きではありませんでした」

「うちの師匠がなんか粗相でもしたか？　まあ存在自体が粗相みたいな人だけどな」

「彼女は、幼い頃から剣神をまっすぐに目指していました。あるかどうかもわからないものを目指し、強さを求めること、戦うことを絶対としていたんです」

「……昔から変わらねぇな」

　もっとも、ヒョウカが昔はおっとりした女性だった、などと言われたら驚く程度では済まないが。

「昔の私に似ていたんですよ、彼女は。傲ごう慢まんで、ただひたすら強くあろうとしていた。私もまた傲慢で、剣神の高みに手をかけておきながら──届かなかった。かつての私と同じ境地に挑み、願いを叶かなえてしまうかもしれないヒョウカが──目障りだったんです」

「師匠は、ブレイズの反乱には加わってなかったみたいだけど、リーゼとの性格の不一致が原因か？」

「ヒョウカが従ったのは、七しち剣けんの一角に潜り込むという指令だけでした。それも、ルシェに興味があったからでしょうね。唯一、私と互角に渡り合った剣士──」

「ブレイズは、えらい昔から反乱計画を始めてたんだな……」

　ヒョウカが大だい剣けん聖せいの弟子になったのは、少なくともクロウが生まれる前だ。ブレイズの蜂ほう起きは、ずいぶんと気の長い話だったらしい。

「ええ、長い戦いでした……私にとっては、七十年前から続く戦争です」

「リーゼの戦争は……まだ終わってないんだな」

　七十年前の終戦後、ソーディたちは平和な社会を築き上げた。

　だが、リーゼとその仲間であるブレイズたちは孤独な戦いを強いられてきたのだ。

　クロウには、彼らの復ふく讐しゆうを無意味だとか無謀だとか、否定できなくなっている。

「私は、古いブレイズです。ただただ戦うために生きる。剣を振るい、術法を放ち、自分よりも強いかもしれない者を求めて、求めて、求めて──」

「リーゼにとっての政府への反逆は、勝つことじゃなくて、戦うことが目的なんだな」

　もう、クロウにもわかりきったことではあった。人間である彼には、理解しがたいことでもある。だが、リーゼの気持ちは充分すぎるほど伝わってくる。

「でも、もう終わりです。八やツ首くびの蛇、死し剣けん使つかいの一人であるカスミが失われ──墜おちたる宮殿も破壊されました。まだブレイズの仲間たちは戦うつもりです。戦うことは、ブレイズにとって生きることと同義ですから」

　リーゼは、突如として飛んだ。背後から音もなく迫っていたエイジンの首を、野菜のように一刀両断にする。

　ズズン、と鈍にぶい音を立てて首を失ったエイジンの胴体が倒れ込む。

「……お見事」

「どうも、お兄さん。エイジンの駆除は、若い頃にけっこうやってたんです」

　リーゼは、なぜか恥ずかしそうに微笑ほほえむ。見た目が十代前半のリーゼに「若い頃」などと言われると、違和感が凄すさまじい。

「こうして、ブレイズの女王──ブレイズという種族そのものである私が剣を振るうことを、私たちの戦争とします。若きブレイズたちの分まで私が戦いましょう」

「たった一人で、種族を背負い込む気かよ」

「若き者たちには、彼らなりの考えがあります。戦争を起こしたのは、七十年前の亡霊である私なんですよ」

「その考えに、ネーナやネッサ、マナカたちも従ったんだろう。リーゼが全部責任を持つ必要があんのか？」

　なぜ俺おれは、敵のボスの肩を持つようなことを言ってるのだろう？

　クロウは、だんだん自分が混乱し始めていることに気づいた。

「私の戦いは終わりにして、そろそろ若者たちに決めてもらいます。ただ、その前に」

　リーゼは、虚うつロナル紅あかキ夜よるを下段に──いや、右手一本でだらりと構えた。

「大剣聖ジルンシェード、剣聖ヒョウカ。そして、剣けん将しようマナカ、剣けん帝ていアミラル、剣けん王おうジーネル、彼女たちの想おもいを継いだ剣けん士し──私の妄執を終わらせるにふさわしい相手です」

「ま、リーゼの宿敵の孫だしな。ああ、文句はねぇよ。これで負けたほうが負けな」

「ふふ、どうあっても前回の負けを認めない気ですね、お兄さん」

「お兄さんがワガママ勝手なのは知ってんだろ？」

「はい、ではいざ尋常に──勝負です！」

「おおおおっ！」

　クロウは、リーゼの古めかしい言い回しを笑わず、気合いをもって応えた。

　剣神を目指す道のゴールに近づいて、立ちはだかった小さな敵。

　だが、彼女こそが最強であることをクロウは身をもって知っている。

　それでも、一歩を踏み出す。剣を振りかぶる。

　恐怖を乗り越え、斬ざん撃げきを放つ。

　その先に、たとえ死が待っているとしても。







　クロウは意識を身体からだの奥底へと沈めていく。

　完全に無となるまで、刹せつ那なもかかっていない。

　無想ムソウ、古流コリユウの技、瞬しゆん絶ぜつの法──クロウが持てるすべての技を惜しみなく使わなければ、目の前の小柄な少女には勝てない。

　いや、斬きり合うことすらできず、一刀で終わってしまう。

「無想……やはり不思議な技です。九十年、多くの剣けん士しを見てきた私でも、こんな技を使える者は知りません」

「まだまだだ……！」

　クロウは、続けて光こう身しんを発動させる。全身が白い輝きに包まれていく。

「いい判断です、お兄さん。最初から全力全開ですね」

「いくら年上だからって、あんまり上から目線でナメてるんじゃねぇぞ、リーゼ」

　クロウは、にやりと笑いながら言った。意識を奥底に沈めているのに話せるというのも妙だが、無想も既に使い慣れた。完全に無になるのは、剣を振るその瞬間だけだ。

　一瞬だけ、相手からは姿も剣も消えたかのように見えなくなり、自分の意識すら消失する。それで充分なのだ。

　人を斬るのに時間は一秒も必要ない──

　クロウは、五メートルほどの距離を一気に詰めた。

「お兄さん……っ、これは……！」

　リーゼは、クロウが無想で振り下ろした一刀を虚うつロナル紅あかキ夜よるで弾はじく。ただ弾くので精一杯だったようで、リーゼは防御からの反撃も繰り出してこなかった。

　さらに、一瞬でクロウはリーゼの右側に回り込む。今度は横から薙なぐような一撃を放つ。

　無で放たれ、なおかつ古流の変幻自在の斬撃、そして──

「くっ……！」

　リーゼは身体からだをひねって、ギリギリのところで刃をかわす。コートの前がわずかに切れる。

「ルシェの瞬しゆん絶ぜつの法！　そんな技まで身につけていたんですか！」

「こっちも必死なんだよ！　使えるものはなんでも使わせてもらうさ！」

　クロウは続けて、連続攻撃を放つ。上段かと思えば下段、下段かと思えば首を狙ねらう。瞬絶の法で素早く踏み込み、意図的に無駄な動きをも入れてフェイントしつつ、さらに斬きりつける。

　リーゼは、クロウの剣をかわし、受けるばかりだった。

　扉の要よう塞さい内は足場が悪く、周りに木々も多いために自在に剣を振り回せない。

　だがクロウは無意識に動きやすい足場を選び、木々を避けて剣を振るっている。

　これもまた無想ムソウ──意識してではなく、足が、腕が勝手にもっとも効率よく動いてくれているかのようだ。

　むろん、クロウは自分が押しているとは思っていない。リーゼにとって、無想に古流コリユウ、瞬絶の法まで組み合わせた戦法などは未知のものだろう。長い経験を持つ彼女だからこそ、その経験則に存在しない戦い方が特に異質に見えるはずだ。

　だが、リーゼほどの剣けん士しならば、すぐに慣れるだろう。

　その前に決着をつける──クロウが勝利するには、この戦法がもっとも可能性が高い。

「うっ……！」

　リーゼは、クロウの剣をかわしきれず、体勢を崩す。

　ここだ──もちろんクロウはその隙すきを見逃さなかった。

「九きゆう天てん聖せい斬ざん──」

　相手を斬るための軌道が九つの白い光で可視化される技──

　まだまだ未熟だったクロウが、曲がりなりにも剣けん将しようマナカを斬った技でもある。どれだけ腕を上げても、彼にはこれが最強の奥義だった。

「これが……お兄さんの力……！」

　リーゼの剣がわずかにルシェの刃に触れ、軌道が逸それた。クロウの斬ざん撃げきは、リーゼの黒いコートの上から右脇わき腹ばらを斬り裂いた。ぱっと血が飛び散る。

「うくっ……！」

　リーゼは両足をしっかり地面につけたまま、滑るような動きで後ろに下がる。

「……面白い動きだな。ばあさんも空中を歩いたりしてたけど。これも年の功か？」

　クロウは無想を解除し、彼も一歩後ろへ下がった。

「ルシェの空くう歩ほ術じゆつですね。あの人、昔から使ってましたよ」

「……最近身につけたみたいなこと言ってたけどな、あのばあさん。まったく、どこまで本当のこと言ってたんだ？」

「ルシェは食えない人ですからね。若い頃からただ強いだけではなかったです。私も何度、彼女におちょくられたことか……」

「ばあさん、昔からあんなだったのか……って、そういうリーゼも『あたしに斬きられて幸せだと思いなベイビー』とか言っちゃう痛い子だったとか」

「お兄さん、舌を切り取りますよ」

「凄すごい脅し来た!?」

　大だい剣けん聖せいに同じことを言われたときにはごまかしていたが、リーゼには昔の人格は黒歴史らしい。

「ま、まあ昔のことなんかいいんです」

「昔の戦争の続きがリーゼの目的じゃなかったっけ？　ついさっきそう言われたような」

「私の個人的なことはいいんです！　もう、お兄さんは相変わらず意地悪ですね！」

「……やっぱ、性格は女王もリーゼと一緒なんだな」

　クロウは思わず口元を緩めてしまう。

　つい今し方、どちらが死んでもおかしくない斬り合いをしたばかりだというのに。

「人格を意識的に消去、再作成することで肉体の若さに対応する──それが、私が子供の頃の肉体を保ったまま長く生きられた理由ですから」

「心が老いれば身体からだも衰える──ばあさんは、そう言ってたな。十歳やそこらで肉体が完成して老化しなくなったリーゼが、心だけが老いていけば長く生きられるはずもねぇとも言ってたか」

「ええ、これが──子供の身体のままで、戦争を終わらせるために生きなければならなかった私がたどり着いた生き方です」













　リーゼは、少し寂しそうに笑った。

　風が吹いて、リーゼの二つに結んだ髪をさらさらと揺らしていく。

「でも、おまえは俺おれを『お兄さん』って呼んで、医者だった頃の記憶も持ってる。まだ、医者のリーゼに戻ることもできるんじゃねぇか？」

「いいえ、それはかないません」

　リーゼは、きゅっと唇を結んだ。

「やはり、私は女王なんですよ。医者のリーゼ、というのは女王が見ていたかりそめの夢。私は夢から覚め、現実の戦争を生きています。もう──戻ることはありません」

「……そうか。俺、リーゼのこと、好きだったよ」

「医者のリーゼもあなたが好きでしたよ、お兄さん」

　リーゼは、にっこりと笑い。

　クロウもまた笑え顔がおをリーゼに向けた。

「でも、あなたは私が斬きるべき人。宿敵に連なる最強の相手。私はあなたに会うために七十年もさまよっていたのかもしれない。あなたが、私の最後の敵──！」

　リーゼの笑顔が消え、彼女は駆け出す。黒いコートの裾すそを揺らし、瞬時にクロウの前へと肉薄してくる。

「速い……！」

　クロウは、思わずうめいた。それと同時に無想ムソウを発動。しかし──

「ぐぅっ！」

　ルシェを振るい、リーゼの剣をかろうじて受け流す。無想でほぼ自動的に、最適の太た刀ち筋すじで受け流したはずだが──クロウの腕から全身に重々しい衝撃が伝わってくる。

　リーゼは止まらずに、さらに剣を繰り出してくる。

　虚うつロナル紅あかキ夜よるの攻撃は、速く鋭く、とてつもなく重い。さらにリーゼの体さばきと、太刀筋には一分の乱れもなかった。

　以前、クロウを一刀で斬ったのはただ振り下ろしただけの斬ざん撃げきだった。

　リーゼには特別な奥義も必要なく、ただ振るうだけの剣が七しち剣けんの奥義をも超える必殺の威力を持つのだ──

「くっ、ぐうううっ……！」

　無想を発動したまま、クロウは後ろへと追いやられていく。さっきまでとはまるで逆、一方的に押されてしまっている。

「お兄さん、その程度ですか？　さっきの勢いはどうしましたか？」

　リーゼは無表情で言い、首をめがけて突きを放ってくる。なんでもない突きなのに、イシュトの雷穿ライセンよりも速く、鋭かった。

「くっ！」

　クロウは腰の舞まい姫ひめを引き抜き、その突きを払った。軌道を逸そらされつつも、頸けい動どう脈みやくを狙ねらってくる。わずかに首をひねって、突きをなんとかかわす。

「舞まい姫ひめ──マナカの剣ですね。彼女の二刀まで、お兄さんはものにしてしまったんですね」

「あいつほど器用に使えないけどな！」

　そう言いつつ、クロウはルシェと舞姫、二本の剣を別々の生き物のように操り、リーゼの連続攻撃を受け流していく。

　クロウの二刀流は師から学んだわけではなく、ほとんど我流だ。それでも、彼は二本の剣を自在に操る筋力と、剣のセンスを持ち合わせていた。

「いえ、たいしたものですよ。ですが──」

　リーゼは冷たく言うと、虚うつロナル紅あかキ夜よるで舞姫を弾はじき、続く攻撃でルシェの刀身を叩たたいた。クロウは両腕を広げ、なかば無防備になってしまう。

「言ったでしょう。私はかつて、剣神の高みに手をかけた者。あなたも剣神の高みに昇らない限り、この女王には──勝てません！」

「…………っ！」

　ドッ、と鈍にぶい音とともに虚ロナル紅キ夜の切っ先がクロウの胸の中心へと沈んでいく。クロウは瞬時に後ろに跳んで、その突きから逃れた。

　少しでもタイミングが遅れていたらそのまま胸を貫かれていただろう。

「前よりはだいぶマシです。でも、まだまだ。まだ足りません！」

「リーゼっ……！」

　紅い残像を引きながら、リーゼの斬ざん撃げきが次々とクロウに襲いかかってくる。胸の傷は浅いが、苦痛と出血がクロウの動きをわずかに鈍らせてしまう。

「ちっ……！」

　花散乱撃カサンランゲキ、円えん舞ぶ──ルシェと舞姫の二刀で、虚ロナル紅キ夜の刀身に連続攻撃を加え、リーゼの体勢を崩す。

　その隙すきに、クロウはさっと後ろに下がって間合いを開けた。攻撃するよりも、体勢を立て直さなければならなかった。

　無想ムソウを解除し、呼吸を整える。

「はっ、今度は一撃必殺とはいかなかったな、リーゼ」

「一撃でやられなかっただけで、こんなに偉そうにする人も初めて見ました……」

　クロウは、リーゼの言葉ににやりと笑う。

　胸の傷からの血は、勢いは弱まりつつある。光こう身しんで全身を巡っている『光コウ』が傷口を癒いやしているのだ。

「だいたいな、リーゼ」

「はい？」

「剣神の高みに〝手をかけた〟っていうのは、具体的にどういうことなんだ？　おまえは剣神がどんなもんなのかわかってんのか？」

「お兄さん、回復するための時間稼ぎにしては、あからさまですよ」

「……とんでもない」

　クロウは舌打ちしそうになった。もちろん、おしゃべりの目的は時間稼ぎだったが、確かにバレバレすぎた。

「でも、いいでしょう。傷の回復くらいのハンデはあってもいい。今の斬きり合いでそれがわかりました」

「…………」

　クロウには反論できなかった。以前より無想ムソウも完成度が上がっているとはいえ、リーゼの剣技はやはり極められている。

　あの大だい剣けん聖せいジルンシェードを圧倒したほどの強さには、そう簡単には追いつけない。

「剣神の高みに手をかけた──といっても、特別ななにかが起きたわけではありません。『光コウ』と力と技、その三つを急激に成長させたときに発生する『光』の煙が立ち昇り──それと、見えたくらいです」

「見えた……？」

「戦争中のことです。目の前には多くの敵がいました。私は夢中で剣を振り続け、戦い続けていました。そんなとき──」

　リーゼは、遠くを見るような目をする。

「まるで、私一人だけが別世界に飛んだかのように──真っ白な、なにもない世界にいました。そこには、敵も味方も誰だれもいません。私と、虚うつロナル紅あかキ夜よるだけがその世界にいたんです」

「無想……？　いや、違うか？」

　クロウはつぶやく。無想は、ただなにもかもが消え失うせてしまう。握っている剣の感覚すらなくなるのだ。

「その白い世界で、私は剣を振りました。その剣は──ブレイズの女王も、死し剣けん使つかいも、七しち剣けんも超えた一撃となったんです」

「それが剣神……？」

「ですが、白い世界が見えたのは一瞬だけ。そのあと、二度と同じ光景を見ることはありませんでした。若き頃のルシェと戦ったときも。白い世界が見えたときの戦いは確かに激しかったんですが……なぜ、あのとき見えたのか私にもわかりません。あるいは、剣神に手をかけたのは……まぐれだったのかもしれませんね」

「おまえの強さは、まぐれなんかじゃ説明できねぇけどな……」

「もちろんです。剣神に届かなくても、女王である私にかなう者などいない──いてはならないんですよ。いえ、私は剣神などどうでもいいんです。そんなソーディアのおとぎ話などより、この世界での現実のほうが──」

「…………っ！」

　ドオン、と凄すさまじい爆音が響き、空気がビリビリと震える。

　クロウたちから二百メートルほど離れたあたりの木々の間から黒い煙が上がっていた。

「サーラの爆発の術法か……リンネっ！」

「お兄さん」

「なっ……!?」

　爆音の方向へ目を向けたクロウは、胸に熱さを感じた。視線を落とすと、さっき突きでくらった傷とは別に、真一文字に薄く斬きられた傷があった。

　クロウが目を逸そらした瞬間、リーゼが斬りつけていたらしい。かすっただけで、血もほとんど出ていない。

「お兄さん、これでも私は、それなりに経験豊富な女なんですよ。その私が忠告してあげましょう。女と話しているときに、別の女に気を取られてはいけません。それは浮うわ気きにも匹敵する所業ですよ」

「……そりゃあ勉強になるな」

　クロウの頬ほおを、つうっと冷たい汗が伝っていった。

　リーゼから──凍るような冷たい殺気が放たれている。ラーシュの斬流ザンリユウとはまた違う、凄すさまじい圧迫感──

「ところでお兄さん、もう一つ教えてあげましょうか？」

「いいなあ、ロリっ子に教えてもらうっていうのも悪くない」

「ふう……お兄さんは、本当にどんなときも変わりませんね」

　リーゼは、呆あきれた顔をして軽く首を振った。

「智ち将しようラナフィは、ブレイズの戦闘力と闘争本能を恐れ、粛清を進めました。ですが、彼女が本当に恐れたのは──ブレイズという種族ではないんです」

「……どういうことだ？」

「彼女が本当に恐れたのは、ブレイズという種を率いる女王。容赦もなく慈悲もなく、敵を殲せん滅めつした小さな剣けん士しだったのですよ」

「そいつは凄すごいが、自分で言うか？」

「なにしろ、ラナフィ本人に聞いた話ですから。もちろん、粛清が始まる前のことですけどね。私と彼女は会話を交わすくらいの仲ではあったんですよ」

「……だろうな」

　ソーディを率いる四よん将しようの一人だった、智将ラナフィ。ブレイズという種族を率いるリーゼと接点があったのは当然だろう。

「そう、彼女が恐れたのは容赦も慈悲もない剣士──」

「…………！」

　クロウは、突然繰り出されてきたリーゼの突きを、ルシェでかろうじて弾はじく。

　虚うつロナル紅あかキ夜よるの切っ先が肩をかすり、血しぶきが上がる。

「くっ……！」

「お兄さん……っ！」

　リーゼはさらに踏み込み、まるでデタラメに剣を振り回す。しかし、その太た刀ち筋すじに乱れはなく、クロウのルシェと舞まい姫ひめでもさばききれず──

「ぐっ、うっ……！」

　クロウの全身に、小さな傷がいくつも走る。さばききれなかった斬ざん撃げきは、クロウの肉を深々とえぐっていく。

　リーゼは唐突に剣を引くと、すっと後ろへ下がった。

「ねえ、お兄さん──」

　それから、凍るようなまなざしをクロウに向けてくる。

「もしかして、私があなたに優しく手加減してあげるとでも思っていたんですか、お兄さん？　医者だったリーゼの心がどこかに残っているとでも？」

「リーゼ……」

「この前、あなたの傷を治してあげたのはただの気まぐれです。でも……もうそんな生ぬるいことは決してしません」

　リーゼは、虚うつロナル紅あかキ夜よるの切っ先をクロウに向けてくる。その紅い刃から、真まっ赤かな血がぽたぽたとこぼれ落ちていく。

「お兄さん、あなたはここで死ぬんですよ。脆ぜい弱じやくな人間ヤートの身で、剣に生きる者たちの戦いに首を突っ込んだ自分を恨んでください──」

「…………」

　今度は、クロウの全身に冷たい汗が浮かぶ。

　リーゼからの殺気はまぎれもなく本物だ。以前に一刀で斬きられたときは、彼女はどこか悲しそうにも見えた。

　決してこの戦いを望んでいるわけではないようにも──

　だが、今のリーゼは本気だ。本気でクロウを斬ろうとしている。

　確かにクロウは、認めざるを得なかった。どこかで、リーゼが以前のちびっ子医者に戻って、笑いかけてくれるのではないかと思っていたと。

　自分の甘さを痛感しつつ──クロウは、圧倒的な殺気に抗あらがい、二本の剣を構えた。

　しかし、目の前に立ちはだかる壁は、あまりにも巨大だった──







「うあああっ！」

　リンネは爆風に吹き飛ばされ、巨大な木の幹で背中を強打してしまう。

　呼吸が止まりそうになり、それでも体勢を立て直す。

「サーラ……お姉ちゃんっ……！」

「がっかりだなあ、リンネ。死し剣けん使つかいの力をなくしたら、そんなものかあ？」

　爆発の術法でリンネを吹き飛ばしたサーラは、余裕たっぷりの顔で立っている。

　リンネにも、この展開は意外だった。サーラが相手でも、クロウがリーゼと戦っている間の時間稼ぎくらいは務まると思っていたのだ。

「サーラは、『光コウ』を封印されてもラーシュと戦えたよ。ほとんど人間並みのパワーしかなかったのに。リンネ、君は情けないなあ」

「……まったくだね」

　リンネには、一瞬先の未来を視みる〝秘法〟があった。荒っぽい彼女の剣も、その秘法を使えばクロウの無想ムソウにも対抗できうる力となった。

　だが、既に秘法を失い、リンネは他のブレイズとなにも変わらない。パワーやスピード、術法の威力はサーラにそう劣っていないだろう。しかし、剣の技術ではまったくかなわない。サーラは夏にラーシュと一ヶか月げつもの間、戦い続けたことで大幅に腕を上げている。

　このままでは時間稼ぎどころか、クロウの足を引っ張ることにもなりかねない。

　では、どうすればいい──？

　リンネの風の術法は、サーラの爆発の術法にも負けていないだろうが、この最強の死し剣けん使つかいがそう簡単に攻撃をくらうとは思えない。

　奥義の銀ぎん翼よく風ふう神じん旋せんも、おそらくサーラには通じない。大技で倒すには、まず隙すきを見つけなければならないが、それはほとんど不可能だ。

「でも……やるしかないんだよ！」

「へえ、あきらめないんだねえ。いいよ、リンネ。サーラもそういうのは嫌いじゃない」

　リンネは歯を食いしばる。あきらめたら、死ぬだけだ。彼女の唯一にして最大の望みは、クロウやセフィたちとともに生きること。こんなところで死ねない。

　なんとか致命傷を避けて、打開策を見み出いださなくては──

「リンネーっ！」

「…………!?」

　リンネは、ぎょっとしてしまう。凹凸だらけの岩場を飛ぶようにして駆けてくるのは、セフィだった。

　まさか、クロウではなく彼女のほうが先に駆けつけてくるとは──！

「ダメ、セフィちゃん！　逃げて！」

「逃げるのはあんたでしょ！」

　セフィは星ほし崩くずしを構えて一気にリンネのもとまで走ってきて、その勢いのままサーラへと突っ込んでいく。

「ははあ、そういえば君にも借りがあったねえ、お姫様！」

「死剣使いは借りだの因縁だの、細かいわね！」

　笑みを浮かべるサーラに、セフィは怒鳴りつける。

　以前、サーラは扉の巫み女この力を解放したセフィに叩たたきのめされている。彼女の祖母でもある先代の扉の巫女が、大戦中に八やツ首くびの蛇を倒したこともあって、その生まれ変わりのカスミにもずいぶんつきまとわれていたのだ。

「借りは返さないとねえ！　これでも几き帳ちよう面めんな性格なんだよ！」

「そんなチャラチャラした格好で、几帳面とか言われてもね！」

　二人は怒鳴り合い、一気にサーラに肉薄したセフィが星ほし崩くずしを振り下ろす。扉の巫み女この力を受け入れて習得した、斬ざん撃げきの瞬間のみプラチナ色の光を発動させる剣技だ。

「相変わらず、凄すごい剣だねえ！　でも──凄いだけだ！」

「…………っ!?」

　扉の巫女の圧倒的パワーで振り下ろされた星崩の刃を、サーラは右手の神鳴刃シンメイハで事もなげに弾はじいた。ガァン、と大型トラックが正面衝突でもしたかのような重厚な音が響く。

　続けてサーラが左の神鳴刃を振るう。全力を込めて振り下ろした剣を弾かれ、セフィは完全に体勢を崩されてしまっている。

「セフィちゃんっ……！」

　リンネは銀翼ギンヨクを槍やり投なげのように投とう擲てきし、サーラの頭部を狙ねらう。

「わおっ」

　サーラはふざけた声を上げ、セフィに向けて振るっていた神鳴刃で銀翼を叩たたき落とす。

　その間にセフィは、地面を蹴けってサーラから間合いを取っていた。

「あ、ありがとう、リンネ。助かったわ……」

「ううん、セフィちゃんのおっぱいはボクが守る！」

「……なんというか、ロウの悪影響って凄すごいわよね」

　セフィはこめかみを押さえて、呆あきれたように首を振っている。

「ははは、扉の巫女と死し剣けん使つかいが仲良くなってる、というのも妙な話だよ。まあサーラが仲良くまとめて片付けてあげよう！　それでクロウの子種はサーラだけのもの！」

「こっ、子種ぇ!?」

　セフィは驚いているが、リンネは呆れてしまう。サーラは、クロウが女王と戦っていることを忘れたのだろうか。認めたくないが、クロウの命は風前の灯ともし火びなのに。

「扉の巫女よ、君は生まれついての最高のソーディ。だけど、まだその力を使いこなせていないよ。もうサーラは君の太た刀ち筋すじを知ってる。死剣使いの意地にかけて、二度と君には負けない！」

「スイサーラっ！」

　セフィは、サーラの神鳴刃の一撃を受け止め、続けて繰り出された斬撃も止めた。星崩と神鳴刃が激しく衝突し、真まっ赤かな火花が飛び散る。

　短剣くらいの長さしかない神鳴刃が──分厚く巨大な星崩を弾き、空中へと飛ばす。

「セフィちゃん！」

　リンネは慌てて地面に落ちていた銀翼を拾い上げる。

　セフィの腕も、ソーシャの指南を受け、扉の巫女の力を受け入れて大幅に上がっている。だが、セフィとの戦いを一度体験し、同じく大きく腕を上げているサーラにはかなわない。

　やはり、サーラはヒョウカにすら匹敵する最強の剣けん士しなのだ──

「もう遅いよ、リンネ。言っただろう、二人まとめて──だって」

「銀翼風神──！」

　リンネは銀翼ギンヨクを構え、必殺の奥義を放とうとする。たとえ通じなくても、彼女には他に手がなかった。

「遅いと言った！」

　サーラは胸の前で二本の神鳴刃シンメイハを交差させる。神鳴刃が、キィィィとジェット機のエンジン音のような高い音を響かせながら震動し、その周囲にピンポン玉ほどの大きさの白い光の球体がいくつも浮かぶ。

　球体の一つ一つが、凄すさまじい威力を秘めた爆発の術法なのだ。

「神しん鳴めい爆ばく天てん破は──！」

　サーラはふわりと舞い上がった。月面で跳んだかのような、ゆるやかなジャンプだった。

　リンネの奥義を放つ手が、ぴたりと止まってしまう。セフィもまた、星ほし崩くずしを拾いかけて硬直していた。

　おそらく、セフィも同じことを考えている──リンネは直感した。

　こちらから攻撃を仕掛けて強引に押し切っても、サーラの奥義は相そう殺さいしきれない！

「サーラっ！」

「おやぁ!?」

　突然の声とともに、サーラのすぐそばの茂みから赤いコートを羽織った人影が飛び出した。

　剣を一いつ閃せんさせ、右の神鳴刃を弾はじく。

「くっ……！」

　サーラは体勢を崩し、神鳴爆天破が──暴発する。

「やばっ……！」

　リンネは銀翼を握ったまま地面をえぐる勢いで跳び、サーラに一撃を加えた人物に体当たりするようにして、暴発する神鳴爆天破から救い出す。

　背中に熱を感じながら、リンネはその人物──クロウを抱きかかえて転がっていく。

　爆発の球体は無造作にあたりに散らばり、周囲が薙なぎ払はらわれてしまう。

「ク、クロちゃん。なんでここに……？」

「リンネが心配だったような、ただ追い込まれて来ただけのような……まあ、半々かな」

　クロウは起き上がりながら、とぼけた答えを返してくる。ずいぶんといいタイミングで現れたが、ほぼ偶然だったらしい。

「セフィもいるとは思わなかったけどな」

「ロウ……」

　セフィも、爆発からは上う手まく逃れたようだった。指向性を失った奥義など、今のセフィならかわすことは難しくない。

「と、おしゃべりしてる余裕はねぇんだ。ちょっと厄介なことになってんだよ」

「厄介って……クロちゃん、ボロボロだよ！」

　リンネはそのときになって、やっと気づいた。

　クロウが着ているマナカの赤いコートはあちこち斬きり裂かれ、血が流れ出している。致命傷はないようだが、決して無事などと言える状態ではない。

「いやあ、あいつ凄すげぇよ。わかっちゃいたけど、とんでもねぇ」

　クロウは、顔を上げて自分が出てきた方向を見た。彼が飛び出してきた茂みから、小柄な人物が現れる。

　紅あかい愛剣を右手に握った、女王リーゼベルだ。

　彼女のほうは、ほとんどダメージを受けていない。

「お兄さん……わざわざ、こんなところに飛び込むなんて。リンネや扉の巫み女こを気にしていては、ますます勝ち目がなくなりますよ」

「わー、女王、なんか怖いなあ」

　サーラが、茶ちや化かすように言った。リンネもまったくの同感だったが、ふざける気にはなれない。リーゼからこれほどの殺気が放たれているのを見るのは初めてだった。

　あるいは、大だい剣けん聖せいと戦ったときよりも──

「二人の無事を確認できただけでも充分さ。ま、リーゼとサーラ、二人の相手はちょっとキツイかな」

　クロウは、真面目まじめな顔でとんでもないことを言う。

　リーゼ一人にも苦戦していたらしいのに、この上サーラまで相手にするというのか。

　リンネは、まじまじとクロウの顔を見つめてしまう。

「やるしかねぇなら、やるんだよ。ここにいる奴やつらは、みんなわかってんだろ？」

　それは──クロウの言うとおりだった。

　この少年は、そういう性格なのだ。勝ち目のない敵とは戦わない、と口では言っているが、必要があれば平気で無謀な戦いにも挑む。

　クロウがそんな男だからこそ──リンネは彼を好きになり、死し剣けん使つかいから離れて、ともに戦っているのだ。

　リンネは緊迫した場面でありながら、あらためてクロウへの気持ちを確認していた。







　と言っても、どうしたものか──

　クロウは大口を叩たたいておいてから、頭をフル回転させ始めた。

　リンネに話したとおり、なかばリーゼに追い込まれてここに来たようなものだが、そのおかげでセフィとリンネの危機を救えた。

　そこまではよかったのだが──彼自身の危機は、一向に回避できていない。それどころか、状況は悪化している。

「さあ、お兄さん、続きを。大丈夫、スイサーラはあなたには手を出しません」

「……俺おれには出さなくても、セフィとリンネには出すだろ」

「ははっ、いろんな意味で手を出したい獲物はお預けなんだから、サーラも可哀かわい想そうだよ」

　サーラが口を挟んでくる。

　どうやら、セフィとリンネの二人でも今のサーラには勝てないらしい。サーラが腕を上げていることはクロウも知っていたが、まさかそれほどまでとは。

　とはいえ、クロウがリーゼとサーラの二人を同時に相手取るのは不可能だ。はっきり言って、今のところリーゼ一人でも勝機はまったく見えていない。

「そう気にすることはありません、お兄さん。どのみち、順番が変わるだけです。ここであなたが死ねば、私はサーラに加勢します。リンネと扉の巫み女こに勝ち目はないでしょう」

「そう悲観したもんでもねぇよ。人数だけで言えば、三対二じゃねぇか」

「いいえ、私一人で三人まとめて相手をしても……いいですよ！」

「…………っ！」

　クロウはとっさに無想ムソウを発動、セフィに向けて踏み出しかけたリーゼの前に割り込み、虚うつロナル紅あかキ夜よるを弾はじく。

「おいおい、いきなり人の女に剣を向けられちゃ困るな」

「守れもしないなら、大切な者をつくらないことをオススメしますよ」

　リーゼは、虚ロナル紅キ夜を構え直しながら冷たく言った。

「ロウ、あたしなら自分で自分の身は守れるわ」

「他の相手ならそうだろうさ。けど、こいつは……リーゼだけはダメだ」

　クロウは、セフィの実力を決して低く見ていない。扉の巫女の力、一瞬の爆発力ならば七しち剣けんや死し剣けん使つかいにも対抗できるはずだ。

　それでも、リーゼは奥義でもなんでもなく、普通に繰り出す斬ざん撃げきが完かん璧ぺきすぎる。クロウが一刀で斬きられたように、セフィもリンネも一撃で致命傷を負う可能性が高い。

「私は、順番は気にしませんよ。でも、私はお兄さんと……斬り合いに来たんです！」

「光栄だな！」

　無想のまま、クロウのほうが先に踏み出す。ルシェと舞まい姫ひめを同時に振るい、リーゼの首と胴を狙ねらう。

「ふっ！」

　リーゼは目にも留まらぬ剣さばきで二つの斬撃を同時に叩たたき落とす。瞬しゆん絶ぜつの法ではないが、彼女の動きも無駄がなく、紅い刃がきらめいた瞬間、既に剣は振り切られている。

「剣神に届かないまま私の前に立ったことを後悔してください！」

「おまえが急に現れたんだろ！」

　クロウは、またもや防戦一方になってしまう。これでは、さっきまでと同じだ。かろうじて致命傷は避けられてきたが、このままではそれも時間の問題だ。

「お兄さん、あなたの無想は確かに凄すごいです。ですが、まだまだです。無想だけでは私に届かない！　あなたは剣神にはなれない！」

「…………！」

　リーゼの連続攻撃をさばききれず、クロウは胸や肩を斬り裂かれてしまう。どれも、まだ浅いが──

　ルシェと舞まい姫ひめから、リーゼの斬ざん撃げきの重さが伝わってくる。攻撃を受け流しても、ダメージは蓄積していく。これでは、ますます限界が早まってしまう。

「リーゼぇっ……！」

　紅あかい光がキラキラと何度もきらめく。その一撃一撃は、確実にクロウの生命力を削り取っていく。

「ちぃっ！」

　ルシェと舞姫を振るっても、当たらない。無になっての一撃を、リーゼは当然のようにさばいてしまう。

「あなたが完全に消えるわけじゃない。無になる、ということがわかっていればかわしようはあるんですよ！」

　キィン、キィンと互いの刃が交錯し、リーゼの攻撃だけが敵を斬きり裂いていく。防御すら自動で行う無想ムソウでも、リーゼの正確かつ強力な斬撃はしのぎきれなかった。

「はっ！」

　リーゼは、高く跳んだ。落下しつつ空中で一回転し、虚うつロナル紅あかキ夜よるを振り下ろしてくる。クロウがかろうじてルシェで受け流したときには、リーゼは既に着地して、くるりとまた回転しつつ、横に薙なぐような斬撃を放ってくる。

「ぐっ！」

　クロウはのけぞってかわすが、左胸を虚ロナル紅キ夜の切っ先がかする。リーゼはさらに踏み込んできて、今度は下からすくい上げるような一撃を放つ。

　体勢を崩しかけていたクロウは、それでもなんとか舞姫でリーゼの豪剣を受け流した。

　上から下から、左右からと止まらずに攻撃が繰り出されてくる。

　まるで、クロウが初めて戦ったブレイズの少女、ネーナを彷ほう彿ふつとさせるような立ち回りだった。そういえば、ネーナはソーディの古い戦い方を知っていた少女だった。

　跳び回ることで銃を構えた人間の射線から逃れ、視界の外から斬りかかる立体的な戦い方──大戦を生き抜いたリーゼは、まさに実戦でその立ち回りをしてきた剣けん士しなのだ。

「うっ……！」

　クロウの太ももが一文字に斬り裂かれる。セイバーズ制服のズボンが斬れ、そこから血が噴き出した。

　今度の傷は、深い──燃えるような痛みが傷口から伝わってくる。

　だが、立てないほどでは──ない。

　リーゼは、まだ止まらずに連続攻撃を放ってくる。上下左右、空中から、地面を這はうような低空から、小柄な身体からだが縦横無尽に動く。

　クロウはもはや目でその動きを追っていなかった。追い切れるようなスピードではない。無想と光こう身しん、瞬しゆん絶ぜつの法を使い、五感のすべてを研ぎ澄まして、なんとか反応できている。

「…………っ！」

　今度は右脇わき腹ばらに、虚うつロナル紅あかキ夜よるが突き刺さる。かろうじて内臓に達する前に逃れたが、ダメージは大きい。

　クロウは、間合いを取ってルシェと舞まい姫ひめを構え直す。

「……まだあきらめないんですね、お兄さん」

「生きてる限り、戦える。それが、剣けん聖せいヒョウカの弟子……なんだよ」

　ふらつきながらも、クロウはきっぱりと言った。追い込まれても、絶望したりはしない。ブレイズの反逆から始まった戦いで、何度も死を間近に感じてきたが──こうしてまだ生きている。

　目の前に立つのは、最強の敵。

　それでも、クロウにあきらめるという選択肢だけはなかった。

「あなたに勝つことはできます。でも、お兄さんの心を折ることまでは難しそうですね」

「はっ、どっちも無理だっつーの。ここから、俺おれがいつもどおりに大逆転するんだよ」

　クロウは軽口を叩たたいたが、それだけのことを口に出すだけでも、力を振り絞らなければならなかった。

「……ねえ、お兄さん。私はかつて、ルシェに斬きられました」

「は……？」

「墜おちたる宮殿の戦いでも、彼女にトドメを刺せず、術法の直撃をくらいました。ルシェは死んで、私は生きていますが──これは私が勝ったんでしょうか？」

「そんなのは……自分で決めろよ。生き残ったのはリーゼだ」

　クロウは真剣に答えた。大だい剣けん聖せいはもう文句も言えないのだから、生き残った側が決めればいい。

「そうですか……でも、それを口に出すのはやめておきましょう。ですが、ここであなたには勝ちたい。あなたのすべてに勝ちたいんですよ」

「……なにをする気だ？」

「お兄さんは、自分がどこまで追い込まれても負けを認めないでしょう。ルシェの心が最後まで折れなかったように。でも──ここには、あの子たちがいます」

　すうっ──と、リーゼの真まっ赤かな瞳が薄暗い赤へと変わったかのように見えた。

　クロウは、彼女のその瞳にぞくぞくと背筋が寒くなる。

　まさか──！

「スイサーラ」

「女王？」

「扉の巫み女ことリンネを殺しなさい」

「…………っ！」

　クロウは、思わず息を呑のんだ。

「スイサーラ、あなたが手加減していたことはわかってます。今のあなたならば、まだ未熟な扉の巫女と力を失ったリンネを殺すなんて簡単なはず」

「じょ、女王……」

　サーラは明らかに焦っている。彼女のこんな顔を見たのは初めてかもしれない。

「二人が、お兄さんの思い人だからですか？　二人を殺してお兄さんに恨まれるのが怖いですか？　最強の死し剣けん使つかいが、ずいぶん可愛かわいらしくなったことです」

「そ、そんなことは……サーラは手加減なんて……」

「それを証明したければ、二人を殺しなさい。殺せない……というならば」

　リーゼは、すたすたと歩いてサーラの前に立ち──彼女の目をまっすぐに覗のぞき込む。

「女王として命じます。死剣使いスイサーラ、扉の巫み女ことリンネを──殺せ」

「……はっ、女王……」

　サーラは身体からだを硬直させ、神妙な声で答えた。

　それからすぐに身を翻して──セフィに向かって歩き出す。

　死剣使いは、ブレイズという種族に、種族そのものである女王の命令に逆らえない──

「よ、よせ、サーラ……」

　クロウは動けない。リーゼは既に彼に向き直っている。隙すきを見せられるはずがない。

　サーラはまっすぐにセフィの前まで歩いて行くと──右の神鳴刃シンメイハを振り上げた。

「くっ、スイサーラ……！」

「やめて、サーラお姉ちゃん……！」

　セフィは星ほし崩くずしを構える。リンネもその横へと駆けつけるが──

　サーラの殺気は圧倒的だ。おそらく、リーゼの言うとおり、サーラが本気になればセフィもリンネもひとたまりもない。

「まだ、あたしはこんなところで──」

「よしなよ、お姫様」

　星崩を振りかぶろうとしたセフィに、サーラが冷たく告げる。

「せめて、楽に死なせてあげるから。痛みを感じる暇もないくらい」

「なっ…………っ」

「お姉……ちゃん……」

　サーラの感情を押し殺したような声に、セフィとリンネは言葉を詰まらせてしまう。

　そこにいるのは、スイサーラという名を持つ剣けん士しではなく。

　女王の命のままに動く、死剣使いという虚うつろな人にん形ぎようだった。

「ごめんね、お姫様、リンネ」

　サーラはそう言うと──一気に、右の神鳴刃を振り下ろした。狙ねらいは、セフィの細い首。

　セフィは星崩で防御しようとするが間に合わない。

　サーラの右腕の刃は、セフィの首を刈り取り、そのまま隣に立つリンネの命をも奪おうとしていた。

　神鳴刃が銀色の閃せん光こうを描いた瞬間──

「…………！」

　突然、クロウの身体からだの奥底──無想ムソウによって沈められた意識のさらに奥で、なにかが弾けた。

　同時に、クロウは駆け出していた。地面を削るようにして土煙を上げながら、まっすぐに──

「ク……ロウっ!?」

　サーラが大きく目を見開いた。

　クロウはルシェの一撃で、神鳴刃シンメイハの斬ざん撃げきを弾はじき、サーラの身体を浮き上がらせていた。舞まい姫ひめで追撃を加え、サーラは空中に浮きながらも神鳴刃で受け止める。

　サーラはクロウの斬撃を受け止めつつ、それでも剣の勢いに押されて吹き飛び、太い木に激突する。

　素早くクロウは、セフィとリンネの前に立つ。

「……ロウ？」

「ク、クロちゃん……？」

　セフィとリンネの声が背後から聞こえたが、クロウは振り向かなかった。

　二本の剣を構えたまま、前へと歩き出す。

「今のは……無想、ですか？」

　リーゼもまた、前へとゆっくりと歩いてくる。

「さあな。くらった本人に訊きいてみたらどうだ？」

　クロウは、木の幹に背中をもたせかけているサーラに視線を向ける。

「無想……だろうけど、なにかがおかしかった……かな。剣がぶつかった瞬間、意識が吹き飛びそうに……」

　サーラは、戸惑いながら答えた。もう襲いかかってくる様子もなく、彼女からはまったく殺気を感じない。

「ただの無想ではない……ということですか」

「俺おれにだってよくわからねぇよ」

　クロウは答えて、二本の剣を中段ではなく──だらりと下げて構えた。

「じゃあ……もう一度見せてもらいます！」

　リーゼが、素早く踏み込んできて虚うつロナル紅あかキ夜よるを振るう。真まっ赤かな刃が、圧倒的な破壊力をもって放たれる。

　クロウは──少しも動じずに、二本の剣を同時に振って、虚ロナル紅キ夜を叩たたく。

「…………っ！」

　リーゼは大きな目をさらに見開いて、後ろに跳んだ。

「これは……」

　黒いコートの左肩のあたりが切れて、血が流れ出ている。

「いつ、斬きったんですか……？」

「無想ではあるからな、俺にもわからねぇんだって」

　クロウはそう言いつつ、自分の肉体が、剣が、無想ムソウが変わったのを確信する。

　自分の中で、非連続的革命パラダイムシフトとでも呼ぶべき劇的な変化が起こっている。

　それは、無想に目覚めたとき以上の──

　隙すきを見せることなくリーゼから逃れ、サーラの一撃を弾はじいて。

　恐ろしいほどに完かん璧ぺきなリーゼの斬ざん撃げきを止めただけでなく、瞬時に反撃までくらわしている。ついさっきまでなら、絶対に不可能な芸当だった。

「いったい、どうなって……お兄さん、あなたは……？」

「古流コリユウの先に、無想があった。師匠は俺おれの無想と戦うことで、剣神への踏み台にしようとしてた。つまり──ここまでは、師匠の思いどおりってことだな」

「ヒョウカの剣神への執念は、尋常ではありません。我慢強さも相当なものですよ。あなたが無想にたどり着ける保証などなかったのに、七年もかけて育てたのですから」

「師匠は自分を信じてたんだろうよ。運命も信じてたらしいな。だけど──ここまでだったんだ」

「ここまで……？」

　リーゼが、可愛かわいらしく小首を傾かしげる。

「師匠に必要なのは、無想を極めた俺の一刀だった。それはもう、一年以上前に俺に斬きられることで味わってる。言ってみれば、剣神を目指すために俺はもう必要ない」

　ヒョウカは、クロウを待っていると言っていた。

　今なら、クロウにはその意味がわかる。剣神にたどり着いた後でも、まだ用があるということなのだろう。

「だから、ここから先に進むためには──師匠に教わるんじゃなくて、俺が自分で道を見つけて、たどり着くしかない。剣神になるためにな」

　クロウは意識を身体からだの奥底へと沈めていく。

「また無想ですか。それでは私には勝てないと──」

「無想だけじゃねぇ。リーゼ、おまえのおかげで俺に必要なものがなんなのか気づけた」

　クロウは──穏やかな笑みをリーゼへと向けた。

「俺にあるのは、師匠に教わったものばかりさ。剣も古流も無想も、一番の友達だって師匠がいたからできたもんだった。でも、俺には──セフィとリンネ、日ひ奈な子こにウィニア、会長たちがいる」

「……なにをハーレム自慢を始めてるんですか？」

「あれ、サーラは入ってないのかあ」

　リーゼが呆あきれて言い、サーラは本気で残念そうだった。

　クロウは二人にかまわず、続ける。

「俺の剣は、師匠やばあさん、七しち剣けんたちの想おもいを受け継いで強くなってきた。けど、俺だからこその剣は──大事な女の子たちを守るために振るうもんなんだよ」

　クロウは、ちらりと後ろを振り向いてセフィとリンネを見た。

　二人とも、驚くほど真まっ赤かになっている。

「ただ無になるだけじゃねぇ。なんのために無になって戦うのか。師匠から与えられた強さじゃなくて、俺おれが自分で強くなるために──それが必要だったんだ」

　クロウは、二本の刃をヒュッと音を立てて軽く振った。

「守るために戦う剣──たどり着いてみりゃ、簡単な話だ。俺に剣以外になにがあるかって、そりゃあセフィやリンネたちのことしかねぇよ」

　もちろん、クロウにはいつだってセフィたちを守る意志があった。しかし、無想ムソウになればすべてが消失する。

　ただ、無になるだけではいけない。

　なにかのために──セフィたちのために剣を振るうことで、自分は師匠に敷かれたレールの先に行ける。

　クロウは、既に確信していた。

　サーラの一撃を弾はじき返したあの斬ざん撃げき。あれは無想でもなく、古流コリユウの技でもなく、クロウの剣だった。

　大事なものを守るための強い想おもいが、クロウに限界を超えさせた。

　走り、踏み込み──そして、刃に光こう刃じんのようにその想いを込める。

　もちろん、光刃とは違い、物理的な効力などない。実際に変わったのは、限界を超えたのは、クロウの動きそのものだ。

　古流、無想、大だい剣けん聖せいの瞬しゆん絶ぜつの法。

　それにクロウが多くの戦いで学んできたすべてが融合し、一つの力となっている。

　これまでのクロウは無想を発動させて無になり、瞬絶の法で動きの無駄を省いて踏み込み、古流の変幻自在の斬撃を放っていた。

　しかし、今のクロウの剣には──それらの継ぎ目がない。

　身につけた技が一体となり、流れるようによどみなく剣を振っている。

　予備動作を消した変幻自在の剣、動きの無駄を完全に消した体術、そして──

　刃に想いを託し、完全な無となり、必殺の一刀を放つ。

　すべては一つとなって、無敵の剣と化す。

　それが無想をも超越したクロウの剣なのだ──

「じゃあ、リーゼ。これで──終わりにするか。俺の剣を、俺のすべてをぶつける」

「それを──待っていました」

　リーゼは薄く微笑ほほえんだ。

　そして、二人はゆらりと前に踏み出す。

　リーゼは、虚うつロナル紅あかキ夜よるを上段に構え、ゆっくりクロウに近づいていく。

　クロウも、二本の剣を持つ手をだらりと下げたまま前に進む。

　全身の傷口からの痛みは甚はなはだしく、出血も多い。これ以上、長引けばクロウは剣を持つこともできなくなるだろう。

　勝負は、次の一瞬で決まる。いや、決めなければ──あとがない。

「リーゼ……！」

「お兄さん……！」

　二人は、同時に地面を蹴けった。

　もはや、奥義も技も必要ない。

　ただ、目の前の最強の敵に、最高の剣を振るうのみ──！

　クロウは舞まい姫ひめを振り下ろし、リーゼがそれをかわして踏み込みながら虚うつロナル紅あかキ夜よるを横に薙なぐ。

　虚ロナル紅キ夜は紅い閃せん光こうとなり、クロウの首を狙ねらってくる。

　だがクロウは、かまわずに右のルシェを振り下ろす。

　無想ムソウのまま、心のもっとも奥底に守るべき者たちへの想おもいを込めて──







　一瞬の交錯ののち──

　クロウは、よろよろとリーゼの横を通り抜けていった。

　首筋にビッと短い傷が走り、血がこぼれ出す。

「……甘いですね、お兄さん。結局、あなたはそこまでなんですよ」

　クロウが振り向くと、リーゼが薄い笑みを浮かべてたたずんでいた。

　透き通るような青色の髪を風になびかせている。

　そして──

「ふふふふ……」

　リーゼが、小さな笑い声を上げたのと同時に。

　彼女の胸の前が斜めに裂けて、血がしぶいた。右手に握っていた虚ロナル紅キ夜が地面に落ち、紅い光の粒子がぱっと飛び散って消えていく。

「女王っ！」

「落ち着いてください、スイサーラ。動かないで」

　慌ててリーゼのもとに駆けつけようとしたサーラの足が、ぴたりと止まる。それでも、サーラの顔からは完全に血の気が引いている。

「無想を超えた一刀──お見事でしたよ、お兄さん。私の剣をかわして、最高の一刀を振ったところまでは」

「……こっちも一ミリずれてたら死んでたけどな」

　クロウは、首の傷に触れる。危うく、頸けい動どう脈みやくを斬きられるところだった。

「でも、かわしてました。あとは斬るだけだったのに、あなたは最後の最後で太た刀ち行きが鈍にぶりました。そのまま斬っていれば、私はこうして立っていられなかったでしょう」

「簡単な話だ」

　クロウは、リーゼの目を見つめながら言った。

「俺おれの剣は守るための剣。その守るべき者の中に、リーゼもいたってだけだ」

「……そんなことだと思いました。だから、甘いと言ったのですよ。私は……ルシェを殺した女ですよ？」

「ばあさんが、リーゼを恨んでると思うか？」

「本当に……甘いですね。ルシェもヒョウカも、そんな甘さはなかったのに」

「いや、師匠もばあさんもけっこう甘いとこあったぞ。リーゼ、おまえもな……」

　クロウは、リーゼがただ最後の戦いの相手として自分を選んだのではないと思っている。

　彼女もまた、ヒョウカやマナカのように自分を導いてくれた。リーゼとの戦いがあったからこそ、無想ムソウの先──自分だけの剣がなんなのか気づけたのだ。

「私は……ただの七十年前の亡霊ですよ。生きているのか死んでいるのかすら、自分でもわからないような。でも、ルシェと……あなたとの戦いが私に生きてる実感を取り戻させてくれました」

「おまえは生きてるさ。だから、ばあさんも俺もおまえと戦ったんだろ」

　クロウがそう言うと、リーゼは晴れ晴れとした表情を浮かべた。彼女のその顔からは、七十年も持ち続けた戦いへの執念など、かけらも見えない。

「ふふふ……」

　リーゼは、笑いながらよろめいた。その拍子に、リーゼの黒いコートから一枚の写真がひらりと落ちた。

「それは……」

　クロウは地面に落ちたその写真を知っていた。

　七十年前に撮られたモノクロ写真。扉の巫み女こ、太陽の乙おと女め、智ち将しようラナフィ、大だい剣けん聖せいジルンシェード、そしてブレイズの女王リーゼベルが写っている。クロウも同じ写真を大剣聖から受け取り、今もコートのポケットに入れてあった。

「結局……私が最後の一人になってしまいました。ルシェ、扉の巫女、太陽の乙女……みんな逝ってしまいました……今は、ラナフィですらなつかしい……」

「リーゼ！」

　クロウは両手の剣を投げ出し、再びよろめいたリーゼの肩を支える。

「ありがとう……ございます。最後に面白い剣を見せてくれたお礼と……医者のリーゼに免じて、あなたに……」

「…………！」

　リーゼは、クロウのコートの襟を掴つかみ、意外なほどの力でぐっと引き寄せた。

　彼女の唇がクロウのそれと重なり──あたたかななにかが、重なった唇から伝わってくる。

　短い口づけのあと──

「これは……」

　クロウは、全身の痛みが引いていくのを感じた。首や胸、腹のあたりの傷がたちまち塞ふさがっていく。













「治癒の……術法です。医者のリーゼのものと同じですが、私のほうがはるかに強力なんですよ……」

「リーゼ……」

　以前、リーゼに斬きられたクロウの傷を治したのは斬った本人だった。ほぼ致命傷だったケガを治すほどの術法──確かに医者のリーゼの能力とは比べものにならない。

　たちまち、クロウの傷はすべて癒いえ──

「これでも、ブレイズの最強の女王なのに、術法は癒いやしなんですよ。ルシェにはよく笑われました……」

「本当、リーゼとばあさんは仲良かったんだな」

「向こうに行ったら、またケンカばかりですよ……」

「リーゼ……？」

　クロウは、リーゼの両肩を掴つかんだまま訝いぶかしむ。確かに、深いダメージを与えたが、ギリギリのところで致命傷にはならなかったはずだ。

「私はもう満足したんです、お兄さん。この身体からだには、再び夢を見てもらいましょう……。私の、女王の記憶だけを持っていきます……」

「ま、待て、リーゼ！」

　クロウが顔を近づけると、リーゼはまた笑った。

「スイサーラ……」

「はい」

　いつの間にか、サーラがリーゼのすぐ横に跪ひざまずいていた。

「あとのことは、あなたに任せます。あなたが女王になるもよし、ネッサに任せるのもいいでしょう。すべて、いいようにお願いします」

「はい……女王」

　サーラの声は、わずかに震えていた。

「そして、すべてが終わったら──あなたも自由になりなさい。もう、死し剣けん使つかいの宿命に縛られることはありません。これが、最後の命令です。心のままに──生きなさい」

「はい……はい、ありがとう……リーゼベル……」

　サーラはうつむき、静かに答えた。

「リンネ」

「は、はい……」

　突然、リーゼに呼ばれ、リンネがびくりと反応する。

「あなたの死剣使いの能力は──失われたわけではありません。ただ眠っているだけ」

「そ、それって……？」

「死剣使いでなくなっても、あなたはあなたです。自分が何者なのか、本能ではなく心で気づいてください。そうすれば──」

「リーゼちゃん……？」

　悲しげな目をするリンネに、リーゼはわずかに微笑ほほえんだ。

「スイサーラ、カスミ、リンネ、ブレイズのみんな……本当にありがとう」

　ふう、とリーゼは小さく息を吐いた。

「ああ、やっと行けます……みんなのところへ……。七十年も待たせてしまいました……ルシェも待ってるでしょう。ふふふ、楽しみ……です……」

「…………」

　それから──リーゼはゆっくりと目を閉じ、クロウの胸へと倒れ込んできた。

　呼吸はしているし、心臓の鼓動も聞こえる。だが、クロウはブレイズの女王リーゼベルという存在が消えたことを確信した──

「リーゼ……」

「クロウ、あとはサーラに任せて……もらえるかなあ」

　サーラが立ち上がり、両手を差し出してくる。

　クロウは頷うなずき、リーゼの小柄な身体からだをサーラに渡した。

「……サーラ、おまえはどうするんだ？」

「何人か、この近くに控えさせてるんだよ。その子たちに女王……いや、リーゼベルを預けてくる。そのあと、どうするかは……そのとき決めるよ」

「そうか……」

　クロウは、再び頷うなずいた。リーゼが本当に女王としての記憶を持っていったのなら──今ここにいるのは、きっとクロウがよく知る医者のリーゼだ。

　致命傷ではなくとも、一刻も早く治療を受けさせなければならない。

「サーラお姉ちゃん……」

「リンネ、なにも言うな。サーラたち、死し剣けん使つかいの戦いは終わったんだよ。女王も言ってたろう、あとは自分で選ぶのさあ」

　サーラはそう言うと、クロウたちに背中を向けた。

「で、でもボクは……ボクだってブレイズなんだよ……」

「悪いけど、リンネ。君を仲間には戻してあげないよ。君は、裏切り者なんだから」

　サーラは冷徹に言い切った。

　リンネは、びくりと肩を震わせ、目を伏せてしまう。

　当然だが、クロウにもサーラの意図は理解できる。サーラはあえて冷たくリンネを突き放すことで救おうとしているのだ。

　リンネは、クロウたちとともにいる。だが、彼女がブレイズとして戦い、生きてきた過去は間違いなくあったのだ。そこに未練があったとして、誰だれに責められるだろう？

　リンネにとって、ブレイズの剣けん士したちはみんな仲間だったのだ。

「お姉ちゃん……ごめん、ね……」

「なにを謝ってるのかわからないなあ」

　サーラは、少しだけ笑ったようだった。

「じゃあね、クロウ、リンネ、それにお姫様。君たちの戦いは──まだ終わらないだろうが、せいぜい頑張りなよ」

　そして、サーラは森の木々の間に姿を消していった。一度も振り返ることはなかった。

　クロウと、ブレイズたちとの戦いは──終わったのだ。

　終わってみて、あらためてクロウは思う。

　彼らは、ブレイズは誇り高く、戦いに生きる者たちだった。彼らほどの者たちが粛清されなければならない理由はなかった。彼らの戦いは──正当なものだった。

「クロー、セフィ、リンネ！」

「クロウ様！　みんな、ご無事、ですか！」

「おっ、いいタイミングだな」

　クロウは、声がした方向を振り向いた。日ひ奈な子ことウィニアが、こちらへと走ってきている。正確には、日奈子はほとんどウィニアに抱えられるような格好だが。

「って、ウィニア！　おまえ、大丈夫なのか！」

　クロウは、ぎょっとしてしまう。

　ウィニアには、胸の前を深く斬きり裂かれた傷があった。血は止まっているが、決して浅くない傷口だった。

「大丈夫、です。まだやることあります。まだ、やれます」

「……おまえも無む茶ちやする奴やつだな……」

　クロウも人のことは言えないが、全員が生きて再会できた。それで、よしとするしかなかった。

「これで……あとは扉の下へ行くだけか」

　クロウは、周りの少女たちに目を向ける。

　セフィ、日ひ奈な子こ、リンネ、ウィニア。

　日奈子以外はボロボロだが、ここで引き返すわけにもいかない。

　第一の扉の真下まで行き、扉を閉じる。

　それに、クロウはヒョウカと会わなければならない。

　おそらく、あの男とも──

「…………っ！」

　日奈子以外の全員が、瞬時に反応する。

　しまった──と、クロウは奥歯を噛かんだ。傷口は塞ふさがったとはいえ出血したせいか、それとも日奈子たちと再会して気が緩んでいたせいか。

　クロウ以外の四人も、今の今までまったく気づいていなかった。

　敵が迫っている気配に。

　森の草木を踏みしめ、濃密な殺気が迫ってくる。エイジンではなく、ソーディでもない。

　クロウの目に、銃器を手にした迷彩服の兵士たちが迫ってくるのが見えた。

　陸上自衛軍──

　遂ついにソーディ政府が、シルフィの率いる地上部隊が姿を現したのだ──







　扉の要よう塞さい内に、凄すさまじい爆音が響き渡る。

　砲声が絶え間なく鳴り響き、森の木々が吹き飛び、あちこちで火の手が上がっている。

「あー、くそ！　いつかの空爆を思い出すな！」

「クローと一緒にいると、いつも大騒ぎなのです」

「退屈しないでいいだろ！　つっても、これはそろそろヤバイな！」

　遠距離からの野戦砲の砲撃が、クロウたちの周囲に着弾している。扉の要塞内を走りながら、砲撃から距離を取ろうとしているが、おそらく射程外まで逃げるのは難しい。

　さきほどの兵士たちは、素早くウィニアが片付けた。どうやら、先行偵察部隊だったらしく、人数も装備もたいしたことはなかったが──

　その次にやって来たのが、この雨のような砲撃だった。

「でも、さっきから全然当たらないのです」

「外してるんだろ、たぶん。ここには、日奈子がいるんだからな。シルフィ様だって、おまえは無傷で捕らえたいはずだ」

　実際、砲撃はかなりあさっての方向に外れている。おそらく、クロウたちの位置は遠距離からの観測で正確に捉とらえられてるはずだ。それでも、まったく砲撃がかすりもしないのは脅しか、もしくはクロウたちを追い込もうとしているのだろう。

「とにかく、今のうちに少しでも扉の近くに──」

　と、クロウが言いかけたところで、驚くほど近くに着弾し、地面が爆発する。

　さらに続けて、二発三発とクロウたちの周囲を砲弾がえぐっていく。

「って、おいおい！　当てに来てるぞ！」

「姉上、本気かも……」

　セフィが、引きつった笑いを浮かべながらぼそりと言った。

　残念なことに、クロウもセフィの言葉を否定できなかった。シルフィにも、扉の開閉を行える日ひ奈な子こは貴重な存在だろう。

　しかし──既に、空の扉は開いている。

　第一の扉は開いたままになっているし、不完全とはいえ東京ソーディアのあちこちでエイジンも通れるほどの扉がいくつも開いているのだ。

　シルフィの狙ねらいは長期間の権力の維持と、ソーディアの資源だ。扉が開いたままで非常事態が続くのは、彼女にとって都合がいい。エイジンの駆除には手こずるだろうが、現代兵器をもってすれば不可能ではないと──シルフィ自身も話していた。

　なにより、シルフィには狂気がある。なにをしでかしても、不思議はない。

「まったく、冗談じゃねぇぞ！　ていうか、エイジンどもはなにやってんだ。派手にやらかしてるこいつらをさっさと薙なぎ払はらってくれりゃいいのに！」

「いえ、エイジンもそんな便利に動いてくれないでしょ……といっても、確かにさっきからエイジンが静かね。まさか、全部駆逐されたわけもないけど……」

　セフィが、不思議そうに言った。

　彼女の言うとおり、エイジンの動きが見えない。ここにいたエイジンは、相当な数だったはずだ。実のところ、エイジンの相手をしなくて済むのは助かるが……。

　まさか、七しち剣けんが──イシュトたちが引きつけてくれている？

「うおっ！」

　クロウが考え込んだ瞬間、巨木の幹が飛んで来た。素早くウィニアが反応して、ディースシーズで叩たたき落とす。

「クロウ様！　私、軍隊、片付けます！」

「ダメだ！　もうこれ以上、無む茶ちやをすんな！」

　クロウはウィニアを鋭く制する。ウィニアの傷は、かなり深い。偵察部隊を片付けただけでも、相当に消耗している。

「今、無茶しないと、みんな──！」

　ウィニアがなおも反論しようとしたところで、また近くに着弾し、飛んで来た土がクロウたちに降りかかってくる。

「クロちゃん……」

　突然、リンネがクロウの前に立った。

　さっきまで、リーゼとサーラのことで呆ぼう然ぜんとしていたのに。

「どうした、リンネ……？」

「クロちゃん、ボク……」

　リンネは、胸の前でぎゅっと手を握り締めた。

　砲声が轟とどろく中、リンネはすうっと息を吸い込んだ。







「うわうわー、派手ですね。耳がおかしくなりそうですよ」

　奇術師がわざとらしく困ったように言い、両手で耳を塞ふさいだ。

「砲撃はそろそろ終わりだ。歩兵と機甲部隊を進めて、桜さくら井い日ひ奈な子こを確保させよう」

　シルフィは、近くに控えていた自衛軍の司令官に目で合図を送る。

　彼女がいる臨時の指揮所は、扉の要よう塞さい内に設置されている。指揮所といっても、安定した岩場にいくつかの軍用車両が停とまっているだけだ。

　自衛軍の将兵が忙しく走り回り、怒ど濤とうの砲撃を続けている。次第に着弾の範囲を絞り、クロウたちを追い込みつつあるところだ。

　シルフィは全体の指揮を執り、横にはローミスとレーミスの双子剣けん姫きが護衛についている。

　奇術師は、まるでシルフィの参謀であるかのようにそばに立っている。その奇術師の後ろにはローズの姿もあるが、彼女は作戦に口を出すつもりはないらしい。

「なんだかわかりませんが、ラッキーでしたね。ウィニアという子はケガして使い物にならないみたいで」

「使い物になっていれば、あなたがなんとかしたんじゃないか？」

　シルフィは、奇術師に意味ありげな目を向ける。

「我が社の技術力は世界一ですが、七しち剣けんクラスの剣けん士しを相手にするには物量が必要ですよ。こっそりなんとか、というのは難しいでしょうね。特にあのウィニアは、実戦経験豊富で油断なんかしないでしょうしね。ははは」

「……ふん、まあいいさ。クロウも火力の前にはどうしようもあるまい。セフィも……扉の巫み女この力に制限時間がある以上、兵力で圧倒している私たちには脅威でもない」

「本当にいいんですか、妹さんまで巻き込んで？　いえ、僕らはかまいませんけど」

「これは戦争で、私はここの指揮官だ。私情は……挟まないよ」

　むろん、シルフィの妹への愛情は今も少しも変わらない。

　だが、剣の学院でセフィに向けた決別の言葉に嘘うそはない。邪魔をするならば、たとえ身内でも容赦するつもりはなかった。

　一個師団の歩兵に、戦車が二個大隊。それに最新鋭のアームボディが四〇機。

　七剣クラスを複数相手取ることも可能なほどの戦力だ。いくらクロウとその仲間たちでも抵抗しきるのは難しいだろう。ましてや、彼らは偵察部隊の報告によるとかなり負傷しているらしい。

　降伏するならそれもよし。だが、これでもまだ抗あらがうというなら──

「ブレイズは去った。我らの勝利はもう目前だ」

　シルフィは、あくまで感情を殺して言った。

　背後の奇術師がシルクハットの鍔つばの下で、愉快そうに目を細めたことには──気づかなかった。







「セフィちゃん、ニアちゃん。クロちゃんとひーちゃんを守ってあげて」

「ちょ、ちょっと待て、リンネ。おまえ、なにをする気だ？」

　リンネは、慌てるクロウににっこり微笑ほほえみかけた。

「女王は──リーゼちゃんはブレイズの誇りを見せてくれたよ。ボクはブレイズの裏切り者だけど、でもやっぱりブレイズだから」

　リンネはきっぱり言うと──クロウに抱きついた。顔を彼の胸にぐぐっと押しつける。

「お、おい……リンネ……」

「……よし。エネルギー充じゆう填てん完了」

　リンネは、ぱっとクロウから離れて背中を向ける。

　これ以上、彼の顔を見ていたら決心が鈍にぶってしまいそうだった。

「じゃあ、行ってくる。敵の攻撃が止やんだら、かまわず先に行って」

「待てって言ってるだろ！　おまえ一人じゃ──」

「ちょっとサーラお姉ちゃんにボコられたけど、ボクはまだ全然戦えるもん。ボクが行くのが一番いいんだよ。だから──ごめん、行ってくる！」

　リンネは、それ以上クロウになにも言わせずに駆け出した。既にかなりの数の兵士たちと、それに加えて戦車や装甲車が接近してきている。

　リンネのスピードは、死し剣けん使つかいの能力を失っても衰えていない。あっという間に、隊たい伍ごを組んで前進してきていた兵士たちの前に肉薄し──

「クロちゃんたちのところへは行かせない！」

「うっ、うわああああっ！」

　突然目の前に現れたリンネに、数十人の兵士たちが慌ててアサルトライフルを向けてくる。だが、リンネは少しも動じなかった。

　銀翼ギンヨクを一いつ閃せんさせ、数人の兵士を一気に薙なぎ払はらう。同時に、襲ってきた数百発の銃弾を銀翼の柄つかを回転させて弾はじき飛ばす。

　さらに敵陣の中に飛び込み、銀翼を振り回して兵士たちを薙なぎ倒たおしていく。銃弾など怖くもなんともない。この銃弾がクロウたちに向けられることが、なによりも恐ろしかった。

「うああああああっ！」

　リンネは修羅と化して、自衛軍兵士たちを次々に倒していく。兵士一人一人は、リンネにとっては敵にもならない。だが、さすがに雨のように浴びせかけられる銃弾のすべてをかわすというわけにもいかなかった。

「うっ……！」

　銃弾が腕をかすめ、苦痛が走った。それでも、リンネの太た刀ち筋すじはまったく揺らがない。ひたすら銀翼ギンヨクを振るい、弾丸をかわし、一太刀で数人の兵士を一度に倒す。

「絶対に、ここから先には行かせない！」

　あっという間に百人以上の兵士を倒したところで──

　ドオン、ドオンと砲声が鳴り響き、再び巨大な砲弾が降り注いでくる。味方がいなくなったため、自衛軍は遠慮なく砲撃を加えてきたようだ。

　遠くから森の木々を強引に突破して、戦車が数両近づいてくるのも見える。

「くぅっ……！」

　今度は容赦なく、リンネに向けて照準が定められている。

　一撃で人体など木こっ端ぱ微み塵じんにしてしまう巨大な砲弾が間近に着弾し、衝撃波が伝わってくる。すぐに照準が修正され、リンネに直撃してくるだろう。

　ソーディならともかく、クロウと日ひ奈な子こはこんな砲撃を受けたらひとたまりもない。

「ボクが──みんなを、クロちゃんを守るんだよ！」

　リンネの瞳が、真まっ赤かに輝く。

　彼女の奥底──魂の中で、爆発が起こった。

　膨大な『光コウ』が湧わき起こり、全身にエネルギーが満ちていく。指先まで力がいきわたり、銀翼を握る手に力がこもる。

「ボクは生きるために──この力を使うよ、リーゼちゃん、サーラお姉ちゃん！」

　他でもない、女王が教えてくれた。

　死し剣けん使つかいの能力は、失われたのでなく、眠っているだけだと。

　死を捧ささげるためではなく、生きるために死剣使いの能力が再び目覚めていく。

　仕えるべき女王は、もういない。だが、リンネには剣を捧げるべき相手がいる。

　クロウのために戦い、彼とともに生きたい気持ちが、女王に死を捧げる本能を上回るほどに強くなっているのだ。

　ボクは、クロちゃんが好きだ。クロちゃんと一緒に生きたい。クロちゃんを守りたい。

　リンネの恋は、ずっと剣とともにあった。

　彼とともにあるためには、剣をもって戦う力がなければ──

　その強い気持ちが、リンネに能力を取り戻させたのだろう。

「だあっ！」

　リンネは飛んできた戦車の砲弾を、銀翼で無造作に弾はじき飛ばした。直後に爆発が起こり、リンネの髪とスカートを爆風が激しく揺らす。

　続けて、砲弾を素早くかわし、さらに一発の砲弾をまた銀翼で叩き落とす。

　彼女は砲弾が、どこから飛んできてどこに落ちるか、読んでいる。

　秘法──ブレイズの死し剣けん使つかいだけが使える術であり、リンネのそれは未来予知だ。以前は、数時間から一ヶか月げつほど先の未来をランダムに視みる能力だったが、死剣使いとして完全に覚かく醒せいしてからは一瞬先の未来が視えるようになっている。

　攻撃の先読みができる上に、死剣使いの圧倒的なスピードとパワー。この組み合わせは、リンネを最強の剣けん士しへと昇らせるほどだった。

「あああああっ！」

　リンネは砲弾をかわしながら、まっすぐに戦車へと肉薄する。いきなり、戦車の車体を銀翼ギンヨクで真っ二つに斬きり裂く。鋼鉄の装甲も、死剣使いの能力を取り戻した彼女には、紙のようなものだった。

　続けて二両の戦車を破壊すると、さらに数両の戦車がリンネに照準を定めてきた。直撃をくらえば、今の彼女でも肉体が粉こな微み塵じんになる。

「風の手よ、疾とく行ゆけ！」

　リンネは左手を前にかざし、戦車へと向ける。手が巨大化したかのような、空気のかたまりを高速で撃ち出す──リンネが操る風の術法だ。

　止まらずに、リンネは続けて風の術法を撃ち続ける。強力な術法の連射もまた、死剣使いとしての能力だった。

　風の術法の直撃を受け、戦車の装甲が弾はじけて、巨大な車体が吹き飛び、燃え上がる。

「…………！」

　リンネは、すうっと目を細めた。

　全高五メートルほど、二足歩行の大型パワードスーツが驚くほどのスピードで走ってくる。数は五機。すべての機体が、巨大なアサルトライフルを構えている。

　ダイナストのパワードスーツ、アームボディだ。

　アームボディはライフルを構え、リンネに向けて発砲してくる。しかし、着弾したときにはリンネの姿は霞かすみのように消えていた。

「こんなロボットなんかで……ボクを倒そうなんて！」

　リンネはアームボディに接近すると、軽く跳び上がりつつ銀翼でライフルの銃身を両断する。同時に、風の術法を放ってコックピットを粉々に砕いた。

　他のアームボディ四機が、一斉にライフルの銃口をリンネに向ける。リンネは、倒れた機体を踏みつけたまま、ちらりと後ろを振り返る。

　真後ろにいたアームボディに銀翼を投げつけ、コックピットを貫く。素早く跳躍し、突き刺さった銀翼を回収すると再び跳んで、もう一機を真っ二つに斬り裂いた。

「機械の兵隊なんかに、クロちゃんたちに手出しさせないよ！」

　風の術法でさらに一機を破壊──リンネは、はっと顔を上げた。

　アームボディが跳び上がり、リンネに襲いかかってきていた。ライフルを捨て、巨大で分厚い剣を握っている。

　星ほし崩くずしや彗星瀑布グレイトフオールよりもさらに巨大な剣だ。どうやら、ダイナストは対ソーディ用に接近戦用の兵器も開発していたようだ。

「………くっ！」

　リンネは振り落とされた巨大な剣を左手一本で受け止めた。アームボディの剣は刃がついていない。アームボディのパワーと剣自体の重量があれば、刃など必要なく敵を叩たたき斬きれるのだろう。

　しかし、リンネの柔らかな手はその巨大な剣を易やす々やすと受け止めてしまっていた。衝撃で骨に入ったわずかなヒビは、死し剣けん使つかいの回復能力で一瞬のうちに癒いえる。

「あああああああああああああっ！」

　リンネは剣の刀身を片手で握り締めたまま、剣ごとアームボディを振り回し──投げた。術法で破壊されて擱かく座ざしていた別のアームボディにぶつかり、機体が砕ける。

　さらにリンネは跳んで銀翼ギンヨクを真上から振り下ろし、衝突して砕けた二機のアームボディをまとめて真っ二つにしてトドメを刺す。

　機体が真まっ赤かな火球と化して爆発し、炎上する。

　そのときには、リンネは機体から離れて着地していた。

「……次は」

　リンネが振り向いた先には、戦車とアームボディ、さらに歩兵の新手が姿を現していた。視界を埋め尽くすほどの凄すさまじい数だ。シルフィは、戦力を惜しむ気はないらしい。

「今のボクは──誰だれにも止められない」

　リンネは、怯ひるまずに敵軍を睨にらみつける。

　死剣使いであることを受け入れたリンネには──もはや兵士も兵器も敵ではない。

　リンネは、まっすぐに敵軍へと駆け出していく。







「あっはっは、いやあ参ったな」

　数分後──瞬く間に自衛軍の機甲部隊と歩兵の大軍を突破したリンネは、敵軍の指揮所にたどり着いていた。

　そこには、軍服に似たスーツを着たシルフィと、双子の剣けん士し。二人とも抜刀している。

　それに、恐ろしく場違いな白いスーツにシルクハットをかぶった若い男と、その隣にはチャイナドレスの美女が立っていた。

　自衛軍の将兵たちもいるが、彼らは銃を手にしたまま身動き一つしない。むろん、彼らが妙な動きをすれば、リンネは即座に片付けるつもりだった。

　あまりにもあっさりと敵軍を突破してきたリンネに笑いかけてきたのは、白スーツの男だ。なにがおかしいのか、にやにやと笑っている。

「正直なところ、リンネさんはたいしてマークしてなかったんですがね。死剣使いで厄介なのは、最強とか言われてるスイサーラさんと、戦略レベルの術法使い、八やツ首くびの蛇さんかと思ってましたから」

「それは仕方ないよ。ボクも自分がこんなに強いなんて、今初めて知ったんだから」

「あはは、それは本当に参ったですね……さて、ローズ君。手はずどおりに」

　白スーツの言葉に、ローズと呼ばれた美女が頷うなずき──シュッと空気を切り裂いて動いた。

　次の瞬間、シルフィのそばに控えていた双子の剣けん士しが同時に倒れる。仰あお向むけに倒れた二人の背中から真まっ赤かな血だまりが広がっていく。

　双子剣士たちがいた場所に、ローズが何事もない顔で立っている。右手首から短い刃が飛び出し、刃は血で濡ぬれていた。

「……なんのつもりかな、奇術師殿。この二人は長年私を守ってくれた友人でもあるんだが」

「それは悪いことをしました。いえね、ローミスさんとレーミスさんはかなりの手て練だれだと聞いてます。リンネさんに注意がいってる今がチャンスだったんですよ」

「……どうなってるの？」

　シルフィと奇術師という男の会話を聞いて、リンネは目をぱちぱちさせてしまう。

「いえいえ、あなたはお気になさらず。ローズ君、次──」

「その二人を殺せ！」

　シルフィが鋭い声で命令を発する。たちまち、固まってしまっていた自衛軍の将兵たちがライフルや拳けん銃じゆうの銃口を奇術師とローズに向ける。

　だが──

　数人の将兵たちもまた、唐突にバタバタとその場に倒れてしまう。

「白いレギオン……ひーちゃんの……」

　リンネは、ぎゅっと銀翼ギンヨクを握る手に力を込めた。

　影のように忍び寄ったのは、ぴったりした白いスーツで全身を包んだレギオン──サイボーグにエイジンの細胞を投入して、高い戦闘力と生命力を持たせた怪物たちだ。全部で七体いる。

　特に、白いレギオンは桜さくら井い日ひ奈な子このクローンを素体としているのだ。日奈子とまったく同じ顔に長い黒髪をなびかせている。

「我らはタイプＨと呼んでます。太たい陽よう教きようからのご注文で納品したものですが、彼らはもういらないそうですからね。使わせてもらってます。戦闘力は通常のレギオンと変わりませんし、普通の兵隊さんたちなんて軽く皆殺しにできますよ」

「ふむ、こんな奴やつらを潜ませてたのか。さすが奇術師殿、抜け目のないことだな」

「ご冗談を、シルフィ議員。あなたなら、この程度のことは読んでいたはず。計算違いは、そこのピンク髪のお嬢さんでしょう」

　奇術師が、さっと手を上げるとローズがシルフィの背後に回った。いつでも殺せるポジションだ。

「だったら……もっと、計算を狂わせるよ！」

　リンネは、いきなり駆け出した。この白いレギオンたちのせいで、空の扉が開いてしまったのだ。

　日ひ奈な子こは扉を開けてしまったことで苦しみ、こんな危険な場所へと来ることになってしまった。

　それに、あの白いレギオンたちは日奈子と同じ顔をしている。クロウやセフィ、ウィニアを白いレギオンと戦わせたくなかった。

「はあああっ！」

　リンネは気合いの声を上げ、銀翼ギンヨクを一いつ閃せんさせ、白いレギオンの頭を割った。

「クアアアアアアアァッ！」

　白いレギオンが、甲高い声を上げる。その声は、鳴めい弦げん──ソーディの『光コウ』を揺さぶり、行動不能にする術と同じ効果を持つのだ。

「そんなの……そんなの、今のボクには通じないよ！」

　リンネは、『光』を揺さぶられながらも素早く駆け回る。もはや、彼女は死し剣けん使つかいの限界すら超えつつあった。

　残る六体の白いレギオンの頭を砕き、真っ二つに両断し、首を飛ばす。

　まばたきほどの間に、すべての白いレギオンは──活動を停止した。

「……まあ、奇術師殿と同じでそこまでリンネを脅威とみなしてなかったのは確かだね。死剣使いか……ラナフィ様が七しち剣けん二人がかりであたらせたほどの怪物。そうだな、リンネ。君のおかげで私の計算は大いに狂ったよ。首輪で吹き飛ばしておくべきだった」

「あの首輪、可愛かわいくなかったからね。勝手に外しちゃったよ」

　以前、リンネはシルフィからの指示で、遠隔操作で爆破可能な首輪をつけさせられていたことがあったのだ。

「……おやおや。予想外のことは、まだ起きるようですよ、シルフィ議員」

　奇術師が、遠くを指差した。その先に──こちらに向かって走ってくるクロウたちの姿があった。

　クロウたちはあっという間に指揮所まで来ると、リンネのそばで立ち止まった。

「ク、クロちゃん、なにやってるの。せっかくボクが敵さんたちを倒したんだから、早く先に行けば──」

「おまえだけに全部任せて行けるわけねぇだろ。つーか、リンネが徹底的に薙なぎ払はらってくれたんで、全然危険もないっつーか……」

　クロウは、リンネの肩をぽんと叩たたいた。

「まったく……おまえまで無む茶ちやばかりだ。でも、助かった。ありがとうな、リンネ」

「……うん」

　リンネは、思わず涙ぐみそうになった。クロウの優しい言葉が、嬉うれしくて仕方ない。

「それで……これはこれで、とんでもねぇ状況だな。シルフィ様と……ダイナストか」

「できれば、君を跪ひざまずかせるような状況で再会したかったものだよ、クロウ」

　シルフィは、にやりと笑って、背後にいるローズなど気にもかけていないかのように余裕の態度で腕組みした。

「姉上……もうここまでにしてください。この状況では──」

「ああ、どうやら詰みかな」

　セフィにそう答えながらも、シルフィは余裕の態度を崩さない。リンネも、まさかシルフィが見苦しく慌てるとは思わなかったが──

　リンネは、クロウに視線を向ける。ここから先は、彼に任せようと思った。

　どんなときも、どんな危機もくぐり抜けてきた彼ならば──







　リンネの視線に気づきつつも、クロウもまた混乱していた。

　絶体絶命の危機から脱したと思ったら、奇妙な状況になってしまった。

　シルフィにダイナスト、それに白いレギオンもいたらしいが、すべて死体となっている。クロウには、白いレギオンたちが死んでいることがもっともありがたかった。

　奴やつらのせいで、空の扉が開いてしまったのだから。

　こうなれば、戦力としては、クロウたちのほうが上だろう。あれだけの立ち回りを演じたあとでも、リンネにはまだまだ余裕がありそうだ。

　ダイナストの二人を倒し、シルフィを拘束する──迷いはあるが、これが最善だろうか、とクロウが考えたところで。

「いえいえ、みなさん！　もうなにも面倒なことはございません！　パーティはここからこの奇術師が仕切ります！　みなさん、どうぞ楽しんでいってください！」

　奇術師という男が、かぶっていた白いシルクハットを大きく空中に投げた。帽子の下は、茶色がかった髪を綺き麗れいになでつけている。

　いや、そんなことよりも──

「なにっ!?」

　クロウは、驚きよう愕がくの声を漏らした。

　地面に倒れていた七体の白いレギオンたちが──むくりと起き上がったのだ。頭を潰つぶされ、首がない者もいるというのに。

「タイプＨは特別製なのですよ。通常のレギオンの十一倍の予算がかかってます。そう簡単には──死にませんよ」

　奇術師は、帽子をかぶり直し、にぃっと口元を歪ゆがめる。

　起き上がった白いレギオンたちは、等間隔を置いて弓状に並ぶと──

「クアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　突如、全身から黄金の光を発した。まぶしいほどの輝きに、クロウは目を細めた。

「桜さくら井い日ひ奈な子こさんは、あとでお迎えに行こうと思っていたんですがね！　そちらから来てくれて手間が省けましたよ！　招待状を出す費用もね！」

　高らかに笑う奇術師の前で、白いレギオンたちはますます輝きを増していく。

「てめえ、この期に及んでまたそいつらを！」

「はっはっは、このタイプＨたちも、僕の招待客ですよ！　僕が操ってるわけじゃありません！」

「なんだと……!?」

　クロウは目を見開いた。では、いったい誰だれの意志で──

「タイプＨたちは、いろいろと盛っているのですよ！　素体は特別製、強力な生命力に加えて──人格をプログラムされています！」

「人格……!?」

「ええ──桜さくら井い美み月つきの人格をね！」

「お姉さ──ああああああああああああああああああああああああっ!?」

　驚いて声を上げかけた日ひ奈な子こが、甲高い叫びを上げる。クロウは二ヶか月げつ前にも、日奈子の同じような叫びを聞いていた。

　日奈子の身体からだもまた、黄金の輝きを放ちつつある。

　七体の白いレギオンたちによる、能力の共鳴──日奈子の能力を強制発動させる悪夢の術だ。

「こ、これは……」

「セフィ!?」

　クロウは、またもや驚きの声を上げることになった。セフィの身体からもプラチナ色の光が発せられている。

「あ、あたしじゃない……勝手に、力が……！」

「はははははっ、太陽の乙おと女めと扉の巫み女こは元々二人で一つ！　すべての力を解き放ったタイプＨとの強力な共鳴が、扉の巫女の力をも引き出し、太陽の乙女に注がれているのですよ！」

　そのとおり、セフィの身体から立ち昇ったプラチナ色の光は、日奈子の身体へと吸い込まれていっている。

　そして、日奈子の身体から、黄金とプラチナ色の光が螺ら旋せんを描いて立ち昇っていく。

　二つの光は空へと吸い込まれていき──

「まさか……」

　クロウは空を見上げ、ぽかんと口を開けてしまう。

「太陽の乙女、あなたがここに現れたということは──扉を閉じるほどの力を身につけたのでしょう！　秘めた力を使えるようになったあなたと、扉の巫女！　二人がいれば──今度こそ、扉は完全に開かれるのです！」

　奇術師は、高々と笑いながら叫んだ。

　第一の扉がさらに巨大化し、まぶしいほどの黄金の光が差してくる。

　続いて、灰色の空にいくつも真っ黒な亀き裂れつ──空の扉が次々と開いていく。

「全部、空の扉かよ！　こんなことが──!?」

　クロウは空を見上げたまま叫ぶ。

　七十年前、世界中の空で扉が開き、ソーディとエイジンが地上へと降りてきた。

　この状況は、まるで七十年前の再現だ。世界中でソーディとエイジン、そして人間の戦争が始まり、破壊の嵐が吹き荒れた、あの時代の──

「クアアアア、アアッ！」

「アアッ！」

　突然、また叫びを上げながら白いレギオンたちが──内部から破裂するようにして、血をしぶかせて爆発する。

　白いレギオンたちは一瞬で粉こな微み塵じんになり、肉体が消滅してしまう。

　クロウは、最後に爆発した白いレギオンが──日ひ奈な子こと同じ顔で、美み月つきとそっくりな笑みを浮かべるのを見た。

「これが桜さくら井い美月の置き土産みやげかよ……あんたが簡単に死ぬとは思ってなかったけどな」

　死んでもなお、まだ日奈子を利用するとは──桜井美月の執念の恐ろしさに、クロウは背筋が震えた。

　日奈子とセフィも、発していた光が消えてはいるが、消耗したらしくその場に膝ひざをついてしまっている。

「はははははははっ、これでまた世界は混こん沌とんで満ちる！　我らダイナストが、世界を踊らせる！　我らの武器が、世界に破壊と殺さつ戮りくをもたらす！」

　なおも奇術師は笑い続けている。

　こいつだ、こいつが──桜井美月の執念をも利用し、日奈子とセフィの意志に反した力を使わせた。

　クロウは、ルシェの柄つかをぎゅっと握り締め──

「それで、君たちダイナストは潤うというわけだね」

　黙って状況を見ていたシルフィが、ぼそりと言った。

「ええ、我らは商人ですから。最大にして最優先の目的は、金を儲もうけることです。でも、ここ最近はどの国もあまり派手に戦争してくれませんからね。人類はずいぶん理性的になってしまいました。いえ、理性的になったフリをしているというべきですか」

「歴史を巻き戻す気かね、奇術師殿？」

「めっそうもない。ただ、ダイナストは空の扉が開くことも、エイジンが世界中で大暴れすることも大歓迎なんです。既に、我が社に発注が殺到してることでしょう」

　愉快でしょうがない、という風に奇術師はまた笑う。

「我が社の新製品、アームボディも対エイジン戦では大活躍できますよ。太たい陽よう教きようは大口の客、というほどではありませんでしたが、先行投資は無駄になりませんでしたね。教祖のお嬢さんのおかげで、大おお儲もうけです」

「我が政府もダイナストに追加発注をかけるだろうね」

「お買い上げ、ありがとうございます」

　奇術師は、優雅に一礼する。

「その上、ソーディ政府のトップであるあなたを殺せれば、ソーディにコケにされた者たちがつくったダイナストとしては万々歳というわけですよ！」

「いつだったか、ソーディへの復ふく讐しゆうには興味がないと言ってなかったかな？」

「もちろん、大おお嘘うそです。ちなみに僕の祖父は、ダイナストの設立メンバーの一人でしてね。ついでに、大戦時にソーディ軍に散々に打ちのめされて大恥をかいた将軍でもあったんですよ。彼の繰り言を聞くのが、幼い頃の僕の日課でしてねえ」

「ヒラ社員が聞いて呆あきれるね。けっこうな大物じゃないか」

「実は、養子に出されましてね。本家とは直接関係ないんですよ、今は」

「それで、君の身元がこちらにはわからなかったわけか……」

「少しは使えたので、会社には入れてもらえたんです。年収はたいしたことないですけど。ま、これからは多少増えるでしょう。うちはこれから商売繁はん盛じようですからねー」

　シルフィは、奇術師の言葉に微笑ほほえんだようだった。

　この場でもっとも危機に瀕ひんしているのはシルフィなのかもしれない。味方もおらず、ダイナストにも命を狙ねらわれている。それでも彼女は──笑ったのだ。

「景気がよくなるのは、我が政府も歓迎するよ。ただし──」

　シルフィは、すうっと身を沈めた。同時に、背後に立っていたローズが右腕から飛び出している刃を振りかぶる。

　しかし、そのときにはシルフィはくるりと身を翻し、ふところから抜いたナイフで斬きりつけていた。

　クロウの目にも、無駄がなくあざやかな一撃だった。片刃のナイフがローズの首筋を斬り裂き、シルフィは素早く逆手で握り直して心臓を貫き通す。

「な……ぜ……」

　ローズは目を大きく見開き──ぐらりと倒れた。倒れた拍子に、頭の両サイドでお団子にまとめていた髪が片方ほどける。

「は、ははははは、これは驚きましたね。ローズ君をこうもあっさりと。彼女はうちのサイボーグでは最高傑作なんですがね」

　奇術師はそう言いつつも、驚きを見せず、むしろ笑みを浮かべている。

「別にたいしたことでもない。私も、そこにいるセフィと同じ血を継いでるのだよ。妹ほどの才能はないがね、少しは使えるのさ」

　シルフィは、くるくると器用にナイフを弄もてあそぶ。クロウには、それだけの動作で彼女がかなりナイフを使い慣れていると気づいた。

「私は、命じて剣を振らせる側のソーディだからね。こんな技は死ぬまで使わないつもりだったが……まあ、死んでは話にならないからね。やむを得ないところだよ」

「シルフィ議員の信念を曲げる程度のことはできた……ということですかね？」

　奇術師は肩をすくめて笑う。

「それも、たいしたことではないよ。私は目的のためなら、信念くらい簡単に曲げるさ。忘れないでくれ、私は命より大切な妹すら切り捨てたのだよ」

「姉上……」

　セフィも地面に座り込んだまま、姉を呆ぼう然ぜんと見つめている。どうやら、彼女もシルフィの剣の腕前は知らなかったようだ。

　身内にも隠していた、というのは実にシルフィらしい話だった。

「おやおや、残念ですね。まあ、いいでしょう。僕の目的は、空の扉を世界中に開くこと。あなたの始末は──ついでですから」

「欲をかいたのが失敗だったな、奇術師殿」

　シルフィはゆっくりと奇術師に近づくと、まるで気安く肩に手を置くかのようなさりげなさで、首に斬きりつけた。頸けい動どう脈みやくが切断され、奇術師の首から血が噴水のように噴き出して、彼の白いスーツを赤く汚していく。

　奇術師は笑みを浮かべたまま倒れて、ぴくりとも動かなくなった。

　シルフィは、倒れた彼には目もくれず、クロウたちのほうを向いた。

「さて、誰だれが私の相手をしてくれるのかな？　それとも見逃してもらえるのかな？　なかなか大変な状況になってきたからね、君たちとの遊びはここまでにしてもいい」

「冗談だろ、シルフィ様」

　クロウは、剣の柄つかに手をかけつつ一歩前に出た。

　確かに、世界中で空の扉が開いたならば、迅速かつ的確な対応が必要になる。

　日本でこの状況に対応できるのはシルフィしかいないかもしれないが──

「あんたは、俺おれたちの敵だ。今がどうだろうと、最終的には敵に回るに決まってんだろ」

　クロウは、桜さくら井い美み月つきを早めに倒しておかなかったことを後悔している。美月さえいなければ、この危機はなかったのだ。

　シルフィを拘束するだけでは不足だ。もう、同じ失敗を繰り返せない。

「終わりにしよう、シルフィ様。ここであんたを止めて、俺たちは扉を閉じる」

　クロウは感情を込めずに言い、ルシェを抜いた。

　セフィの顔は──見られなかった。たとえ敵対しているといっても、彼女にとってシルフィは実の姉だ。セフィの前で殺したくなどないが──

　この戦争で、クロウは多くの血を流してきた。尊敬に値する剣けん士したちも斬ってきた。

　今、シルフィの命を終わらせなければ、ここまでの戦いも無駄になるかもしれない。

　クロウ自身、シルフィとは師であるヒョウカを通して長い付き合いだった。敵対はしていても、彼女に対する憎しみはほとんどない。

　それでも──斬らなければならない。

　クロウは、奥歯を噛かみながら前へと踏み出した──






　　　　エピローグ






　突如、クロウの前に人影が飛び出した。

　ピンクの髪に、セーターとミニスカート、それにたなびくマフラー。

　リンネは振り向きもせずに、まっすぐにシルフィに向かって駆けていく。

「ちっ！」

　ためらいなく振り下ろされたリンネの一刀を、シルフィが舌打ちしつつナイフで受け流す。真まっ赤かな火花が激しく飛び散る。

　シルフィは体勢を崩しながらも、後ろに跳んでリンネのさらなる追撃から逃れた。

「……やるね、お姉さん。ボクの剣を受けられるとは思わなかったよ」

「私はね、なにをやらせてもそこそこなんだよ。もっとも、政治家になる未来が決まっていたのと──親友にとんでもない剣けん士しがいたものでね。こちらの道はあきらめたんだ。どうせならトップになりたいだろう？」

「ボクはトップじゃなくていい。大切な人を守れる力があれば」

「見解の相違だね。君はクロウにとっても一番になれないかもしれないよ」

「お姉さんとは友達になれそうにないね」

　リンネは、じりじりとシルフィに近づき──銀翼ギンヨクを振り回す。キン、キン、と甲高い音が鳴り、シルフィは追い込まれていく。

「これで……っ！」

　高速で回転させた銀翼の刃が、シルフィのナイフを彼女の手から飛ばした。ナイフはくるくると空中で回り、地面へと突き刺さった。

「さすが死し剣けん使つかい……なまってしまった私には荷が重かったか。不意打ちならまだ可能性もあったのだがね。まったく、ダイナストめ、余計なことをしてくれた」

　シルフィは武器を失いながらも、笑みを浮かべた。まだ奥の手があるとは思えなかったが、焦りを見せないのは為い政せい者しやとしての矜きよう持じか。

「シルフィ様……」

　クロウは、ルシェの柄つかを固く握り締める。このまま、リンネにやらせていいのだろうか。

　セフィの──妹の前で姉を殺すなどという後味の悪いマネを、リンネに任せたくはなかった。

　クロウに迷いが生じてしまう。シルフィはもう武器も失ったのだし、拘束するだけでもいいかもしれない。がんじがらめに縛っても、シルフィは油断できない相手だが──

「大丈夫だよ、クロちゃん。ボクが……やるから」

　リンネはわずかに震える声で言うと、銀翼の穂先をシルフィに向けた。

「姉……上……」

　クロウはその細い声に、ついにこらえきれなくなって、セフィのほうを見やった。

　まだセフィは地面に座り込んだままで、うつむいてしまっている。その隣に座り込んでいる日ひ奈な子こが、セフィの肩を抱いていた。

　二人とも、さっきの術で相当に消耗しているはずだ。意識を失っていれば楽だったのに。

「さよなら、お姉さん。ごめん……ごめんね……」

　まだ笑え顔がおのままのシルフィに、リンネはゆっくり銀翼ギンヨクの刃を──

「……………………え？」

　だが、その刃がシルフィに突き立てられる直前に。

　誰だれもが一瞬目を逸そらしそうになったそのとき。

　リンネの胸から、刃が生えていた。

「な……んで……？」

　ぽつりと、リンネはつぶやいた。

　彼女の背中から巨大で鋭い刃が突き刺さり、胸を貫通して飛び出しているのだ。傷口から、血がわずかに流れ出ている。

「リ……リンネ────────っ！」

　凍りつく時間の中で、真っ先に動いたのはクロウだった。

　ルシェを手に、リンネのもとへと駆け寄る。

「あああっ!?」

　苦痛の悲鳴とともに、リンネを貫いていた刃がするりと抜けると──その剣が、今度は彼女の背中を斜めに斬きり裂いた。

　背中から真まっ赤かな花が咲くように血が噴き出し、リンネの身体からだがぐらりと崩れる。

「リンネっ！」

「ああ……クロ……ちゃん……」

　クロウは素早く剣を鞘さやに収め、前のめりに倒れそうになったリンネの身体を支える。華きや奢しやな身体には、まったく力が入っていなかった。貫かれた胸と、斬られた背中からは止めどなく血が溢あふれてきている。

「リンネ……リンネ……！」

「こらこら、クロウ。おなじみの、〝どんなときにも冷静に〟はどうしたのかな？」

　リンネの背後──一メートルも離れていないところに、一人の剣けん士しが立っていた。

　プラチナ色の髪に、クロウと同じセイバーズの制服。重厚な剣を手にした男の名前を、クロウは誰よりもよく知っていた。

「ラーシュ……！」

　リンネを背後から刺し、背中を斬り裂いたのは──この兄弟弟子だったのだ。

　なぜ、なぜ、なぜラーシュがリンネを──!?

　クロウの肩がぶるぶると震え始める。

「おまえ、なんで……！」

「おいおい、俺なんかと話してていいのかな？　もう、時間がない奴やつがそこにいるよ」

「…………っ！」

　クロウは、頭が沸騰するほどの怒りを感じつつも──すぐに、リンネの顔に目を向けた。

　そうだ、今はリンネを──

「あはは、クロちゃん……ボク、おかしいんだよ……身体からだ、重たくって……」

「リンネ、リンネ……！」

　クロウはもう、周りの誰だれも気にならなかった。今、背後から刺されてもかわせないだろう。それでもかまわなかった。

　リンネを、リンネをなんとか救わなければ……！

「クロちゃん、ボク……ボク……」

　リンネは、まっすぐにクロウを見つめてくる。その目は、涙で潤んでいた。

「ボク……死にたく……ないよ……」

　リンネは途切れ途切れに言うと、小さく首を傾かしげた。

　さらりとピンクの髪が揺れて、羽のヘアピンがゆっくり外れ、落ちて行った──
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　どうも、鏡かがみ遊ゆうです。

　というわけで、11巻でした。だいぶ決戦ムードも盛り上がってきてます。

　クロウ君をはじめとして、みんな本当に成長しましたね。まあ、七しち剣けんとか最初から最強クラスの人たちはあまり変わりませんけど。

　実はこの作品、バトルはできるだけインフレしないように気をつけてます。そうは見えないかもしれませんが、努力はしてるというか……（弱気）。

　１巻のラスボスだったお方は、この11巻で登場したキャラの中でも最強クラスです。

　ていうか全員強くなってるので、誰だれが誰に勝ってもおかしくない、というレベルで実力が伯仲してきましたよ。勝敗の行方ゆくえは作者にもわからない！

　というのは半分冗談ですが、どう転んでもおかしくない展開になってきました。




　そして、決戦ムードの中でも容赦のない肌色なイラスト！　素晴らしいですね。

　バトルと並んでエロは重大な要素ですから。まあ、ここまで話が進んで、なおも肌色が増えるというのはちょっと珍しいかもですけど。




　そんな感じで、エロも外すことなく、ストーリーは大きな山場を迎えつつあります。

　クロウとヒロインたち、すべての登場人物がどこへ向かっていくのか。

　なにもかもに決着がつくまであと少し──のはず。

　楽しみにお待ちいただければ嬉うれしいです。




　そして、新作『エンジェル・フェスタ！』の企画も進んでおります。問題なければ１巻が『剣神』のこの巻と同時発売になるはずです。よかったらこちらもどうぞー。




　最後になりましたが謝辞です。

　みけおう先生、今巻も素敵なイラストをありがとうございます。表紙のリーゼも可愛かわいかったです！　ちっちゃい身体からだに大きな剣！　最高です！

　担当さんたちも、いつもお世話になっております。

　この本の制作、流通、販売に関かかわってくださってる皆様もありがとうございます。

　そしてなにより、読者の皆様に最大限の感謝を。

　では次巻でお会いできれば嬉しいです。


二〇一四年十一月　鏡遊











　著者

　鏡遊（かがみ・ゆう）

　　フリーのシナリオライター。

　　主にＰＣゲームのシナリオを執筆。

　　ライトノベルのお仕事もなんとか続いています。

　　というのが決まり文句でしたが、

　　ラノベの仕事量もだいぶ増えました。

　　もちろん量に関係なく、常に全力投球です！

　　全力全開の『剣神の継承者』11巻を

　　お楽しみいただければ！







　イラスト

　みけおう（みけおう）

　　北海道出身、札幌在住のイラストレーター。

　　先日栗をたくさん拾ったので、初めて自分で栗をゆでて食べました。

　　大量だったので栗きんとんも作って

　　大満足！の出来でした。

　　おいしかったしまた食べたいなぁ、と思うものの

　　お店で栗を買ってきて作るのは、

　　面倒くさいのでたぶん無理です。







　　ＨＰ『PINK CHUCHU』

　　http://www2.odn.ne.jp/~cai16580/
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